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安全上のご注意
ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みになり、正しくお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保証書と共に必ず保管してください。

絵表示について
この「安全上のご注意」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や
財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してか
ら本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死
亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示して
います。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷
害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみ
の発生が想定される内容を示しています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれ
ています。

△記号は注意を促す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指をはさまれないように注
意）が描かれています。

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか
ら抜く）が描かれています。

警告

注意

● 万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使
用すると火災・感電の原因となります。すぐに本機の電源スイッチを
切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が出なく
なるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。

● 本機の開口部などから内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を
差し込んだり、落し込んだり、水を入れないでください。火災・感
電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。
万一、本機の内部に水や異物が入った場合は、まず本機の電源スイッ
チを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡くださ
い。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

● 電源コードの上に重いものをのせたり、電源コードが本機の下敷にな
らないようにしてください。電源コードに傷がついて、火災・感電の
原因となります。電源コードの上を敷物などで覆うことにより、それ
に気付かず、重い物をのせてしまうことがあります。

● 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、
引っ張ったり、熱器具に近づけて加熱したりしないでください。コー
ドが破損して、火災・感電の原因となります。

● 電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼
ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

● 万一、本機を落したり、キャビネットを破損した場合は、本機の電源
スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡
ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

● 電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らないでください。コー
ドが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。必ずプラグを
持って抜いてください。

● 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因とな
ることがあります。

● 雷が鳴り出したら、電源プラグには触れないでください。感電の原因
となります。

● 本機に付属している電源コードのみ使用してください。他の機器の電
源コードを本機に使用しないでください。また、付属の電源コードは
本機以外には使用しないでください。電流容量などの違いにより火災・
感電の原因となります。

● 風呂場や窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所等の水滴がかかる場
所では使用しないでください。火災・感電の原因となります。

● 本機に水が入ったり、ぬらさないようにご注意ください。火災・感電
の原因となります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご注意
ください。
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● 表示された電源電圧（交流 100 ボルト）以外の電圧で使用しないでく
ださい。火災・感電の原因となります。

● 本機を使用できるのは日本国内のみです。電源周波数は 50Hz 地域
または 60Hz 地域でご使用できます。船舶などの直流（DC）電源には
接続しないでください。火災の原因となります。

● 本機の開口部をふさがないでください。開口部をふさぐと内部に熱が
こもり、火災の原因となります。本機には、内部の温度上昇を防ぐた
め、ケースの上部や底部などに開口部があけてあります。次のような
使い方はしないでください。

 • 本機をあお向けや横倒し、逆さまにする。
 •  本機を押し入れ、専用のラック以外の本箱など風通しの悪い狭い所

に押し込む。
 •  テーブルクロスをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用する。
 • 本機の上に物を置く。
● 本機の上にろうそく等の炎が発生しているものを置かないでください。
火災の原因になります。

● 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った
容器や小さな金属物を置かないでください。こぼれたり、中に入った
場合、火災・感電の原因となります。

● エアコンの下に置かないでください。エアコンから水滴が滴下した場
合、汚損・故障・火災・感電の原因となります。

● 本機の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内
部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。内部の点検・
整備・修理は販売店にご依頼ください。

● 本機を改造しないでください。火災・感電の原因となります。

● オーディオ機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読
み、電源を切り、説明に従って接続してください。また、接続は指定
のコードを使用してください。指定以外のコードを使用したり、コー
ドを延長したりすると発熱しやけどの原因となることがあります。

● 電源を入れる前には、音量（ボリューム）を最小にしてください。突然
大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります。

● 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、
火災の原因となることがあります。

● 電源のスイッチを切っても電源からは完全に遮断されていません。
万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントの近くに置き、すぐ
に電源コンセントからプラグを抜けるようにしてご使用ください。

● 旅行などで長期間、この機器をご使用にならない時は安全のため必ず
電源プラグをコンセントから抜いてください。

● お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行って
ください。

● 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセン
トから抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから
行ってください。コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあ
ります。

● 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所や湿気やほ
こりの多い場所に置かないでください。火災・感電の原因となること
があります。

● ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所や振動のある所に置か
ないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあ
ります。

● 次のような異常に温度が高くなる場所に放置しないでください。キャ
ビネットや部品に悪い影響を与え、火災の原因となることがあります。

 • 窓を閉めきった自動車の中
 • 直射日光が当たる場所
 • 火や暖房器具など熱を発生する機器の近く
● 本機の上に重いものや外枠からはみ出るような大きなものを置かない
でください。バランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因と
なることがあります。

● 本機の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しないでく
ださい。倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。

● 本機に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様には
ご注意ください。倒れたり、こわしたりして、けがの原因となること
があります。

● 5 年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。
機器の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故
障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に
行うと、より効果的です。なお、掃除費用については販売店などにご
相談ください。
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この度はマランツ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
本製品をご使用いただく前に、この取扱説明書をお読みいただき、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保管してください。

付属品の確認

ご使用の前に下記の付属品がそろっていることをご確認ください。

• リモコン................................................................1個

• 電池（単4） .............................................................2個

• 電源コード ...........................................................1本

• AMループアンテナ ............................................1個

• FMアンテナ .........................................................1個

• マイク ....................................................................1個

• ワイヤレスレシーバーRX101 .........................1個

• 取扱説明書（本書） ...............................................1冊

• 保証書（箱に貼付） ...............................................1枚
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本機の主な特長
Dolby Pro Logic Ⅱz

本機は、Front height スピーカーを使用することに
より今までの水平方向の音場に垂直方向の表現力
を加えたDolby Pro Logic Ⅱz デコーダーを搭載
しています。

HDオーディオデコーダー搭載

本機には、32 bit 最新 DSP と 192 kHz/24 bit 
D/A コンバーターを採用した高音質 HDオーディ
オデコーダーが搭載されています。従来のサラウン
ドフォーマットに加えて、Blu-ray Disc に収録され
ている最新のサラウンドフォーマットも忠実に再生
します。

• Dolby TrueHD

• Dolby Digital Plus

• DTS-HD（Master Audio、Hi-Resolution Audio）

Audyssey MultEQ® 
オートセットアップシステム

付属のAudyssey 社製高性能マイクを使い、視聴
エリア内の 6ヶ所の視聴位置でスピーカーの特性
とリスニングルームの特性を測定したデータを、高
性能DSPにて分析、演算処理をおこないリスニン
グルーム全体を複数のリスナーに対し、最適な視
聴環境になるように周波数特性を補正するオート
セットアップ機能を搭載しました。

Audyssey Dynamic EQTM

Audyssey Dynamic EQ は、人間の聴覚や部屋の
音響特性を考慮し、ボリュームレベルを下げた際
に発生する音質の低下を防ぐ技術です。
Dynamic EQ は、Audyssey MultEQ 技術と連動す
ることにより、すべてのボリュームレベルに対して
最適なバランスの音質をすべてのリスナーに提供し
ます。

Audyssey Dynamic VolumeTM

Audyssey Dynamic Volume は、テレビや映画な
ど再生されるコンテンツ内におけるボリュームレベ
ルの変化（静かな音のシーンと大きな音のシーンの
間など）をユーザーの好みのボリューム設定値に自
動的に調整する技術です。また、Dynamic Volume
は Audyssey Dynamic EQ の技術をアルゴリズム
の中に取り入れることによりボリュームレベルの調
整時やテレビチャンネルの切り替え時、ステレオコ
ンテンツからサラウンドコンテンツなどの切り替え
時でも低域特性や音質バランス、サラウンド効果、
ダイアログの明瞭さを保っています。

ハイパワー7チャンネルアンプ

大型電源トランスや大容量コンデンサによる強力
電源に支えられた、全チャンネル同一パフォーマン
スのハイパワー、ワイドレンジのディスクリートア
ンプを搭載しました。映画・音楽を問わず、優れ
たスピーカードライブ能力を実現しています。

HDMI 端子の搭載

本機は以下の機能に対応したHDMI 入出力端子を
搭載しています。

• Deep Color

• Dolby TrueHD

• DTS-HD Master Audio

• スーパーオーディオCD

• DVDオーディオ

また、本機には HDMI 出力端子が 2系統（選択式）
搭載されており、モニターとプロジェクターを同時
につないだ状態で容易に切り替えることができます。

ビデオコンバーター

デジタル処理によるビデオコンバーターを搭載しま
した。ビデオ /S- ビデオ→コンポーネント→HDMI
へアップコンバートできます。コンポーネント→ビ
デオへダウンコンバートも可能です。

ビデオスケーラー

高精度 10bit スケーラーIC を搭載しました。
アナログビデオ端子に入力された 480i/480p/
720p/1080i 信号を 1080p までアップスケーリン
グしてHDMI へ出力することが可能です。

I/P コンバーター

高性能 I/P（インターレース／プログレッシブ）コン
バーターを搭載しました。本機に入力される 480i 
のコンポジット、S- ビデオ、コンポーネントビデオ
信号を高速で正確な I/P 変換をおこない、コンポー
ネントの映像出力端子へ高品質でスムーズな 480p 
映像を出力します。

GUI 機能

セットアップメニューに GUI（グラフィカルユー
ザーインターフェース）を採用しました。
スピーカーセットアップやアコースティックイコラ
イザーのセットアップメニューでは、美しい 3Dグ
ラフィックイメージによるセットアップが可能で
す。

広帯域コンポーネントビデオセレクター

コンポーネントビデオ信号に対して入力を 3系統、
出力を 1系統設けました。ハイビジョン信号等の広
帯域（80MHz（－ 3dB））な映像信号に対応します。

M-XPort 
(Marantz-eXtension Port)

拡張性に優れたマランツ独自のM-XPort を搭載し
ました。本機にはBluetooth オーディオと赤外線
リモコン受信部として使用できるワイヤレスレシー
バーRX101 を付属しています。

USB端子

本機のUSB端子には第 5世代以降の iPod および
iPod nano、iPod classic、iPod touch、iPhone を接
続できます。iPod から音声がデジタル（LPCM）伝
送されるため、本機を通してより高音質で再生する
ことができます。また、USBメディアを接続すると
MP3、AAC、WMAおよびWAVフォーマットで記
録されたコンテンツを再生することができます。

M-DAX（Marantz-Dynamic Audio 
eXpander）搭載

MP3 や AAC等の非可逆圧縮によって失われた音
域成分を補うM-DAX機能を搭載しました。

DCトリガー出力

電動スクリーンや電動カーテンなど、12V（ボルト）
DC トリガーで動作する機器の操作がおこなえま
す。

RS-232Cコントロール端子搭載

RC9001／RX9001 等の外部機器によるコント
ロールに対応します。

マルチゾーン機能

メインゾーンに加えて2つの別室で使用できるゾー
ン出力端子を備えています。またゾーン Aでコン
ポーネントビデオを選択できるビデオセレクター機
能を備えています。

その他の特長

• 192kHz/24bit A/Dコンバーターをアナログ入
力用に採用

• L/R 2チャンネルスピーカーでもサラウンド効
果を楽しめるバーチャルサラウンド機能

• 音楽再生時に映像出力を停止させる、ビデオオ
フモード

• 液晶表示付きフルバックライトリモコン

 （ラーニング＆マクロ機能付き）

• 環境に配慮した待機電力低減モード

• フロントパネルにカーソルボタンを搭載

• ヘッドホンで優れた頭外定位感を実現するドル
ビーヘッドフォンを搭載

• CDプレーヤーや DVDプレーヤーとのデジタル
接続でHDCDソフトが再生できるHDCDデコー
ダーを搭載
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ご使用いただく電源電圧・周波数

• 電源電圧は、交流100Vをご使用ください。

• 電源周波数は、50Hz地域または 60Hz地域でご
使用できます。

設置についてのご注意

本機を末永くご使用いただくために、次のような場
所には設置しないでください。
• 直射日光が当たる所
• 暖房器具など熱を発生する機器に近い所
• 湿気の多い所や風通しの悪い所
• ほこりの多い所
• 振動のある所
• ぐらついた台の上や傾斜のある不安定な所
• 窓ぎわで雨などがかかる恐れのある所
• アンプ等の発熱の多い機器の上
放熱のため、本機を下図のとおりに壁や他の機器
等から離して設置してください。

左側方20cm以上 右側方20cm以上上方20cm以上

後方20cm以上

上に物をのせない

本機の上に物をのせて放熱を妨げると、事故や故
障の原因になります。

 高温注意
使用中および使用直後は、操作部、後面接続端子
部以外の部分は高温になっているので手を触れない
でください。やけどの恐れがあり、危険です。
特に高温注意マークのある面及びその周辺は高温
になりますので絶対に触れないでください。

ご使用の前に
電池の取り扱いについて
電池を誤って使用すると、液もれや破裂、腐食な
どにより、火災、けがや周囲を汚損する原因とな
ることがあります。
以下の注意をよく読んでご使用ください。

• 電池のプラスªとマイナス·の向きを機器の
表示とおり正しく入れてください。

• 電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものが
ありますので、指定以外の電池は使用しないで
ください。 また、新しい電池と古い電池を混ぜ
たり、種類の違う電池を混ぜたりして使用しな
いでください。

• 電池は充電しないでください。

• 電池はお子様や幼児の手の届かない場所に保管
してください。誤って飲み込んでしまった場合
は、ただちに医師の診断を受けてください。

• 電池は金属性のボールペン、ネックレス、コイ
ン、ヘアーピンなどと一緒に携帯、保管しないで
ください。

• 長期間（1ヶ月以上）リモコンを使用しないとき
は、電池の液もれを防ぐために電池を取り出し
ておいてください。もし、電池が液もれを起こ
したときは、素手で液にさわらずに、ケース内に
付いた液をよく拭き取ってから新しい電池を入
れてください。この際、液が皮膚や衣服に付着
すると火傷する恐れがありますので、取り扱い
には十分ご注意ください。誤って液が付着して
しまった場合は、ただちに水道水で洗浄し医師
の診断を受けてください。

• 電池は加熱したり、分解したり、火や水の中に入
れないでください。

• 不要になった電池を廃棄する場合は、テープ
などで絶縁をし、お住まいの地方自治体の指
示（条例）に従って処理してください。

• 電池は火のそばや直射日光の当たる所、炎天
下の車内、熱器具の近くなど高温の場所に置
かないでください。

リモコンの動作範囲

リモコンによる本機の操作可能範囲は下図のとお
りです。

約5m

リモコン

使用上の注意

• リモコンの受光部に直射日光やインバーター蛍
光灯などの強い光を当てないでください。 リ
モコンが操作できない場合があります。

• リモコンを操作すると、赤外線で操作する他の
機器を誤動作させることがありますのでご注意
ください。

• リモコンとリモコン受信部の間に障害物がある
と操作できません。

• リモコンの上に物を置かないでください。ボタ
ンが押し続けられた状態になり、電池が消耗し
てしまうことがあります。

フロントパネルドアの開閉

本機の操作をフロントパネルドアの内部にあるボタ
ンで操作したい場合、パネルの下側を押してパネル
ドアを開けてください。
ボタンを使用しないときは、パネルドアを閉めてお
いてください。

 ご注意
パネルドアとパネルの間に指をはさまないように注
意してください。

リモコンの使用について

リモコンに電池を入れる

付属のリモコンを最初にご使用になる前に、リモコ
ンに電池を入れてください。
付属の電池はリモコンの動作確認用です。

 1. 電池カバーを外します。
 2. 電池を極性表示（ªプラスと·マイナス）に

注意し、表示とおりに正しく装着します。

 3. 電池カバーを元に戻します。

3
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q POWER ON／STANDBYボタン
STANDBYインジケーター

電源の入／切（待機状態）を切り替えます。ボタン
を押すと電源が入ります。
もう一度押すと、待機状態（STANDBYモード）に
なりSTANDBYインジケーターが点灯します。
（15ページ参照）

w INPUT SELECTORつまみ
入力ソース機器を選択するときに使います。（15
ページ参照）

e SURR. MODEボタン
このボタンを押すと、サラウンドモードが切り替わ
ります。（38、67ページ参照）

r DYNAMIC VOL. インジケーター
Audyssey Dynamic VolumeTM を使用していると
きに点灯します。

t DYNAMIC EQインジケーター
Audyssey Dynamic EQTM を使用しているときに
点灯します。

各部の名称
フロントパネル

qw e tyuio!0!1 !2 !3 !4!5 !6

!7!8@0@1@2

r

!9

y AUTOボタン
このボタンを押すと、オートサラウンドモードにな
ります。
このモードを選択すると、本機は入力信号に対応
するサラウンドモードを自動的に選択します。
（38、67ページ参照）

u PURE DIRECTボタン
ソースダイレクト／ピュアダイレクトモードを選択
します。（38ページ参照）

i DISPLAYボタン
このボタンを押すと、表示部のディスプレイモード
を切り替えることができます。（38ページ参照）

o MENUボタン
このボタンを押すと、GUI メニューシステムが起動
します。（22ページ参照）

!0 EXIT ボタン
このボタンを押すと、GUI メニューシステムを終了
します。（22ページ参照）

!1 BANDボタン
このボタンを押すと、チューナーの FMと AMが
切り替わります。（15ページ参照）

!2 T-MODEボタン
このボタンを押すと、FMバンドを選択中に、オー
ト・ステレオ・モードまたはモノ・モードが選択
できます。
オート・ステレオ・モードのときは「AUTO」イン
ジケーターが点灯します。（16ページ参照）

!3 MEMORYボタン
このボタンを押すと、チューナーに周波数をプリ
セットする、または放送局名を入力することがで
きます。（43ページ参照）

!4 PURE DIRECTインジケーター
PURE DIRECT モードを選択しているときに点灯
します。

!5 CLEARボタン
このボタンを押すと、放送局メモリ設定、あるい
はプリセット・スキャンをキャンセルすることがで
きます。（43、44ページ参照）

!6 VOLUMEつまみ
全体的な音量を調整します。このつまみを右に回
すと音量が大きくなります。（15ページ参照）

!7 リモコン受光部
リモコンの赤外線信号を受信します。

!8 AUX INPUT端子
ビデオカメラ、ポータブルDVD、ゲーム機等の接
続に使用できます。

!9 カーソルボタン（1/2/3/4）／
ENTER ボタン

このボタンを押すと、GUI メニューシステム、USB
およびAM／FMチューナーを操作できます。
（15、22、43ページ参照）

@0 USB端子
iPod またはUSBメディアを接続します。（18、45
ページ参照）

@1 MIC 端子
付属のマイクを使用して、スピーカーの特性を自
動的に測定および補正することができます。
（26ページ参照）

@2 PHONES端子
ヘッドホン用の接続端子です。この端子にヘッド
ホンを接続すると、スピーカーからの音声は自動
的に無音になります。（39ページ参照）
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表示部

ex1 ex2AACAAC
MP3MP3WMAWMA

asd f g j ¡0 ¡1¡2¡3 ¡5 ¡6 ¡7

¡8¡9

¡4k lh

ExpressExpress

a SP ABCインジケーター
選択しているスピーカーシステムを表示します。ス
ピーカーオフ時は A、B、Cともに消灯します。
（18、39ページ参照）

s SLEEPインジケーター
メインゾーンでスリープタイマー機能を使用してい
るときに点灯します。（41ページ参照）

d DISPインジケーター
表示部が消灯（ディスプレイオフ）状態のときに点
灯します。（38ページ参照）

f MULTI ABインジケーター
マルチゾーン機能またはゾーンスピーカー機能を使
用しているときに点灯します。（53ページ参照）

g TUNERインジケーター
 AUTO：  チューナーがオートステレオ

モードのときに点灯します。
 TUNED：  放送を受信しているときに点灯

します。
 ST（ステレオ）：  FM 放送をステレオで受信して

いるときに点灯します。

h ATTインジケーター
アッテネーション機能を使用しているときに点灯し
ます。（41ページ参照）

j PEAKインジケーター
アナログ入力を選択時、入力信号が過大レベルに
なると点灯します。
このとき、アッテネーション機能を使って入力レベ
ルを下げてください。（41ページ参照）

k V-OFFインジケーター
ビデオオフ機能を使用しているときに点灯します。
（38ページ参照）

l A-SURRインジケーター
AUTO SURROUND（オートサラウンド）モードが
選択されているときに点灯します。（38 ページ参
照）

¡0 EQインジケーター
HT-EQ（ホームシアター）モード選択しているとき
に点灯します。（31ページ参照）

¡1 NIGHTインジケーター
NIGHT モード機能を使用しているときに点灯しま
す。（39ページ参照）

¡2 M-DAXインジケーター
M-DAX機能を使用しているときに点灯します。
（39ページ参照）

¡3 HDMI インジケーター
本機がHDMI 接続されているときに点灯します。

¡4 Audysseyインジケーター
EQ（ イコライザー）モードが“AUDYSSEY”、
“AUDYSSEY FRONT”、“AUDYSSEY FLAT”のと
きに点灯します。（36ページ参照）

¡5 DIGITALインジケーター
デジタル入力ソースが選ばれているときに点灯しま
す。

¡6 ANALOGインジケーター
アナログ入力ソースが選ばれているときに点灯しま
す。

¡7 デジタル信号フォーマット
インジケーター

入力されているデジタル入力信号のフォーマット
を点灯します。
2TrueHD：
Dolby TrueHD 信号が入力されているときに点灯
します。
2DIGITAL：
Dolby Digital 信号が入力されているときに点灯し
ます。
2DIGITAL PLUS：
Dolby Digital Plus 信号が入力されているときに点
灯します。
2DIGITAL EX：
Dolby Digital EX 信号が入力されているときに点灯
します。
dts：
dts 信号が入力されているときに点灯します。
dts ES：
dts-ES 信号が入力されているときに点灯します。
dts-HD MSTR：
dts-HD Master Audio 信号が入力されているとき
に点灯します。
dts-HD HIRES：
dts-HD High Resolution Audio 信号が入力されて
いるときに点灯します。
dts 96/24：
dts-96/24 処理が施された dts 信号が入力されて
いるときに点灯します。
HDCD：
デジタル入力でHDCD（High Defi nition Compatible 
Digital）信号が入力されているときに点灯します。

PCM：
PCM（Pulse Code Modulation）信号が入力されて
いるときに点灯します。
DSD：
DSD（Direct Stream Digital）信号が入力されている
ときに点灯します。
AAC：
USB メディアで AAC フォーマットのファイルを
再生中またはAAC信号が入力されているときに点
灯します。
WMA：
USBメディアでWMAフォーマットのファイルを
再生中に点灯します。
MP3：
USB メディアでMP3 フォーマットのファイルを
再生中に点灯します。

¡8 プログラムチャンネルインジケーター
入力されたデジタル入力信号のチャンネルを点灯
します。

• 2ch信号が入力したとき、L、Rが点灯します。

• 5.1ch信号が入力したとき、L、C、R、SL、SR、LFE
が点灯します。

• Dolby Digital EXまたはDTS-ES信号が入力した
とき、L、C、R、SL、S、SR、LFEが点灯します。

• 7.1ch信号が入力したとき、L、C、R、SL、SR、
SBL、SBR、LFEが点灯します。

• 上記以外のチャンネルが含まれている場合、ex1
またはex2が点灯します。

詳細は、67ページの「使用するサラウンドモードと
入力信号について」をご覧ください。

ご注意

• 本機がDolby TrueHDをデコードしていると
き、使用中のスピーカーのチャンネル数に応
じて入力信号のステータスが表示されます。
 L、C、R、SL、SR、SWの5.1chのスピーカーシ
ステムを使用している場合、7.1chの信号が入
力されたときでも、“SBL”、“SBR”および“S”
インジケーターは点灯しません。

¡9 メインインフォメーション表示
入力ファンクション、サラウンドモード、ボリュー
ムや受信周波数等を表示します。

各部の名称

SR6004_F_01.indd   5SR6004_F_01.indd   5 09.9.11   4:25:35 PM09.9.11   4:25:35 PM



6

各
部
の
名
称

基
本
接
続

基
本
操
作

応
用
接
続

応
用
操
作

困
っ
た
と
き
は

そ
の
他

シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

各
部
の
名
称

各部の名称

リモコン

付属のリモコンはユニバーサルリモート・コント
ローラーです。
POWER（電源）ボタン、数字ボタン、操作ボタン
は本機だけではなく、様々な AV 機器に使用でき
ます。

z

x

b
v

n

,
m

.
⁄0
⁄1

⁄2

⁄3

⁄4
⁄5

⁄6

⁄7⁄8

c

⁄9

¤0

¤1

¤2

¤3

¤5

¤6

¤4

¤7

‹0

‹3

‹1

¤9

‹2

¤8

z POWER ON／STANDBY
ボタン

（アンプモード選択時）
本機の電源をオン／オフ（待機状態）するときに押
します。
（15ページ参照）

x Z.SPKRボタン
ゾーンスピーカーAをオン／オフするときに押しま
す。（53ページ参照）

c ZONE A／B ボタン
ゾーン Aまたは Bをオン／オフするときに押しま
す。
（53ページ参照）

v 7.1 ボタン
7.1 チャンネル入力の選択および解除するときに押
します。（40ページ参照）

b SPKR A/Bボタン
フロントスピーカーA、Bを切り替えるときに押し
ます。
ボタンを押すたびに次のように切り替わります。

A → B → A+B → OFF → A

n MUTEボタン
音声をミュート（消音）するときに押します。
（15ページ参照）

m ライトボタン
リモコンのバックライトを点灯させたいときに押し
ます。（56ページ参照）

, VOLUME＋／－ボタン
音量を調節するときに押します。
（15ページ参照）

. SURRボタン
（USBモード以外を選択している場合）
サラウンドモードを選択するときに押します。
（38、67ページ参照）

（USBモード選択時）
次のページを選択するときに使います。

⁄0 INFOボタン
（アンプモード選択時）
本機の設定をモニターにオンスクリーンディスプレ
イ表示します。

（チューナーモード選択時）
プリセットメモリーされた放送局の一覧を表示しま
す。（43ページ参照）

（USBモード選択時）
iPod 操作中に、リスト画面とステータス画面を切
り替えます。

⁄1 カーソルボタン／ENTERボタン
本機やDVDプレーヤーなどのカーソルを操作しま
す。

（チューナーモード選択時）
PRESET＋／－（プリセット）ボタン
プリセットメモリーされた放送局を選択するときに
押します。（43ページ参照）

TUNE 3 / 4ボタン
受信周波数を調整するときに押します。
（16ページ参照）

⁄2 EXIT ／MEMOボタン
（アンプモード選択時）
本機のGUI メニューシステムを終了するときに押
します。（22ページ参照）

（チューナーモード選択時）
プリセットチャンネルを登録するときに押します。
（47ページ参照）

⁄3 コントロールボタン
再生、停止、一時停止や各ソース機器を操作する
ときに押します。

（チューナーモード選択時）（15ページ参照）
T.MODE（チューナーモード）ボタン
FM放送受信中にオートステレオまたはモノラルを
選択するときに押します。
オートステレオ・モードの場合は「AUTO」表示が
点灯します。

P.SCAN（プリセットスキャン）ボタン
プリセット・スキャンを開始するときに押します。

BAND（バンド）ボタン
ラジオの帯域（FM／AM）を選択するときに押しま
す。

F.DIRECT（周波数ダイレクト）ボタン
受信周波数を数字キーを使用して、直接入力する
ときに押します。

T. DISP、PTY、P. LOCKボタン
本機では使用しません。

（USBモード選択時）（45ページ参照）
8ボタン
一時停止します。
2ボタン
再生します。
7ボタン
停止します。
∞ / §ボタン
前または次のファイルを再生します。
5 / 6ボタン
早戻しまたは早送りします。

⁄4 REPEATボタン
DVDプレーヤーなどの機器でリピート（繰り返し）
を選択するときに押します。

⁄5 RANDOMボタン
DVDプレーヤーなどの機器でランダム（任意）を選
択するときに押します。

⁄6 テレビコントロール ボタン
テレビやモニターの操作（電源および入力切り替
え）ができます。
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⁄7 BASS／CH＋／－ボタン
（アンプモード選択時）
低音を調整するときに押します。（15ページ参照）

（TV、DSSモード選択時）
チャンネルを選択するときに押します。
（54、56ページ参照）

⁄8 TREBLE ＋／－ボタン 
（アンプモード選択時）
高音を調整するときに押します。（15ページ参照）

⁄9 CLR／ T.TONEボタン
チューナーなどのメモリーを消去するときに使用し
ます。

（アンプモード選択時）
テストトーンメニューを選択するときに使用しま
す。（30ページ参照）

¤0 数字ボタン
ソース機器にトラックなどの番号を設定するときに
押します。
リモコンがアンプモードに設定されている場合、こ
れらのボタンを用いて以下の操作ができます。

（アンプモード選択時）
1/AUTOボタン
オートサラウンドを選択するときに押します。
（38ページ参照）

2/STEREOボタン
STEREO モードを選択するときに押します。

3/P.DIRECTボタン
ソースダイレクトまたはピュアダイレクトを選択す
るときに押します。（38ページ参照）

4/SLEEPボタン
スリープタイマー機能を設定するときに押します。
（41ページ参照）

5/M-DAXボタン
M-DAX機能を選択するときに押します。
（39ページ参照）

6/EQボタン
Audyssey® モードを選択するときに押します。
（36ページ参照）

7/LIP SYNCボタン
LIP SYNC（リップシンク）モードを選択するときに
押します。（41ページ参照）

8/NIGHTボタン
Dolby Digital 信号を再生中にナイトモードを選択
するときに押します。（39ページ参照）

9/D.EQ/VOLボタン
Audyssey Dynamic EQ / Dynamic Volume モー
ドを選択するときに押します。

0/CH SELボタン
チャンネルレベルまたは 7.1CH 入力のレベルを調
整するときに押します。（24、31ページ参照）

+10/V.OFF ボタン
ビデオオフモードを選択するときに押します。
（38ページ参照）

¤1 M ボタン
マクロプログラムを使うときに使います。
ノーマルモードとマクロモードを切り替えます。
（59ページ参照）

¤2 MENUボタン
（アンプモード選択時）
本機のGUI メニューシステムを呼び出しするとき
に押します。（22ページ参照）

（USBモード選択時）
iPod 操作中に上位階層に移動します。

¤3 TOPボタン
（アンプモード選択時）
本機のセットアップメニューを表示中にトップメ
ニューに戻ります。（22ページ参照）

（USBモード選択時）
最上位アイテムを表示します。

¤4 DISPLAYボタン
（USBモード以外を選択している場合）
本機のディスプレイモードを選択するときに押しま
す。（38ページ参照）

（USBモードを選択している場合）
前のページに戻るときに使います。

¤5 INPUT 3 / 4ボタン
本機の入力ソースを選択するときに押します。

¤6 SETUPボタン
DVD プレーヤーなどのセットアップをおこなうと
きに押します。

（USBモード選択時）
iPod 操作中にダイレクト /リモートモードを切り
替えます。

¤7 ソースボタン
ソースボタンを 1回押すと、このリモコンの操作
モードが選択した機器に切り替わります。
ソースボタンを 2秒以内に 2回続けて押すと、本
機の入力セレクターが変わります。

ご注意

• 本機の操作をおこなうにはAMPボタンを押
してください。（アンプモード）

¤8 ATTボタン
アナログ入力時に入力レベルを減衰させたいときに
押します。
PEAK インジケーターが点灯する場合、この機能
を使用してください。（41ページ参照）

¤9 A/Dボタン
HDMI、デジタルおよびアナログ入力を一時的に切
り替えるときに押します。（40ページ参照）

‹0 HDMI ボタン
HDMI 出力 1と 2を切り替えます。

‹1 SETボタン
このリモコンの学習モードとプリセットモードを操
作するときに押します。（56ページ参照）

‹2 I /  SOURCEボタン
DVDプレーヤー等のソース機器の電源をオン／オ
フするときに使います。
本機の電源をオン／オフするときにも使います。

‹3 赤外線送信部と学習用センサー
この部分から赤外線が送信されます。本機または
操作したい機器の赤外線受光部に向けて使用して
ください。
学習機能を使用するときは、この部分に他のリモ
コンの赤外線送信部分を向けて使用してください。
（57ページ参照）

‹4 ‹5 ‹7‹6

‹4 LEARNインジケーター
リモコンが学習モードのときに表示されます。

‹5 MACROインジケーター
リモコンがマクロ学習モードのときに表示されま
す。

‹6 インフォメーションディスプレイ
操作対象のソース機器名やリモコンのモードを表
示します。

‹7 インジケーター
各ボタンが押されてリモコンが信号を送信している
ときに表示されます。

各部の名称
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リアパネル

SWITCHEDSWITCHED
1A 100W1A 100W

UNSWITCHEDUNSWITCHED
1.5A 150W1.5A 150W

AC OUTLETSAC OUTLETS
100V     50/60Hz100V     50/60Hz

VIDEOVIDEOCOMPONENT VIDEOCOMPONENT VIDEO

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

RS-232CRS-232C

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CD/CDRCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ OUTOUT

LL

RR

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

AC INAC IN

MODEL NO. SR6004MODEL NO. SR6004

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2 OUTOUT((VCRVCR))IN 3IN 3((VCRVCR))
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT IN 1IN 1((BDBD))

MONITOR OUTMONITOR OUTIN 4IN 4((DSSDSS))IN 2IN 2((DVDDVD))

IN 3IN 3((VCRVCR))IN 2IN 2((DVDDVD))IN 1IN 1((BDBD)) OUTOUT

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

q w e r t y u i

o!0!2!6!7!8!9

@0

@1
@2
@3
@4

!3!4!5 !1

q デジタルオーディオ入力端子
デジタル機器（DVD、CD、MD、BSチューナー等）の
デジタル信号出力端子に接続します。接続する機
器の出力端子の種類に合わせて使用してください。
入力端子は INPUT SETUPにて変更することがで
きます。（11、23ページ参照）

w デジタルオーディオ出力端子
デジタル録音機器（CDレコーダー、MDレコーダー
等）またはゾーンB用のアンプの光デジタル信号入
力端子に接続します。（11、20ページ参照）

e HDMI 入力端子
HDMI 出力端子付きのBlu-ray Disc プレーヤーや
DVDプレーヤーと接続します。（13ページ参照）

r HDMI 出力端子
HDMI 入力端子付きのモニターやプロジェクターと
接続します。（13ページ参照）

t COMPONENT VIDEO入力端子
コンポーネントビデオ出力端子付きのビデオ機器
と接続します。（12ページ参照）

y COMPONENT VIDEO出力端子
コンポーネントビデオ入力端子付きのモニターやプ
ロジェクターと接続します。（12ページ参照）

u 映像信号用端子
ビデオ機器のビデオ端子と接続します。
（12ページ参照）

i モニター用映像出力端子
モニターやプロジェクターのビデオ入力端子と接続
します。（12ページ参照）

o RS-232C端子
将来に向けてソフトウェアのアップグレードや外部
コントロールシステムの接続用に使用します。

!0 AC IN
付属の電源コードを接続し、家庭用交流 100V
（50/60Hz）のコンセントに電源プラグを差し込み
ます。

万一の事故防止のため、本機から電源コードが
外せるように配置してください。

!1 ACアウトレット
本機の ACアウトレットから他の AV機器に電源
を供給できます。
本機はSWITCHEDと UNSWITCHEDの ACアウ
トレットを装備しています。

SWITCHED（スイッチド: 連動）
本機の電源オン／スタンバイに連動し、電源供給
をオン／オフします。
消費電力が最大100Wまでの機器を接続できます。

UNSWITCHED（アンスイッチド: 非連動）
本機の電源オン／スタンバイに関係なく、電源供
給をします。消費電力が最大 150Wまでの機器を
接続できます。

警告
絶対許容電力以上の機器を接続しないでくださ
い。許容電力以上の機器を接続すると、火災・
感電の原因となります。

ご注意

マルチゾーン機能がオンのときは、本機の電
源オン／スタンバイに関わらず SWITCHED
側からも電源が供給されます。

!2 スピーカー出力端子
スピーカーを接続します。（10ページ参照）

!3 アナログオーディオ信号用端子
オーディオやビデオ機器のオーディオ端子と接続し
ます。（12ページ参照）

!4 ゾーンA出力端子
マルチゾーンのオーディオ出力端子です。
他のオーディオアンプに接続することにより、マル
チゾーンシステムで選択したソースを離れた部屋で
聴くことができます。（20ページ参照）

!5 7.1ch 音声入力端子
スーパーオーディオ CD マルチチャンネルプレー
ヤーやDVDオーディオプレーヤーのマルチチャン
ネル音声出力端子に接続します。（19ページ参照）

!6 リモートコントロール入出力端子
リモートコントロール（RC-5）端子が装備されたマ
ランツ製AV機器と接続します。（21ページ参照）

!7 サブウーファー用出力端子
サブウーファー用プリアンプ出力です。サブウー
ファー用の外部パワーアンプもしくはアンプ内蔵サ
ブウーファーに接続します。（19ページ参照）

!8 プリアンプ出力端子
音声各チャンネルのプリアンプ出力端子です。外
部パワーアンプを追加する場合に使用します。
（19ページ参照）

!9 AMアンテナ端子およびアース端子
付属のAMループアンテナを接続します。
受信状態が最良になる位置にループアンテナを置
いてください。（14ページ参照）

@0 FMアンテナ端子（75 Ω）
付属の FMアンテナを接続します。
電波の弱い地域は市販の FMアンテナをご使用く
ださい。（14ページ参照）

@1 SPEAKER Cセレクタースイッチ
スピーカーCを使用するときは「ON」にします。サラウ
ンドバック、ハイトまたはゾーンスピーカーAを使用
するときは「OFF」にしてください。(18 ページ )

@2 DCトリガー出力端子
この端子は他の機器を制御するためのDC トリガー
信号を出力する端子です。（スクリーン、電源等）
GUI メニューシステムでこれらの端子を作動させる
条件を設定できます。（21、35ページ参照）

ご注意

この出力電圧は制御専用です。駆動用として
は使用できません。

@3 FLASHER IN 端子
キーパッドなどを用いて各部屋から機器をコント
ロールする際に使用します。（21ページ参照）

@4 M-XPort 端子
付属のマランツ製ワイヤレスレシーバーRX101 を
接続します。（18ページ参照）
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スピーカーの配置

本機における理想的なサラウンド再生スピーカーシステムは　フロント L/R、センター、サラウンド L/R、サラウンドバック L/R、フロントハイト L/R、サブウー
ファーの合計 9.1 チャンネルです。
サラウンド再生に最低限必要なスピーカーシステムはフロント L/R、サラウンド L/Rですが、この場合Dolby Digital EX や DTS-ES の再生はできません。
本機では使用するスピーカーの数や位置、また低音域の出力特性にあわせて設定をおこないます。（25ページ参照）

配置のポイント

スピーカーの配置は、実際、部屋の大きさなどに
よって違いますが、ここでは各スピーカーの基本的
配置例と配置のポイントを説明します。

サブウーファー

フロント R

フロント センター

フロント L

サラウンド L
サラウンド
バック L

サラウンド
バック R

サラウンド R

フロント ハイトR

フロント ハイトL

フロントL/Rスピーカー
リスニングポジションから見てLとRのスピーカー
が 45 度～ 60度の角度を持つように設置すること
を推奨します。

センタースピーカー
フロント L/R スピーカーと前面をそろえるか、ま
たは少しだけ後方にずらして設置します。

サラウンドL/Rスピーカー
サラウンド再生に必要なスピーカーです。リスニン
グポジションの真横または少しだけ後方にずらした
壁際に設置します。スピーカー前面の中心が、部
屋の中心を向くようにします。

サラウンドバックL/Rスピーカー
7.1ch サラウンド再生に必要なスピーカーです。リ
スニングポジションの後の壁際に設置します。
スピーカー前面の中心が、部屋の中心を向くよう
にします。

フロントハイトL/Rスピーカー
Dolby Pro Logic Ⅱz サウンドを再生するのに必要
なスピーカーです。
このスピーカーによって立体的な空間を作り出すサ
ウンド効果を高めます。

サブウーファー
低音の効果を最大限に得るために利用することを
お勧めします。サブウーファーは低音域のみを扱う
ため、部屋の中であれば位置はそれほど重要ではあ
りません。

スピーカー配置の高さ

フロントスピーカー（L、R、センター）
3 つのフロントスピーカーの中・高域用ユニットは
できる限り同じ高さにそろえます。

ご注意

スピーカーをブラウン管テレビの近くに置く
場合、フロントL/Rおよびセンタースピーカー
は防磁型のスピーカーをご使用ください。

サラウンドL/R、サラウンドバックL/Rスピーカー
スピーカーをリスナーより 70センチから 1メート
ルくらい上方に設置します。これにより、音源定
位を際立たせず、より包み込むようなサラウンド感
を実現します。

70cm　1m 

フロントハイトL/Rスピーカー
フロント L/R スピーカーから 1mより上方に設置
します。
フロントスピーカーより広い角度で設置してかまい
ませんが、理想的にはフロントスピーカーからその
まま上にあげた状態の角度を推奨します。
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スピーカーシステムとの接続

• お使いになるスピーカーシステムは本機のリアパネルに記載されたインピーダンスのスピーカーを必
ず使用してください。

• サブウーファーを接続する際、パワード（アンプ内蔵）サブウーファーはPRE OUTのサブウーファー用
出力端子に接続してください。

VIDEOVIDEOCOMPONENT VIDEOCOMPONENT VIDEO

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

RS-232CRS-232C

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CD/CDRCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ OUTOUT

LL

RR

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

AC INAC IN

MODEL NO. SR6004MODEL NO. SR6004

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2 OUTOUT((VCRVCR))IN 3IN 3((VCRVCR))
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT IN 1IN 1((BDBD))

MONITOR OUTMONITOR OUTIN 4IN 4((DSSDSS))IN 2IN 2((DVDDVD))

IN 3IN 3((VCRVCR))IN 2IN 2((DVDDVD))IN 1IN 1((BDBD)) OUTOUT

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

SWITCHEDSWITCHED
1A 100W1A 100W

UNSWITCHEDUNSWITCHED
1.5A 150W1.5A 150W

AC OUTLETSAC OUTLETS
100V     50/60Hz100V     50/60HzPRE OUTPRE OUT

SWSW

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTER

SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

パワード（アンプ内蔵）
サブウーファー

サラウンド
R L

サラウンドバック

センター

フロント A
R L R L

フロント B/ハイト
R L

ご注意

• 回路の破損を防止するため、スピーカーコー
ドの芯線同士を接触したり、本機の金属部分
に接触させたりしないでください。

• 電源が入った状態でスピーカー端子に触れ
ないでください。感電する恐れがあります。

• 1つのスピーカー端子に2本以上のスピー
カーケーブルを接続しないでください。本
機が破損する可能性があります。

• スピーカー端子への接続は極性を間違えず
におこなってください。間違って接続する
と信号位相が反転し、再生される音楽は不自
然になります。

スピーカーコードの接続

 1. コードの被ふくを約10mm はがします。
 2. ショート防止のため、コードの芯線部分をき

つくよじってください。

 3. スピーカー端子を左方向に回して緩めます。
 4. スピーカー端子の側面にある穴にスピー

カーコードの芯線部分を挿入します。

 5. スピーカー端子を右方向に回して、締めま
す。

1. 2.

3. 4. 5.

10mm

バナナプラグとの接続
バナナプラグを差し込みます。

基本接続
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オーディオ機器との接続

VCR出力端子とCD/CDR出力端子の出力は、現在選択されているアナログ入力ソースの音声です。

VIDEOVIDEOCOMPONENT VIDEOCOMPONENT VIDEO

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

RS-232CRS-232C

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CD/CDRCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ OUTOUT

LL

RR

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

AC INAC IN

MODEL NO. SR6004MODEL NO. SR6004

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2 OUTOUT((VCRVCR))IN 3IN 3((VCRVCR))
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT IN 1IN 1((BDBD))

MONITOR OUTMONITOR OUTIN 4IN 4((DSSDSS))IN 2IN 2((DVDDVD))

IN 3IN 3((VCRVCR))IN 2IN 2((DVDDVD))IN 1IN 1((BDBD)) OUTOUT

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

SWITCHEDSWITCHED
1A 100W1A 100W

UNSWITCHEDUNSWITCHED
1.5A 150W1.5A 150W

AC OUTLETSAC OUTLETS
100V     50/60Hz100V     50/60Hz

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO

CD/CDRCD/CDR

ININ OUTOUT

LL

RR

REC/ZONE BREC/ZONE B
OUTOUTIN 2IN 2

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

OUT  IN

L

R

L

R

DIGITAL
INPUT

DIGITAL
OUTPUT

R LRL

R L RL

L
R

CDレコーダー

アナログ音声

デジタル音声（同軸ケーブル）

デジタル音声（光ケーブル）

ご注意

• すべての接続が完全に終わるまで、本機や他の機器の電源コードを電源コンセントに差し込まないで
ください。

• 接続コードのプラグは確実に接続端子に挿入してください。不完全な接続は、雑音の原因となりま
す。

• L（左）チャンネルとR（右）チャンネルを正しく接続してください。

• 入力と出力は正しく接続してください。

• 本機と接続する機器については、機器の取扱説明書を参照してください。

• 接続したケーブルを電源コードやスピーカーケーブルと一緒に束ねないでください。雑音が発生す
ることがあります。

デジタル音声機器の接続

• リアパネルには光デジタル入力端子が 3系統と
同軸デジタル入力端子が2系統あります。

 これらの端子に、CD、DVD、その他のデジタル
ソース機器のPCM、Dolby Digital、DTS ビット
ストリーム信号を入力することができます。

• リアパネルには光デジタル出力端子が 1系統あ
ります。この端子はCD レコーダーやMDレコー
ダーの光デジタル入力端子に接続することがで
きます。この端子をゾーン B出力として使用す
る場合は録音用出力として使用することはでき
ません。

• DVDプレーヤーやデジタル入力端子に接続され
たその他のデジタルソースの音声形式の設定に
ついては、各機器の取扱説明書を参照してくだ
さい。

• DIG-1、2、3 入力端子には光ファイバーケーブ
ルをご使用ください。DIG-4、5 入力端子では
75Ωの同軸ケーブル（デジタル音声用または映
像用）をご使用ください。

• お持ちの機器に応じて、それぞれのデジタル入
出力端子への入力を指定することができます。
23ページをご覧ください。

ご注意

• 本機のデジタル信号端子はEIA規格に準拠
しています。この規格に準拠しないケーブ
ルを使用すると雑音が発生したり音が途切
れたりすることがあります。

• デジタルおよびアナログそれぞれの音声端
子は独立しています。
 デジタル端子とアナログ端子に入力された
信号は、対応するデジタル端子とアナログ端
子にそれぞれ出力されます。
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ビデオ

S-ビデオ

アナログ音声

デジタル音声（同軸）

デジタル音声（光）

ビデオ機器との接続 ビデオ、S- ビデオ、コンポーネント端子

本機には 3つのタイプの映像端子があります。

VIDEO（ビデオ）端子
ビデオ端子の映像信号は従来の複合（コンポジッ
ト）映像信号です。

S-VIDEO（S-ビデオ）端子
S- ビデオ端子の映像信号は輝度信号（Y）と色信号
（C）に分離して伝送します。

コンポーネント（色差ビデオ）端子
コンポーネントビデオ信号は輝度信号（Y）緑、色差
信号（PB）青、色差信号（PR）赤の 3本から構成さ
れており、より高品質な映像再生ができます。ご
使用の映像機器にコンポーネントビデオ出力端子
がある場合はコンポーネントビデオ出力の使用をお
勧めします。

L R

AUDIO
OUT

 VIDEO
OUT

 S-VIDEO
OUT

DIGITAL
OUT

L R

L R

ビデオカメラ、ポータブルDVDプレーヤー、
ゲーム機など

VIDEOVIDEOCOMPONENT VIDEOCOMPONENT VIDEO

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

RS-232CRS-232C

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CD/CDRCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ OUTOUT

LL

RR

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

AC INAC IN

MODEL NO. SR6004MODEL NO. SR6004

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2 OUTOUT((VCRVCR))IN 3IN 3((VCRVCR))
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT IN 1IN 1((BDBD))

MONITOR OUTMONITOR OUTIN 4IN 4((DSSDSS))IN 2IN 2((DVDDVD))

IN 3IN 3((VCRVCR))IN 2IN 2((DVDDVD))IN 1IN 1((BDBD)) OUTOUT

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

SWITCHEDSWITCHED
1A 100W1A 100W

UNSWITCHEDUNSWITCHED
1.5A 150W1.5A 150W

AC OUTLETSAC OUTLETS
100V     50/60Hz100V     50/60Hz

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO

IN 1IN 1

VCRVCRDVDDVD DSSDSS TVTV

OUTOUTININININ ININININ

VIDEOVIDEOCOMPONENT VIDEOCOMPONENT VIDEO

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

OUTOUT((VCRVCR))

MONITOR OUTMONITOR OUTIN 4IN 4((DSSDSS))IN 2IN 2((DVDDVD))

OUTOUT IN 3IN 3((VCRVCR))

LL

RR

IN 4IN 4

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

IN 2IN 2((DVDDVD))

L R

AUDIO
OUT

L R

AUDIO
OUT

 VIDEO
OUT

L R

AUDIO
OUT

AUDIO
IN

L R

 VIDEO
OUT  IN

Y PB / CB PR / CR

COMPONENT 
VIDEO OUT

Y PB / CB PR / CR

COMPONENT 
VIDEO IN

 VIDEO
OUT

AUDIO
OUT

L R

 VIDEO
IN

 DIGITAL
OUT

DIGITAL
OUT L

R

L R L R

L LR R

R L

L R

L R

L R

LR

L R

DVDプレーヤー 衛星放送チューナー

ビデオデッキ
テレビ

ビデオプロジェクター

ご注意

• 音声チャンネルのL（左）R（右）を正しく接続
してください。赤いコネクターはR（右）チャ
ンネル用、白いコネクターはL（左）チャンネ
ル用です。

• 入力と出力を正しく接続してください。

• お手持ちのDVDプレーヤーなどデジタル
ソース機器のデジタル音声出力形式を設定
しなければならない場合があります。
 接続した各機器の取扱説明書を参照してく
ださい。

• 本機には「ビデオコンバート機能」がありま
す。映像の入出力については42ページを参
照してください。

• AUXのビデオとSビデオは同時に使用する
ことはできません。Sビデオ入力を使用する
ときはビデオ入力には何も接続しないでく
ださい。
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HDMI 対応機器の接続

市販のHDMI ケーブルを使用して本機のHDMI 端
子と Blu-ray Disc プレーヤー／DVDプレーヤー
／TV／プロジェクターなどのHDMI 端子を接続し
ます。
HDMI 端子のマルチチャンネルオーディオ伝送に
は、対応したプレーヤーが必要です。

ご注意

• DVDプレーヤーなどのソース機器の中には
HDMIリピーター動作に対応しない機器があ
ります。このときTVまたはプロジェクター
などのモニター機器には出力されません。

• 複数の機器を接続したときは、お互いの干渉
を防ぐため、使わない機器の電源を切ってく
ださい。

• 電源が入った状態でケーブルを抜き差しす
ると、故障の原因になります。電源を切った
状態でケーブルの抜き差しをおこなってくだ
さい。

• 本機のHDMI端子は下記の機能に対応して
います。
• Deep Color
• Dolby TrueHD
• DTS-HD Master Audio
• スーパーオーディオCD
• DVD-Audio
 詳細は接続する機器の取扱説明書を参照し
てください。

• HDMI端子から入力された音声信号でマルチ
チャンネルPCMおよびサンプリング周波数
64kHz以上の信号はDIGITAL OUT端子から
出力されません。

• HDMI信号は、使用するケーブルの品質に
よってノイズの影響を受けることがありま
す。

HDMI 対応機器の接続

HDMI 端子

本機にはHDMI入力端子が4系統、HDMI 出力端子が2系統あります。この端子はBlu-ray Discプレーヤー
やその他のソースから直接ディスプレイ機器にデジタル映像および音声信号を送ります。そのためアナロ
グ変換による信号の劣化を最小限に抑えることができるので、高品質の映像をお楽しみいただけます。

ご注意

• HDCP*に対応していないモニター機器にHDMI 出力を接続しても信号は出力されません。HDMIの
映像を見るには、HDCPに対応した機器に接続してください。

• HDMI端子の詳細については、本機に接続するTVまたはディスプレイ機器の取扱説明書を参照して
ください。

* HDCP: 高帯域デジタルコンテンツ・プロテクション

VIDEOVIDEOCOMPONENT VIDEOCOMPONENT VIDEO

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

RS-232CRS-232C

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CD/CDRCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ OUTOUT

LL

RR

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

AC INAC IN

MODEL NO. SR6004MODEL NO. SR6004

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2 OUTOUT((VCRVCR))IN 3IN 3((VCRVCR))
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT IN 1IN 1((BDBD))

MONITOR OUTMONITOR OUTIN 4IN 4((DSSDSS))IN 2IN 2((DVDDVD))

IN 3IN 3((VCRVCR))IN 2IN 2((DVDDVD))IN 1IN 1((BDBD)) OUTOUT

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

SWITCHEDSWITCHED
1A 100W1A 100W

UNSWITCHEDUNSWITCHED
1.5A 150W1.5A 150W

AC OUTLETSAC OUTLETS
100V     50/60Hz100V     50/60Hz

IN 1IN 1((BDBD)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2

HDMI OUTPUT

HDMI INPUT

HDMI INPUT HDMI OUTPUT

Blu-ray Disc
プレーヤー ビデオプロジェクター 衛星放送チューナーモニター

• 本機はHDMIコントロールに対応していま
せん。しかし、本機をHDMIコントロールに
対応した機器間に接続し、HDMIコントロー
ル信号をスルーして制御をおこなうことが
できます。（HDMIコントロールスルー）
 HDMI OUTPUT 2はHDMIコントロール
スルーに対応していません。HDMIコン
トロールスルーを使用する場合は、HDMI 
OUTPUT1を使用してください。なお、HDMI
入力はすべてHDMIコントロールスルーに
対応しています。
 HDMIコントロールとは、HDMI規格で定
められているCEC（Consumer Electronics 
Control）を用いた機器間相互制御の機能で
す。HDMIケーブルでつなぐことにより、機
器間で連動した操作をおこなうことができ
ます。
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アンテナの接続

付属アンテナの接続

FM／AM放送を聴くときはアンテナを接続してください。付属のアンテナは室内でご使用ください。

FMFM
((7575ΩΩ)) GNDGND AMAM

黒線 白線

AMループアンテナの組み立て

AMループアンテナの接続

ループの底にあるフックを台座部分の溝に入れて
ください

レバーを押す 線を挿し込む レバーを放す

ご注意

• 付属のFMアンテナを使用する際アンテナ線を伸ばし、最もクリアに受信できる位置に固定してくだ
さい。

• 付属のAMアンテナを使用する際アンテナ線を本機、テレビや電源コードからなるべく遠ざけて、最
もクリアに受信できる方向に向けてください。

屋外アンテナの接続

受信状態が良くない地域では、屋外アンテナ（別売り）を設置することをお勧めします。
アンテナを設置するときは雑音源（ネオンサイン、交通量の多い道路、送電線、変圧器など）から離してく
ださい。

FMFM
((7575ΩΩ)) GNDGND AMAM

FM外部アンテナ

AMループ
アンテナ

AM外部アンテナ
（窓際または屋外）

アース

黒線 白線 5～10mビニル線

ご注意

• AM屋外アンテナを使用するときも、AMループアンテナは取り外さないでください

• 付属のFMアンテナは接続しないでください

• 本機のGND端子は安全用アースではありません。

電源コードの接続

 1. 付属の電源コードを本機の後面のAC IN端子
に差し込んでください。

AC IN端子

 2. 電源プラグをコンセントに差し込んでくだ
さい。
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アンプ操作

電源を入れる

 1. 視聴したい AV機器（DVDプレーヤーなど）の
電源を入れます。

 2. 本機の POWER ON/STANDBYボタンを押し
ます。ボタンを押すたびにオンとスタンバ
イに切り替わります。

  リモコンで操作するには、AMPボタンを押し
たあとで ONまたは STANDBYボタンを押し
てください。

入力ソースの選択

例：DVDを再生する

（本機で操作する場合）
INPUT SELECTORつまみを回してDVDを選択しま
す。

（リモコンで操作する場合）
リモコンの DVDボタンを 2回続けて押します。

• 入力ソースが変わるとフロントパネルの表示部
およびモニター画面に入力ソース名が表示され
ます。

• ファンクションリネーム機能を使用している場
合は設定した名前が表示されます。（24ページ
参照）

• 入力ソースが変わると、ソースに応じてサラウ
ンドモードなどの設定が前回メモリーされた内
容に変わります。

• チューナー（FMまたはAM）を選択したときは、
直前に選択されていた映像が引き続き出力され
ます。

音量を調整する

フロントパネルの VOLUMEつまみ、またはリモコ
ンの VOLUME ＋ / －ボタンで、お好みの音量に調
節します。

音量を上げるには、VOLUMEつまみを右に回すか、
リモコンの VOLUME ＋ボタンを押します。
音量を下げるには、VOLUMEつまみを左に回すか、
リモコンの VOLUME －ボタンを押します。

ご注意

• 音量は－∞と-71から＋18 dBの範囲で1 dB
単位で調整できます。

• CHANNEL LEVEL設定でチャンネルのレベ
ルを＋ 1 dB以上に設定した場合、最大音量
は+18 dBより小さくなります。（31ページ
参照）

• 本機の電源を切っても音量は記憶されてい
ますが、+9dB以上に設定されていた場合、次
回の電源オン時には+8dBに設定されます。

トーンを調整する

お好みや部屋の音響に合わせて低音域（BASS）と高
音域（TREBLE）を調整することができます。
1dBステップで +/-6dB まで調整できます。

リモコンの AMPボタンを押します。
低音域を調整するには BASS+または BASS-ボタ
ンを押します。
高音域を調整するには TREBLE+または TREBLE-
ボタンを押します。

ご注意 

トーンコントロール機能は、以下のモードで
はご使用できません。

• ソースダイレクト、ピュアダイレクトモード
および7.1chインプットモード

• Dolby Virtual SpeakerモードおよびDolby 
Headphone使用時

• Dolby TrueHD 192 kHzおよび176.4/192kHz 
PCM再生中

• アコースティ ックイコライザーまたは
M-DAX使用時

一時的に消音（ミュート）する

電話がかかってきたときなどに、一時的にスピー
カーからの音声を消すことができます。

 1. リモコンの MUTEボタンを押すと、本機
のディスプレイおよびモニターテレビに
“MUTE”と表示され、スピーカーから音が出
なくなります。録音出力が途切れることは
ありません。

 2. 再度リモコンのMUTEまたはVOLUME ＋/－
ボタンを押すとミュートは解除されます。

チューナー（FM／AM）を聴く

チューナー機能の操作をリモコンでおこなう場合
は、リモコンをチューナーモードにしてから操作を
おこないます。

オートチューニング

1. 2.3.

1.

3.

2.

（本機で操作する場合）
 1. INPUT SELECTORつまみを回してチューナー
（FMまたはAM）を選択します。

 2. BANDボタンを押して聴きたいバンド（FMま
たはAM）を選択します。

 3. 3または 4ボタンを 1秒以上押し続けると、
オートチューニングモードになりスキャン
を開始します。

 4. 放送局を受信するとスキャンは停止して放
送を聴くことができます。スキャン中に3ま
たは 4ボタンを押すとスキャンは停止しま
す。
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本
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作

（リモコンで操作する場合）
 1. TUNEボタンを2回続けて押します。
 2. BANDボタンを押して聴きたいバンド（FMま

たはAM）を選択します。

 3. 3TUNEまたは4TUNEボタンを1秒以上押す
と、オートチューニングモードになりスキャ
ンを開始します。

 4. 放送局を受信するとスキャンが停止して放
送を聴くことができます。スキャン中に
3TUNEまたは4TUNEボタンを押すとスキャ
ンは停止します。

ご注意

受信状態が良くない場合、スキャンが停止し
ないことがあります。その場合はマニュアル
チューニングまたはダイレクトチューニング
をおこなってください。

マニュアルチューニング

1. 2.3.

1.

3.

2.

（本機で操作する場合）
 1. INPUT SELECTORつまみを回してチューナー
（FMまたはAM）を選択します。

 2. BANDボタンを押して聴きたいバンド（FMま
たはAM）を選択します。

 3. 3または 4ボタンを押して聴きたい放送局の
周波数に合わせます。

（リモコンで操作する場合）
 1. TUNEボタンを2回続けて押します。
 2. BANDボタンを押して聴きたいバンド（FMま

たはAM）を選択します。

 3. 3TUNEまたは4TUNEボタンを押して聴きた
い放送局の周波数に合わせます。

ダイレクトチューニング

聴きたい放送局の周波数がわかっている場合には、
周波数を直接入力することができます。

1.

2.

4.

3.

 1. TUNEボタンを2回続けて押します。
 2. BANDボタンを押して聴きたいバンド（FMま

たはAM）を選択します。

 3. F.DIRECTボタンを押すと本機のディスプレ
イに「FREQ---」と表示されます。

 4. 数字ボタンで聴きたい放送局の周波数を入
力します。

 5. 入力した周波数が選局されます。

FM受信モードを切り替える

通常は FMオートステレオモードで使用しますが、
受信状態が良くない放送局では雑音が目立つこと
があります。
その場合にはFMモノモードに切り替えると雑音が
軽減され聴きやすくなります。

 1. T -MODEボタンを押すとディスプレイの
AUTOインジケーターが消灯しモノモードに
なります。

 2. もう一度T-MODEボタンを押すとAUTOイン
ジケーターが点灯しオートステレオモード
になります。

基本操作
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基本操作

リモコンで本機を操作する

付属リモコンを使って本機を操作するには、AMPボタンまたは TUNEボタンを押してください。アンプおよびチューナーの詳細については以下を参照してください。

チューナーモードアンプモード

SOURCE ON/OFF 本機の電源オン／スタンバイ
STANDBY 本機の電源をスタンバイ
POWER ON 本機の電源をオン
HDMI HDMI 出力 1／2切り替え
ZONE A/B ゾーンAまたはBをオン／オフ切り替え
Z.SPKR ゾーンスピーカーAをオン／オフ切り替え
A/D HDMI／デジタル／アナログ入力の切り替え
ATT アナログ入力のレベルを減衰
SPKR A/B フロントスピーカーシステムのA／B切り替え
7.1 7.1CH INPUTのオン／オフ切り替え
SOURCE ソース機器を選択
AMP リモコンをアンプモードに設定
INPUT 3 / 4 本機の入力セレクターを切り替え
DISPLAY フロントパネルのディスプレイモード切り替え
MUTE 一時的にミュート（消音）
SURR サラウンドモードの切り替え
VOLUME+/‒ 音量の調整
TOP セットアップメニュー表示中にトップに戻る
INFO 現在の設定をモニター画面に表示
カーソル セットアップメニュー表示中にカーソル移動
ENTER セットアップメニュー表示中に設定の確認
MENU セットアップメニューを表示
EXIT セットアップメニューを終了
MACRO マクロモードを選択
AUTO（1） オートサラウンドモードを選択
STEREO（2） ステレオモードを選択
P.DIRECT（3） ソースダイレクト／ピュアダイレクトモード切り替え
SLEEP（4） スリープタイマーの設定／解除
M-DAX（5） M-DAXモードの切り替え
EQ（6） EQモードの切り替え
LIP SYNC（7） リップシンクの時間設定
NIGHT（8） ナイトモードのオン／オフ
D.EQ/VOL（9） Audyssey Dynamic EQ/Dynamic Volume モードを選択
T.TONE（CLR） テストトーンメニューを開始
CH SEL（0） スピーカーレベルまたは 7.1ch レベルの調整
V.OFF（+10） モニター画面の映像をオン／オフ
TV POWER モニターテレビの電源オン／オフ
TV INPUT モニターテレビの入力切り替え
TREBLE‒/+ 高音域の調整
BASS‒/+ 低音域の調整

HDMI アンプモードの機能が有効
ZONE A/B アンプモードの機能が有効
Z.SPKR アンプモードの機能が有効
A/D アンプモードの機能が有効
ATT アンプモードの機能が有効
SPKR A/B アンプモードの機能が有効
7.1 アンプモードの機能が有効
SOURCE アンプモードの機能が有効
AMP アンプモードの機能が有効
INPUT 3 / 4 アンプモードの機能が有効
DISPLAY アンプモードの機能が有効
MUTE アンプモードの機能が有効
SURR アンプモードの機能が有効
VOLUME+/‒ アンプモードの機能が有効
INFO プリセットメモリーされた情報をリスト表示
TUNE 3 / 4 受信周波数を調整
PRESET + 2/‒ 1 プリセットメモリーされた放送局を選択
EXIT/MEMO プリセットメモリーの登録
T.MODE FMオートステレオ／モノを切り替え
P.SCAN プリセットスキャンを開始
BAND 受信バンド（FM／AM）切り替え
F.DIRECT 受信周波数を数字キーで入力
0-9 周波数やメモリーチャンネルを入力
CLR 入力を取り消し
TV POWER テレビの電源オン／オフ
TV INPUT テレビの入力切り替え
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応用接続
USBメディア /iPodの接続

本機にUSBメディアや iPod を接続します。

iPod付属ケーブル

USBメディアを使用す
るときは45ページを
参照してください。

iPodを使用するときは
48ページを参照して
ください。

アドバイス

なるべく本機の電源を切ってからUSBメディアや iPod を取り外
してください。
電源が入っているときに USB メディアや iPod を外すと、デー
タが失われたり、USB メディアや iPod が損傷することがありま
す。

ご注意

USB 延長用ケーブルはご使用にならないでください。

ワイヤレスレシーバーRX101との接続

本機のM-XPort（Marantz-eXtension Port）端子に付属のワイヤレス
レシーバーRX101 を接続することができます。

• 設置や操作方法については、RX101に付属している取扱説明書を
お読みください。

PRE OUTPRE OUT

IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN

OUT
REMREMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

SLSL CCLL SBLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBRSBR/HR

GNDGND AAM

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

MM--XPortXPort

RX101

Bluetooth搭載機器

スピーカーCを使用した接続例（バイアンプ接続）

2 組の入力（高音用 & 低音用）があるスピーカーに、バイアンプ接続
ができます。
これは低音用と高音用のユニットを別々のチャンネルのアンプでドラ
イブできることを意味しています。
従来のAVアンプでは難しかった低能率のスピーカーもバイアンプド
ライブで、より高音質が楽しめます。
接続は図を参照してください。リアパネルの SPEAKER C 切り替え
スイッチをONにします。

ご注意

• 接続を間違えると本機の保護回路がはたらきスタンバイ状態に
なります（スタンバイインジケーターが点滅します）。このよう
な状態になったときはスピーカーと本機の接続を再確認してく
ださい。
• SPEAKER Cセレクタースイッチの設定を変える前に本機の電
源を切ってください。
• スピーカーはバイアンプ対応のスピーカーをご使用ください。
• 接続する際、スピーカーのショートバーは必ず外してください。

CCOMPONENT VIDEO

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

PPBB/CB

PPRR/CR

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CD/CDRCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ OUTOUT

LL

RR

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

ACAC IN

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

SWITCSWITCHED
1A 11A 100W

UNSWIUNSWITCHED
1.5A 1.5A 150W

AC OUAC OUTLETS
100V     100V     50/60Hz

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUNDFRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

ONONOFFOFF

SPEAKER CSPEAKER C

ONONOFFOFF

SPEAKER CSPEAKER C

Rスピーカー Lスピーカー

ご注意

サラウンドバックスピーカーを使用しない場合、本機のサラウ
ンドバックスピーカー端子をゾーン Aスピーカー端子またはス
ピーカーC端子として使用できます。
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マルチチャンネルオーディオ機器との接続

7.1CH 音声入力端子は、スーパーオーディオCDマルチチャンネルプレーヤー、DVDオーディオプレーヤー
または外付けのデコーダーのようなマルチチャンネルオーディオソース用の端子です。
これらの端子を使用する場合には、7.1 CH INPUTに切り替え、セットアップメニューを使用して、7.1 CH
入力レベルを設定してください。（24、40ページ参照）

COMPONENCOMPONENT VIDEO

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CD/CDRCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ OUTOUT

LL

RR

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

AC INAC IN

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT IIN 2(DVD)IN 1IN 1((BDBD))

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

SWITCHEDSWITCHED
1A 100W1A 100W

UNSWITCHEDUNSWITCHED
1.5A 150W1.5A 150W

AC OUTLETSAC OUTLETS
100V     50/60Hz100V     50/60Hz

7.1CH INPUT7.1CH INPUT

SBLSBLSLSL CC

SBRSBRSRSR SWSW

LL

RR

LL

RR

LR LR

L

R
FRONT SURR. SURR.

BACK
SUB

WOOFER

CENTER

R L R L R L

LR

DVDオーディオプ
レーヤー
または

スーパーオーディ
オCD

マルチチャンネル
プレーヤー

応用接続

パワーアンプとの接続

パワーアンプ単体をシステムに追加することで、さらにホームシアターの臨場感を高めることができます。
プリアンプ音声出力端子をパワーアンプと接続し、それぞれのスピーカーと、それに対応するパワーアン
プを接続してください。

ご注意

本機の Surround BACKプリアウト端子は、FRONT HEIGHT および ZONE SPEAKER A と兼用になっ
ています。これらの端子からはいずれかの音声が出力されますのでご注意ください。

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TV

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININ

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OOUT 1
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT

RR RRRR LL LLLLRR

SURRSURROUNDSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

PRE OUTPRE OUT

SLSL CCLL

RR SRSR SWSW

SBL/HLSBL/HL

SBR/HRSBR/HR

L

R
FRONT SURR. SURR.

BACK

CENTER

RL

R L R L R L

RL RL

8CH POWER AMPLIFIER MM80038CH POWER AMPLIFIER MM8003

POWER ON/OFFPOWER ON/OFF

STANDBYSTANDBY

パワー
アンプ

センタ－フロントL フロントR

サラウンド
 L

 サラウンド 
  R       

サラウンド
バックL

サラウンド
バックR

パワード
（アンプ内蔵）
サブウーファー
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マルチゾーン接続

図のようにマランツ製などのアンプと組み合わせることによって別室にて本機に接続された再生機器を使って音楽や映画鑑賞をすることができます。

応用接続

VIDEOVIDEOCOMPONENT VIDEOCOMPONENT VIDEO

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

RS-232CRS-232C

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CD/CDRCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ OUTOUT

LL

RR

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

AC INAC IN

MODEL NO. SR6004MODEL NO. SR6004

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2 OUTOUT((VCRVCR))IN 3IN 3((VCRVCR))
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT IN 1IN 1((BDBD))

MONITOR OUTMONITOR OUTIN 4IN 4((DSSDSS))IN 2IN 2((DVDDVD))

IN 3IN 3((VCRVCR))IN 2IN 2((DVDDVD))IN 1IN 1((BDBD)) OUTOUT

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

SWITCHEDSWITCHED
1A 100W1A 100W

UNSWITCHEDUNSWITCHED
1.5A 150W1.5A 150W

AC OUTLETSAC OUTLETS
100V     50/60Hz100V     50/60Hz

RR LL

SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

ZONE AZONE A

OUTOUT

REC/ZONE BREC/ZONE B
OUTOUT

COMPONENT VIDEOCOMPONENT VIDEO

ININ

OUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

OUTOUT

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

L

R

INPUT

OPT IN

RC OUT

Y PB / CB PR / CR

COMPONENT 
VIDEO IN

L

R

R L

Rスピーカー Lスピーカー

ゾーンRスピーカーゾーンLスピーカー

メインアンプ
（ゾーン用）

ゾーンB

ES7001

TV

（ゾーンスピーカーA）

IRレシーバー

ゾーンA

ご注意

• ゾーンAではHDMIおよびデジタル入力（光
および同軸）のソースを使用することはでき
ません。 ゾーンBではデジタル入力（光およ
び同軸）のソースのみ使用することができま
す。 サラウンドバック、フロントハイトまた
はスピーカーC（バイアンプ）を使用している
場合にはゾーンスピーカーAを使用するこ
とはできません。

• ゾーンスピーカーAを使用している場合に
は、サラウンドバック、フロントハイトおよ
びスピーカーC（バイアンプ）を使用すること
はできません。
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応
用
接
続

リモートコントロールの接続

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CDCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUNDSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

ININ

OUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

REMOTE 
CONTROL

REMOTE 
CONTROL

REMOTE 
CONTROL

IN

OUT

IN

OUT

IN

OUT

EXTERNAL INTERNAL EXTERNAL INTERNAL EXTERNAL INTERNAL

1

RC OUT

2

DVDプレーヤーCDレコーダー CDプレーヤー

IRレシーバー

その他の接続

VIDEOVIDEOCOMPONENT VIDEOCOMPONENT VIDEO

ANALOG AUDIOANALOG AUDIO7.1CH INPUT7.1CH INPUT

PRE OUTPRE OUT

RS-232CRS-232C

PPBB//CCBB

PPRR//CCRR

YY

IN 1IN 1((BDBD))IN 5IN 5IN 4IN 4IN 3IN 3IN 2IN 2IN 1IN 1 IN 2IN 2((DVDDVD))

FMFM((7575ΩΩ))
ANTENNAANTENNA

VCRVCRDVDDVDBDBDSBLSBLSLSLININ

ONONOFFOFF

FLASHER INFLASHER IN CC ZONE AZONE A DSSDSS TVTV CD/CDRCD/CDR

OUTOUTININININININSBRSBRSRSR

LL

RR SWSWOUTOUT
REMOTE CONT.REMOTE CONT.

DCDC
OUTOUT

OUTOUT ININININININ OUTOUT

LL

RR

SLSL CCLL SBL/HLSBL/HL

RR SRSR SWSW SBR/HRSBR/HR

AC INAC IN

MODEL NO. SR6004MODEL NO. SR6004

IN 3IN 3((VCRVCR)) IN 4IN 4((DSSDSS)) OUT 1OUT 1 OUT 2OUT 2 OUTOUT((VCRVCR))IN 3IN 3((VCRVCR))
REC/ZONE BREC/ZONE B

OUTOUT IN 1IN 1((BDBD))

MONITOR OUTMONITOR OUTIN 4IN 4((DSSDSS))IN 2IN 2((DVDDVD))

IN 3IN 3((VCRVCR))IN 2IN 2((DVDDVD))IN 1IN 1((BDBD)) OUTOUT

RR RRRR LL LL LLLLRR

SURROUNDSURROUND CENTERCENTERSURROUND BACKSURROUND BACK
SPEAKER CSPEAKER C

ZONE SPEAKER AZONE SPEAKER A
SPEAKER SYSTEMSSPEAKER SYSTEMS

GNDGND AMAM

FRONT BFRONT B/HEIGHT/HEIGHT FRONT AFRONT A

DIGITAL AUDIODIGITAL AUDIO

MM--XPortXPort

SPEAKER CSPEAKER C

SWITCHEDSWITCHED
1A 100W1A 100W

UNSWITCHEDUNSWITCHED
1.5A 150W1.5A 150W

AC OUTLETSAC OUTLETS
100V     50/60Hz100V     50/60Hz

FLASHER INFLASHER IN

DCDC
OUTOUT

RS-232CRS-232C

ds a

応用接続

q

他のマランツAV製品とリモートコントロール端子
を接続することにより、付属のリモコンでホームシ
アターシステムを集中コントロールできます。

• リモコン操作は本機に向けておこなってくださ
い。リモコンから送信された赤外線の信号は、
本機のリモートコントロール受光部で受光さ
れ、リモートコントロール端子を通して他の機
器に送られます。

• このリモートコントロール接続をおこなう
場合、本機と接続する機器の背面に装備され
ているリモートコントロールスイッチは、
EXTERNALまたはEXT. に設定してください。

• マランツ製のパワーアンプ（一部のモデルを除
く）をこれらの端子のいずれかに接続すると、パ
ワーアンプの電源スイッチは本機の電源スイッ
チと連動して作動します。

a RS232C 
外部コントロール機器と接続します。（接続の際は
ストレートケーブルを用います。また、メンテナン
ス用にも用います。）

s DC OUT（DC トリガー）
DC TRIGGER 出力（12V）を外部機器と接続するこ
とによって外部機器をコントロールします。
出力電流は最大 44mAです。

GND

+12V

w

本機のリモートコントロール端子に外付け赤外受
光部などを接続して操作する場合、必ず以下の手
順に従って本機の赤外受光部の動作を無効にして
ください。

 1. フロントパネルの SURROUND MODEボタン
とMENUボタンを同時に5秒間押し続けます。

 2. FLディスプレイにIR = ENABLEと表示されます。
 3. 1または 2カーソルを押してこれを IR = 

DISABLEに変更します。

 4. ENTERボタンを押します。この設定をおこ
なうと本機の赤外線受光部が無効になりま
す。

ご注意

外付け赤外受光部などが接続されていない場
合は、必ず「IR=ENABLE」に設定してくださ
い。「IR=DISABLE」に設定されていると、リ
モコンでの操作ができません。

 5. 元の設定に戻すには、手順 1から 4を繰り返
し、IR = ENABLEに設定してください。

d FLASHER IN
コントロールBOX等を接続することにより本機を
コントロールできます。

GND

信号
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すべての機器の接続が終了したあと、GUI メニュー
システムを用いて各種設定をおこなってください。

グラフィカル・ユーザー・インター
フェース（GUI）メニューシステム

本機にはGUI メニューシステムが搭載されていま
す。このシステムを、リモコンまたはフロントパネ
ルのカーソルボタン 3/4/1/2と ENTERボタンを
用いて様々な設定をおこないます。

ご注意

「システムセットアップ」はすべて GUI メ
ニューを見ながら設定をします。GUI メ
ニューシステムを見るためには、お手持ちの
TVまたはプロジェクターのビデオ入力を本機
のリアパネルのMONITOR OUT 端子に接続
してください。（12、13 ページ参照）

 1. リモコンのAMPボタンを押します。（本機で
セットアップメニューを操作する場合は、こ
の操作をする必要はありません。）

 2. リモコンのMENUボタンまたは本機のMENU
ボタンを押します。

  モニターに GUIメニューシステムの「Main 
Menu」が表示されます。

  Main Menuには6つの設定項目があります。

 3. カーソルボタン 3 /4で希望するサブメ
ニューを選択し、ENTERボタンを押します。
選択したサブメニューが表示されます。

アドバイス

• 設定した項目を安易に変更できなくするた
めに、ロック機能があります。

• ロック機能はMain Menuの1～6の各項目ご
とに設定することができます。

ロック機能の設定手順

 1. Main Menuを表示させてロックを設定した
い項目をカーソルボタン3/4で選択します。

 2. カーソルボタン 1/2を押して、（鍵）アイコ
ンがあらわれるようにします。

 3. すべての項目に対して設定が終わったら、
EXITボタンを押して終了します。

システムセットアップ

RC007SRボタンレイアウト 

EXITボタンMENUボタン

上ボタン

右ボタン

下ボタン

ENTERボタン

左ボタン

AMPボタン

TOPボタン

上ボタン

EXITボタン

右ボタン

ENTERボタン

下ボタン

MENUボタン

左ボタン

SR6004ボタンレイアウト 

アドバイス

• サブメニューの設定が終了したあと、カー
ソルボタン3 /4でカーソルを「RETURN」
に移動し、ENTERボタンを押してメイン
メニューに戻ります。

• 他のサブメニューへ進むには、一旦メイン
メニューに戻るか、もしくはEXITで終了
させ、再度GUIメニューシステムを起動さ
せてください。

• リモコンのTOPボタンを押すと、セット
アップの設定の途中でメインメニューの
トップ画面に戻ります。

Main Menu

Input Setup

Speaker Setup

Surround Setup

Video Setup

Preference

Acoustic EQ

: Up / Down : Lock / Unlock Enter : Select Exit : Exit

Input Setup

Function Input Setup

7.1ch Input Setup

Function Rename

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

Speaker Setup

Auto Setup

Manual Setup

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

 

: Off

: 0dB

: Off

Surround Setup

Channel Level

PL  x Music Parameter

CS    Parameter

NEO: 6 Parameter

HT-EQ

LFE Level

M-DAX

Return

Video Setup

Video Convert

OSD Information

HDMI Output

HDMI Output Resolution

Component Output

Component I / P Convert

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

 

: Enable

: Output1

: Auto

: Main Zone

: Disable

Preference

Zone A Setup

Zone B Setup

DC Trigger Setup

Optical Output

Standby Mode

Audio

HDMI Audio

HDMI Lip Sync

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

: Rec

: Normal

: Main

: Enable

: Disable

Acoustic EQ

EQ. Mode

Adjust User EQ

Check Audyssey MultEQ

Audyssey Dynamic EQ            : Off

Audyssey Dynamic EQ Adj.    : 0dB

Audyssey Dynamic Volume    : Off

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

: Off

メインメニュー

“3. Surround Setup” (P. 31)

“4. Video Setup” (P. 33)

“5. Preference” (P. 34)

“6. Acoustic EQ” (P. 36)

“1. Input Setup” (P. 23)

“2. Speaker Setup” (P. 25)
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1  INPUT SETUP

接続するオーディオ／ビデオ機器の出力と本機の各
入力端子の関係を設定します。

• Function Input Setup：
 「1-1 FUNCTION INPUT SETUP」
 （23ページ参照）

• 7.1 ch Input Setup：
 「1-2 7.1 CH INPUT SETUP」（24ページ参照）

• Function Rename：
 「1-3 FUNCTION RENAME」（24ページ参照）

 1. Main Menuからカーソルボタン3/4で「Input 
Setup」を選択し、ENTERボタンを押します。

 2. カーソルボタン 3 /4で設定するサブメ
ニューを選択し、ENTERボタンを押します。

システムセットアップ

Input Setup

Function Input Setup

7.1ch Input Setup

Function Rename

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

Function Rename

Function : BLU-RAY

Rename :B L U - R A Y

A

N

a

n

0

$

;

D

Q

d

q

3

'

>

E

R

e

r

4

(

?

F

S

f

s

5

)

@

G

T

g

t

6

*

[

H

U

h

u

7

+

]

I

V

i

v

8

.

^

J

W

j

w

9

-

_

K

X

k

x

!

.

{

L

Y

I

y

"

/

|

M

Z

m

z

#

:

}

C

P

c

p

2

&

=

Space Backspace Default

Return

B

O

b

o

1

%

<

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

7.1ch Input Setup

Video-in

Front Left

Center

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

 

: Last

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

1-1  FUNCTION INPUT SETUP

FUNCTION INPUT SETUPでは、本機のデジタ
ル入力（Digital）、HDMI 入力（HDMI）、コンポーネ
ントビデオ入力（Comp.）、ビデオ／S- ビデオ入力
（Video）の各入力端子を本機の各 Function に自由
に割り当てることができます。
また Function のMode 設定では、各入力に対し
て優先順位を設定することができます。

 1. Function Input Setupメニューからカーソル
ボタン 3/4で「FUNC INPUT SETUP」を選択
し、ENTERボタンを押します。

Function Input Setup

Function

BLU-RAY

DVD

VCR

DSS

TV

CD/CDR

AUX

M-XPort

Return

Mode

Auto

Auto

Auto

Auto

Auto

Auto

Auto

*

Digital

-

1

5

3

4

2

Front

*

HDMI

1

2

3

4

-

-

-

*

Comp.

1

2

3

-

-

-

-

-

: Up / Down : Enter : Return Exit : Exit

Video

1

2

3

4

Last

(Front)

Last

Last

 2. カーソルボタン 3/4/1/2で変更したい設定
項目を選択します。

Mode（モード）

Auto:
入力信号を自動的に検出する場合は「Auto」を選択
します。
HDMI入力→デジタル入力→アナログ入力の順番に
入力信号の検出がおこなわれます。
初期設定はAuto に設定されています。

HDMI:
HDMI 信号のみを使用する場合は「HDMI」を選択し
ます。

Digital:
デジタル信号のみを使用する場合は「Digital」を選択
します。

Analog:
アナログ信号のみを使用する場合は「Analog」を選
択します。

Digital
希望するファンクションに 1～ 5までと F（フロン
ト）デジタル入力を割り当てることができます。
デジタル入力端子の番号を割り当てます。

HDMI
HDMI 入力端子 1～ 4の番号を割り当てます。

ご注意

HDMI Audio が Through（スルー）に設定され
ていると、本機から音声を出力することはで
きません。（34 ページ参照）

Comp.
COMPONENT VIDEO入力端子の番号1～ 3を割
り当てます。

Video
コンポジットビデオの入力端子 1～ 4を割り当て
ます。

ご注意

• ビデオ入力（Video）は同じ番号を別々のファ
ンクションに割り当てることができます。

• ビデオ入力（Video）はLastに設定すると直前
に選択していたファンクションのビデオ信
号が出力されます。

• AUXのビデオ入力はフロントパネル上の入
力端子が固定になっているため、他の入力端
子を割り当てることはできません。

 3. ENTERボタンを押します。
 4. カーソルボタン1/2でそれぞれのモード設定

と入力端子を選択します。

 5. ENTERボタンを押します。
 6. 手順2.から5.までを繰り返して、各項目を設

定します。

ご注意

• 割り当ての番号はリアパネルの入力端子番
号です。番号をよく確認してください。

• 音声や映像が出力されない場合、入力端子番
号を再確認してください。
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1-2  7.1 CH INPUT SETUP

ここでは、7.1ch 入力ソース（7.1 CH IN 端子）のス
ピーカーレベルなどを設定します。
リスナーがすべてのスピーカーを同じレベルで聴け
るように各スピーカーの音量を設定します。

 1. Input Setupメニューから カーソルボタン
3/4で「7.1 ch Input Setup」を選択し、ENTER
ボタンを押します。

7.1ch Input Setup

Video-in

Front Left

Center

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

 

: Last

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 2. カーソルボタン3/4で「Video-in」を選択しま
す。

 3. カーソルボタン1/2で、MONITOR OUT 端子
から再生する映像入力ソースを選択します。

  入力ソースはカーソルボタン1/2で次の順で
切り替えることができます。

  Last ↔ BLU-RAY ↔ DVD ↔ VCR ↔ DSS ↔ 
TV ↔ CD/CDR ↔ AUX ↔ M-XPort ↔ Video-
off ↔ Last ...

ご注意

• 「Last」を選択すると、7.1 ch入力モードが設
定される前に選択されていたビデオソース
が出力されます。

• 「Video-off」を選択すると、MONITOR OUT
端子から映像は出力されません。（GUIメ
ニューは出力されます）。

 4. カーソルボタン 3 /4で音量を調整したい
チャンネルを選択します。

 5. カーソルボタン1/2で各チャンネルの音量を
調整します。（各スピーカーからの音量を同
一にします。）

 6. カーソルボタン 3 /4 /1 /2でカーソルを
「Return」に移動し、ENTERボタンを押して
Input Setupメニューに戻ります。

ご注意

各スピーカーのレベルは－ 12 ～＋ 12dB の
0.5dB ステップで、サブウーファーは－ 18 ～
＋ 12dB の 0.5dB ステップで設定できます。

システムセットアップ

1-3 FUNCTION RENAME

入力ファンクション名を任意の名前に変えることが
できます。
登録可能な最大文字数はスペースも含め10文字ま
でです。（文字はこのGUI メニューシステムに表示
される文字から選びます）登録したファンクション
名は本機表示部とOSDインフォメーションに表示
されます。
ただし、GUI メニューシステム内の項目には反映さ
れません。

 1. Input Setupメニューから、カーソルボタン
3/4で「Function Rename」を選択し、ENTER
ボタンを押します。

Function Rename

Function : BLU-RAY

Rename :B L U - R A Y

A
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*
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C

P
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: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 2. カーソルボタン 3/4で「Function」部を選択
します。

 3. カーソルボタン1/2で入力ソースを選択しま
す。

 4. カーソルボタン3/4で「Rename」部を選択し
ます。

 5. カーソルボタン1/2で変更する位置へ移動し
ます。（1文字目から10文字目の間）

 6. カーソルボタン 4でキャラクタ部「A」に移動
します。（必ず最初は「A」に移動します。）

 7. カーソルボタン 3/4/1/2でキャラクタを選
択します。

 8. ENTERボタンを押して確定します。
 9. 手順5.から8.までを繰り返して、名前を入力

します。

Backspace:
Rename 部の現在の位置を左に移動して 1文字を
消します。

Default:
Rename 部の名前を Function 部の名前と同じにも
どします。

Space:
Rename 部の現在の位置を空白にします。

 10. カーソルボタン 3 /4 /1 /2で「Return」に移
動し、ENTERボタンを押して Input Setupメ
ニューに戻ります。

ご注意

すべてのリネーム文字をスペース（空白）にす
ることはできません。
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2  SPEAKER SETUP

本機を設置し、機器をすべて接続し、スピーカー
の配置を決定したら、次に Speaker Setup メ
ニューで室内環境とスピーカー配置に最適な値を
設定します。

• Auto Setup:
 「2-1 AUTO SETUP（Audyssey MultEQ®）」
（25ページ参照）

• Manual Setup:
 「2-2 MANUAL SETUP」（29ページ参照）

 1. Ma in Menuからカーソルボタン 3 /4で
「Speaker Setup」を選択し、ENTERボタンを
押します。

 2. カーソルボタン 3 /4で設定したいメニュー
を選択してENTERボタンを押します。

 3. 各設定が終了したあと、カーソルボタン
3/4/1/2で「Return」を選択し、ENTERボタン
を押してサブメニュー（Speaker Setup）に戻
ります。

システムセットアップ

Speaker Setup

Auto Setup

Manual Setup

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

Audyssey MultEQ Setup

StartManual Setup

Front Height

Surround Back

Return

: Up / Down : Enter : OK Exit : Exit

 

: Yes

: 2ch

Audyssey MultEQ Setup

Cancel

Speaker Check : - -

1st Mic Position

Now Analyzing!!

: : Enter : OK Exit : Exit

Audyssey MultEQ Setup

Start

Check

Calculate

Speaker Check : OK

2nd Mic Position

: Up / Down : Enter : OK Exit : Exit

Audyssey MultEQ Setup

Cancel

Now Analyzing!!

: : Enter : OK Exit : Exit

Audyssey MultEQ Setup

         -------------- 

Now Calculating!

: : Enter : Exit :

Check Result

Speakers Config

Speakers Size

Speakers Distance

Channel Level

Crossover Frequency

Store

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

Manual Setup

Speakers Size

Speakers Distance

Speakers Level

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

Speakers Size

Subwoofer

Front

Front Height

Center

Surround

Surround Back

Surround Back Size

LPF / HPF

Bass Mix

Return

 

: Yes

: Small

: Small

: Small

: Small

: 2ch

: Small

: 80Hz

: * * *

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

Speakers Distance

Unit

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

 

: Meters

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

Speakers Level

Test ModeFront Left

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

 

: Manual

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

☞ P. 26

2-1  AUTO SETUP
（Audyssey MultEQ®）

Audyssey MultEQ によるオートセットアップで
は、リスニング環境の音響上の問題が自動測定さ
れ、最良の音響体験を生み出す設定に最適化され
ます。

Audyssey MultEQ は、スピーカーから出力され
る音の影響によって発生する室内における周波数
特性の不調和を除去します。これにより、カラレー
ションが発生することなく、特定の位置だけでなく
広いリスニングエリア全体で、意図したとおりの音
質が再生されます。
Audyssey MultEQ では、室内の最大 6ヶ所のリ
スニングポイントを測定し、スピーカーの有無を
検出して、スピーカーサイズ、チャンネルレベル、
距離、および最適なクロスオーバー周波数設定を
自動計算します。

☞ P. 29
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オートセットアップの操作のしかた
測定中はGUI メニュー画面に現在の状態が表示さ
れるのでモニター機器の電源を入れてください。

 1. 付属のマイクを本機のMICジャックに接続し
ます。

 2. マイクをメインリスニングポイントに設置
します。

ご注意

• 測定はメインリスニングポイントの近くで、
最大6ヶ所でおこなうことができます。

 最初の測定はメインリスニングポイントに
マイクを設置して測定をおこなってくださ
い。

• 測定するすべてのリスニングポイントに対し
て、マイクを天井にまっすぐ向けた状態で、
スタンドや三脚を使用してマイクをリスニ
ング時の耳の高さに合わせて設置してくださ
い。

• スピーカーとマイクの間に障害物を置かな
いようにしてください。 

• アンプ内蔵のサブウーファーを使用する場
合はボリュームを中央に設定し、クロスオー
バー周波数をオフまたは一番高い周波数に
設定してください。

• 測定中は、マイクとスピーカーの間に立たな
いでください。室内はできるだけ静かにし
てください。暗騒音が室内測定に影響を与
える場合があります。窓を閉め、各種装置（携
帯電話、テレビ、ラジオ、エアコン、蛍光灯、電
化製品、調光器など）の電源を切ってくださ
い。
 測定時は、携帯電話をすべてのオーディオ
電子機器から離れた場所に置いてくださ
い。携帯電話は、不使用時でも無線周波妨害
（RFI）により測定に影響を与える場合があり
ます。 
 オートセットアップは、フロントパネルではな
くリモコンで操作することをお勧めします。

• 各チャンネルから再生されるテストトーン
の音量は、リスニング環境の周辺雑音を上回
り、最適なS/N比が得られるまで大きくなり
ます。

 3. Main Menuで「Speaker Setup」を選択し、
カーソルボタン3/4で「Auto Setup」を選択
し、ENTERボタン押してスタート画面を表示
させます。

 4. 使用しているサラウンドバックスピーカー
のチャンネル数およびハイトスピーカーの
有無を選択します。ご使用になられるスピー
カーシステムの構成が 5.1チャンネルの場合
はどちらも「No」（サラウンドバックスピー
カー、ハイトスピーカーなし）を選択します。 

  スピーカー Cまたは、ゾーンスピーカー Aを
ご使用の場合はどちらも「No」に設定します。
（18、34ページ参照）

  カーソルボタン 3 /4で「Star t」を選択し、
ENTERボタンを押して測定を開始させます。

Audyssey MultEQ Setup

StartManual Setup

Front Height

Surround Back

Return

: Up / Down : Enter : OK Exit : Exit

 

: Yes

: 2ch

 5. メインリスニングポイントとは、リスニング
環境内でリスナーが主に座る、最も重要な
ポイントです。MultEQでは、このポイント
からの測定値を使用して、スピーカーの距
離、チャンネルレベル、極性、およびサブウー
ファーの最適なクロスオーバー値を計算し
ます。

Audyssey MultEQ Setup

Cancel

Speaker Check : - -

1st Mic Position

Now Analyzing!!

: : Enter : OK Exit : Exit

ご注意

Speaker Check は接続されているスピーカーを
検出します。
スピーカーが接続されていなければそれを検
出して次のチャンネルへ進みます。

 6. 1ポイント目のチェックが終わると次のよう
なGUI画面が表示がされます。

Audyssey MultEQ Setup

Start

Check

Calculate

Speaker Check : OK

2nd Mic Position

: Up / Down : Enter : OK Exit : Exit

  ここでチェックの結果を見る場合はカーソ
ルボタン3/4で「Check」を選択し、ENTERボ
タンを押してチェック結果を表示させます。

システムセットアップ

Speakers Configuration

Check Speaker Results

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back

Surround Left

Subwoofer

Return

: : Enter : Return Exit : Exit

 

: Yes

: No

: No

: No

: Yes

: Yes

: No

: Yes

: Yes

  エラーメッセージが表示された場合はその
項目について適切な処理をおこなってから
再測定をしてください。

  （エラーメッセージは、「エラーメッセージに
ついて」28ページを参照してください。）

  チェック結果の確認が終わったら、カーソ
ルボタン 3 /4を押して「Return」を選択し、
ENTERボタンを押して下記のGUI画面に戻し
てください。

  このとき、EXITボタンを押しオートセット
アップを終了させることもできます。

ご注意

オートセットアップは、ピュアダイレクト、
ソースダイレクトまたは 7.1 チャンネル入力
モードでは無効になります。

 7. 2ポイント目のリスニングポジションにマイ
クを移動させてからカーソルボタン 3 /4を
押して「Start」を選択しENTERボタン押して2
ポイント目の測定をおこないます。

  このときに「Calculate」を選択してENTERボタ
ンを押すと、 2ポイント目の測定をキャンセ
ルして測定結果の解析をおこなうことができ
ます。

Audyssey MultEQ Setup

Start

Check

Calculate

Speaker Check : OK

2nd Mic Position

: Up / Down : Enter : OK Exit : Exit
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 8. 7.の操作を繰り返してメインポジションと
その周囲をあわせて 6ヶ所の測定をおこない
ます。

  すべての測定が終わると次のGUI画面が出力
されます。

Audyssey MultEQ Setup

Calculate

: : Enter : OK Exit : Exit

Speaker Check : OK

  カーソルボタン3/4を押して「Calculate」を
選択し ENTERボタン押し測定結果の解析を
おこないます。

  解析中は次のような GUI画面が表示されま
す。

Audyssey MultEQ Setup

         -------------- 

Now Calculating!

: : Enter : Exit :

ご注意

• 解析時間は接続されているスピーカーの数
と測定ポイントに依存して、スピーカー数、
ポイント数ともに、多くなると解析に要する
時間も長くなります。

• 測定ポイント数が6ヶ所未満でも測定を終了
することはできますが、6ヶ所すべてで測定す
ることをお勧めします。また3ヶ所未満での
測定は良好な補正をおこなうための十分な音
響特性が得られないため、お勧めできません。

 9. 測定結果の確認
  測定結果の解析が終了すると、解析結果の確

認画面が表示されます

Check Result

Speakers Configuration

Speakers Size

Speakers Distance

Channel Level

Crossover Frequency

Store

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

  カーソルボタン3/4を押して確認したい項目
を選択して、ENTERボタン押して決定します。

ご注意

イコライザー（MultEQ®）のパラメーターの確
認については 37 ページをご覧ください。

［例］ スピーカーの有無の確認画面
Speakers Configuration

Check Speaker Results

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back

Surround Left

Subwoofer

Return

: : Enter : Return

 

: Yes

: No

: No

: No

: Yes

: Yes

: No

: Yes

: Yes

Exit : Exit

［例］ スピーカーサイズの確認画面
Speakers Size

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Return

: : Enter : Return

 

: Auto

: Auto

: Auto

: Auto

: Auto

: Auto

: Auto

: Auto

: Auto

Exit : Exit

［例］  スピーカーからリスニングポジション
までの距離の確認画面

Speakers Distance

Unit

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

: Up / Down : Enter : Return

 

: Meters

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

Exit : Exit

• Unitの「Meters」にカーソルをあわせてカーソル
ボタンの 1/2を押すごとに距離の単位 [m]メー
トルと [ft]フィートを切り替えることができま
す。

• スピーカーとマイクの距離が 9.15mを超えた場
合、「＞9.15m」と表示されます。

［例］ チャンネルレベルの確認画面
Channel Level

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

: : Enter : Return Exit : Exit

: 0.0dB

: 0.0dB

: -6.5dB

: 0.0dB

: -1.5dB

: +1.0dB

: +9.5dB

: +12.0dB

: -2.5dB

: -12.5dB

［例］  クロスオーバー周波数の確認画面
Crossover Frequency

Front

Front Height

Center

Surround

Surround Back

Return

: : Enter : Return

: Auto

: Auto

: Auto

: Auto

: Auto

Exit : Exit

• スピーカーサイズとクロスオーバー周波数は自
動測定の結果であることを表すために、Autoと
表示されます。

 

10. 測定結果のメモリー
  解析結果の確認終了したら、カーソルボタン

3/4/1/2を押してカーソルを「Return」に合
わせてENTERボタン押し、「Check Result」の
画面を表示させます。

Check Result

Speakers Configuration

Speakers Size

Speakers Distance

Channel Level

Crossover Frequency

Store

: Up / Down : Enter : OK Exit : Exit

  カーソルを「Store」に合わせて ENTERボタ
ン押すとイコライザーを含むすべてのパラ
メーターがメモリーされます。

  解析結果をメモリーさせたくないときは EXIT
ボタンを押して設定を終了します。

ご注意

「Store」を押す（メモリーする）前に EXITボタ
ンを押すと測定結果および解析結果のすべて
を消去してしまうので操作に注意してくださ
い。

  メモリーが完了すると次のGUI画面が表示さ
れます。

Speaker Setup

Auto Setup

Manual Setup

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

ご注意

メモリー中は本機の電源を切らないでくださ
い。
本機にメモリーされているすべてのデータが
消去されてしまう場合があり、また故障の原
因にもなります。

SR6004_F_01.indd   27SR6004_F_01.indd   27 09.9.11   4:25:49 PM09.9.11   4:25:49 PM



28

各
部
の
名
称

基
本
接
続

基
本
操
作

応
用
接
続

応
用
操
作

困
っ
た
と
き
は

そ
の
他

シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

システムセットアップ

エラーメッセージについて

エラー表示 原因 対処方法
Mic Setup Error!! Audyssey MultEQ Setup

Start

Front Height

Surround Back

Return

Mic Setup Error

Check Microphone

: : Enter : Exit : Exit

 

: Yes

: 2ch

• マイクが正しく接続されていない • 付属のマイクを接続する

• マイクの接続を確認する

Noise Error!! Audyssey MultEQ Setup

Speaker Check : * *

Noise Error!!

: : Enter : Exit : Exit

• リスニングルームの騒音が大きすぎて正確な測定ができ
ない

• スピーカーから出力される音量が小さい

• 測定中はエアコン等の騒音を発生する機器の電源を切る

• 周囲が静かな時間帯に測定をおこなう

Analyze Error!!
* Analyze Errorはカーソル
ボタン 3 /4を押してカー
ソルを「Result」に合わせて
ENTERボタンを押すと次の
ような詳細画面を表示でき
ます

Audyssey MultEQ Setup

Result

Return

Speaker Check : * *

Analyze Error!!

: Up / Down : Enter : Return Exit : Exit

Speakers Configuration

Check Speaker Results

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

: : Enter : Return Exit : Exit

 

: Yes              Rev

: No

: No

: No

: Yes              Rev

: No

: Yes      Err

: Yes      Err

: No

: Yes

• 適切な再生をおこなうための必要なスピーカーが検出で
きない

• スピーカーの極性が逆に接続されている

左図の例では次のような不具合が検出されています。

• フロントスピーカーのL-ChおよびR-Chの極性が逆になっ
ている

 （[Rev] Reverse表示がされている）

• サラウンドスピーカーが接続されていない（No表示）のに
サラウンドバックスピーカーが接続されている。

上記以外にもスピーカーの接続が次のように接続されている
と Error になります

• サラウンドバックスピーカーを1本だけ使用している場合
にサラウンドバックR端子に接続している

 （サラウンドバックスピーカーを 1本だけご使用の場合は
L端子に接続してください）

• 電源を切り、極性が逆と表示されたスピーカーの接続を確
認する

 （ご使用のスピーカーによっては正しく接続されていても
この表示 [Rev]がされる場合があります。この場合はエ
ラー表示を無視してください）

• スピーカーの向きや配置を確認する
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2-2  MANUAL SETUP

 1. Main Menuから「Speaker Setup」を選択しま
す。

 2. カーソルボタン3/4で「Manual Setup」を選
択します。

 3. ENTERボタンを押して確定します。
Manual Setup

Speakers Size

Speakers Distance

Speakers Level

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

 4. カーソルボタン 3 /4でサブメニューを選択
してENTERボタンを押します。

＜ SPEAKERS SIZE ＞
 5. カーソルボタン 3 /4で Manual Setupメ

ニューからSpeakers Sizeを選択し、ENTERボ
タンを押します。

Speakers Size

Subwoofer

Front

Front Height

Center

Surround

Surround Back

Surround Back Size

LPF / HPF

Bass Mix

Return

 

: Yes

: Small

: Small

: Small

: Small

: 2ch

: Small

: 80Hz

: * * *

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

Speaker Size メニューでスピーカーのサイズを設
定する際は以下の指針を参照してください。

Large:
十分な低音再生能力をもった全帯域対応の大型の
スピーカーを使用する場合に選んでください。再生
信号の全帯域をそのままスピーカーへ出力します。

Small:
低音再生能力の低い小型のスピーカーを使用する
場合に選んでください。再生信号の低音域は、サ
ブウーファー出力端子へ振り分けて出力されます。
（Subwoofer：No に設定した場合はフロント L/R
チャンネルへ振り分けて出力されます）

Subwoofer
Yes:
サブウーファーを使用する場合に選択します。

No:
サブウーファーを使用しない場合に選択します。
フロントスピーカーで「Small」を選択した場合、こ
の項目は「Yes」に設定されます。

Front
Large:
フロントスピーカーが大型の場合に選択します。

Small:
フロントスピーカーが小型の場合に選択します。

ご注意

サブウーファーで「No」を選択した場合はこの
項目は「Large」に設定されます。

Front Height
None:
ハイト L/R スピーカーを使用しない場合に選択し
ます。

Large:
ハイト L/Rスピーカーが大型の場合に選択します。

Small:
ハイト L/Rスピーカーが小型の場合に選択します。

ご注意

サラウンドバックスピーカーで「Zone SPKR」
を選択した場合はこの項目は「None」に設定さ
れます。

Center
None:
センタースピーカーを使用しない場合に選択します。

Large:
センタースピーカーが大型の場合に選択します。

Small:
センタースピーカーが小型の場合に選択します。

Surround

None:
サラウンド L/R スピーカーを使用しない場合に選
択します。

Large:
サラウンド L/R スピーカーが大型の場合に選択し
ます。

Small:
サラウンド L/R スピーカーが小型の場合に選択し
ます。

Surround Back

None:
サラウンドバック L/R スピーカーを使用しない場
合に選択します。

1ch:
サラウンドバックスピーカーが 1本の場合に選択
します。
音声信号はサラウンドバック L端子から出力され
ます。接続を確認してください。

2ch:
サラウンドバック L/R スピーカーを使用する場合
に選択します。

Zone SPKR:
サラウンドバックスピーカー端子をゾーンスピー
カーAとして使用する場合に設定します。

ご注意

「Surround」の設定で「None」を選択した場合、
この項目は「None」に固定されます。

Surround Back Size

Large:
サラウンドバックスピーカーが大型の場合に選択し
ます。

Small:
サラウンドバックスピーカーが小型の場合に選択し
ます。

ご注意

「Surround」の設定で「None」を選択した場合
は、ここでの設定はできません。

LPF/HPF
サブウーファーを用いる場合は、Small に設定した
スピーカーのカットオフ周波数を選択することがで
きます。
Small に設定したスピーカーのサイズに応じてクロ
スオーバー周波数レベルを選択します。
60Hz ↔ 80Hz ↔ 100Hz ↔ 120Hz ↔ 140Hz ↔ 
160Hz ↔ 180Hz ↔ 60Hz ↔ ...

アドバイス

フロントスピーカーに小型のものを使った場
合は高めに、大型のものを使った場合は低め
に設定します。

Bass Mix

• バス・ミックスの設定は、ステレオ再生で、フロ
ントスピーカーを「Large」に、サブウーファー
を「Yes」に設定した場合にのみ有効となります。
この設定は PCM またはアナログ・ステレオ
ソースの再生時にのみ有効です。

• 「Both」を選択した場合、低音域帯はメインの
L/Rスピーカーとサブウーファーの両方で再生
されます。

 この再生モードでは、低音域帯が室内全体に均
一に広がります。ただし、部屋の大きさや形状
によっては干渉が起こって実際の低音域帯の音
量が小さくなる場合があります。

• 「Mix」を選択すると、低音域帯はメインのL/Rス
ピーカーでのみ再生されます。

アドバイス

Dolby Digital または DTS の再生中の LFE 信
号はサブウーファーで再生されます。

 6. カーソルボタン 3 /4で各チャンネルのス
ピーカーを選択します。

 7. カーソルボタン1/2でスピーカーのサイズを
設定します。

 8. 各設定が終了したとき、カーソルボタン 3 /4 
でカーソルを「Return」に移動し、ENTERボタン
を押すと、Manual Setup画面が表示されます。
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＜ SPEAKERS DISTANCE ＞
 9. カーソルボタン 3 /4で Manual Setupメ

ニューから Speaker Dis tanceを選択し、
ENTERボタンを押します。

Speakers Distance

Unit

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

 

: Meters

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: 3.05 m

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

ここではリスニング位置から各スピーカーまでの距
離を指定します。この距離に基づいて自動的にディ
レイタイムが計算されます。
まず、部屋の中で通常座る理想的な位置を決めま
す。
適切な音場を作る音響タイミングを設定するため
に、この作業は重要です。

ご注意

Speaker Size のメニュー設定で「None」に設定
したスピーカーはSpeaker Distance のメニュー
に表示されません。

 10. カーソルボタン 1/2で「Unit」（表示単位）を
「Meters」（メートル）または「Feet」（フィー
ト）に設定します。

 11. カーソルボタン 3 /4で設定したチャンネル
を選択します。

 12. カーソルボタン 1/2で、スピーカーまでの距
離を設定します。

Front Left:
通常のリスニング位置からフロント Lスピーカー
までの距離を設定します。

Front Height Left:
通常のリスニング位置からハイト Lスピーカーま
での距離を設定します。

Center:
通常のリスニング位置からセンタースピーカーまで
の距離を設定します。

Front Height Right:
通常のリスニング位置からハイト Rスピーカーま
での距離を設定します。

Front Right:
通常のリスニング位置からフロント Rスピーカー
までの距離を設定します。

Surround Right:
通常のリスニング位置からサラウンドRスピーカー
までの距離を設定します。

Surround Back Right:
通常のリスニング位置からサラウンドバック Rス
ピーカーまでの距離を設定します。

Surround Back Left:
通常のリスニング位置からサラウンドバック Lス
ピーカーまでの距離を設定します。

Surround Left:
通常のリスニング位置からサラウンドLスピーカー
までの距離を設定します。

Subwoofer:
通常のリスニング位置からサブウーファーまでの距
離を設定します。

ご注意

• 各スピーカーまでの距離は以下のようにメー
トル（m）またはフィート（ft）で設定します。

 m:  0.03から9.15 mの範囲で0.03 m単位で設
定できます。

 ft:  0.1から30.0 ftの範囲で0.1 ft単位で設定
できます。

 （モニターには近似値で表示されます。）

• 「None」に設定したスピーカーには Speaker 
Distanceメニューは表示されません。

• Speaker Sizeメニューでサラウンドバックス
ピーカーを2chに設定した場合は、「Surround 
Back Left」と「Surround Back Right」の設定が
表示されます。

• Speaker Sizeメニューでサラウンドバックス
ピーカーを1chに設定した場合は、「Surround 
Back」の設定が表示されます。

 

13. 各設定が終了したとき、カーソルボタン 3 / 
4/1/2でカーソルを「Return」に移動し、ENTER
ボタンを押して次のページに進みます。

＜ SPEAKERS LEVEL ＞
 14. カーソルボタン 3 /4で Manual Setupメ

ニューからSpeakers Levelを選択し、ENTER
ボタンを押します。

Speakers Level

Test ModeFront Left

Front Left

Front Height Left

Center

Front Height Right

Front Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

 

: Manual

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

ここでは、リスナーがすべてのスピーカーを同じレ
ベルで聴けるように各スピーカーの音量を設定しま
す。
SPL（音圧レベル）メータをお持ちの場合は、リス
ニングポジションで計測される SPL を一定にする
ことを推奨します。SPLメータの読み値が75dB（C 
weighting, Slow responseにて）になるように各々
のスピーカーレベルを調整します。

ご注意

このメニューで設定された値は、7.1ch 入力
モード、ピュアダイレクトモード、ソースダ
イレクトモードのときは反映されません。

Test Mode
カーソルボタン 1/2で テストトーンの出力を
「Manual」または「Auto」に設定します。

「Auto」を選択すると、テストトーンは各チャンネ
ルで 2秒ずつ、以下の順で循環して出力されます。
Front Left → Front Height Left → Center → Front 
Height Right → Front Right → Surround Right 
→ Surround Back Right → Surround Back Left → 
Surround Left → Subwoofer → Front Left
カーソルボタン 1/2で、すべてのスピーカーのレ
ベルが同じになるようにスピーカーから出るテスト
トーンの音量を調整します。

「Manual」を選択した場合は以下のように各スピー
カーの出力レベルを調整します。

 15. カーソルボタン4を押してカーソルを「Front 
Left」に移動します。本機のフロントLスピー
カーからテストトーン（ピンクノイズ）が出
力されます。

  このノイズのレベルを調整します。
  （レベルの調整は －12 から ＋12 dB の範囲

で0.5 dB 単位でおこなえます。）
  カーソルボタン 4を押すと、フロントハイト

Lスピーカーからテストトーン（ピンクノイ
ズ）が出力されます。

 16. カーソルボタン1/2で、フロントLスピーカー
と同じレベルになるようにフロントハイト L
スピーカーのノイズ音量を調整します。

 17. カーソルボタン 4を押すと、センタースピー
カーからテストトーン（ピンクノイズ）が出
力されます。

 18. センタースピーカーおよびその他のスピー
カーも同様にステップ15.と16.を繰り返し、
すべてのスピーカーの音量が同じになるよ
うにします。

  各設定が終了したとき、ENTERボタンでカー
ソルを「Return」に移動し、ENTERボタンを押
して「Manual Setup」メニューにもどります。

ご注意

• Speaker Sizeメニューで「None」に設定したス
ピーカーは表示されません。

• Speaker Sizeメニューでのサラウンドバッ
クスピーカーを2chに設 定した場 合は、
「Surround Back Left」と「Surround Back Right」
が表示されます。

• Speaker Sizeメニューでサラウンドバックス
ピーカーを1chに設定した場合は「Surround 
Back」と表示されます。

• 7.1ch 入力ソース（7.1 CH IN端子）のスピー
カー・レベルの調整は、7.1ch 入力サブメ
ニューでおこないます。（24ページ参照）

• Subwooferは－18dBから＋12dBまで設定可
能です。
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3  SURROUND SETUP

各種サラウンド入力信号に対して、ご使用のスピー
カーシステムまたはヘッドホンから高い臨場感の効
果を引き出すために、サラウンド効果のパラメー
ターを設定します。

• Channel level:
 「3-1 CHANNEL LEVEL」（31ページ参照）

• PLⅡx Music Parameter:
 「3-2 PLⅡx MUSIC PARAMETER」
 （32ページ参照）

• CSⅡ Parameter:
 「3-3 CSⅡ PARAMETER」（32ページ参照）

• NEO:6 Parameter:
 「3-4 NEO:6 PARAMETER」（32ページ参照）

 1. カーソルボタン 3 /4で Main Menuから
「Surround Setup」を選択し、ENTERボタンを
押します。

 2. カーソルボタン 3 /4で設定したいメニュー
を選択し、ENTERボタンを押します。

HT-EQ:
カーソルボタン 1/2でHT-EQを選択してOn/Off
を設定します。
家庭のオーディオ装置で再生すると、映画のサウ
ンドトラックは高音域が強調され耳ざわりな場合が
あります。これは映画のサウンドトラックが、サウ
ンドスクリーンを使用した映画館の環境で再生さ
れるように設計されているためです。映画館用の
映画をご視聴時にHT-EQ機能を有効にすると、補
正をおこなって適切な音調バランスにします。
次のモードではHT-EQ機能を使用することができ
ません。
• 7.1ch入力モード
• ピュアダイレクトモード
• ソースダイレクトモード
• サラウンドモードに VIRTUAL（ドルビーバー
チャル）スピーカーが設定されているとき

LFE Level:
Dolby Digital 信号または DTS 信号に含まれる 
LFE 信号の出力レベルを選択します。
カーソルボタン 1/2で「0 dB」、「－ 10 dB」または
「OFF」を選択します。
M-DAX:
M-DAX のモードを設定します。カーソルボタン
1/2で「High」、「Low」または「Off」を選択します。
詳細は 39ページのM-DAXの項目を参照してくだ
さい。

各設定が終了したとき、カーソルボタン 3/4で
カーソルを「Return」に移動し、ENTERボタンを押
してサブメニュー（Surround Setup）に戻ります。

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

 

: Off

: 0dB

: Off

Surround Setup

Channel Level

PL  x Music Parameter

CS    Parameter

NEO: 6 Parameter

HT-EQ

LFE Level

M-DAX

Return

Channel Level

Surround Mode

Front Height Left

Center

Front Height Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: Auto

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

PL   x Music Parameter

ParameterCenter

Panorama

Dimension

Center Width

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: Default

: Off

: 0

: 3

CS   Parameter

TrubassCenter

SRS Dialog

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: 0

: 0

NEO: 6 Parameter

Center Gain

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: 0.3

☞ P. 31

☞ P. 32

☞ P. 32

☞ P. 32

3-1  CHANNEL LEVEL

 1. Ma in Menuからカーソルボタン 3 /4で
「Surround Setup」を選択し、 ENTERボタン
を押します。

 2. カーソルボタン3/4で「Channel Level」を選
択し、ENTERボタンを押します。

 3. 設定する Surround Modeにカーソルボタン
1/2で設定します。

Channel Level

Surround Mode

Front Height Left

Center

Front Height Right

Surround Right

Surround Back Right

Surround Back Left

Surround Left

Subwoofer

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: Auto

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

: 0.0dB

 4. カーソルボタン 3 /4で設定するメニュー項
目を選択し、カーソルボタン 1/2でレベルを
設定します。ENTERボタンを押して確定し
ます。

Surround Mode:
チャンネルレベルは以下の 3つのサラウンドモー
ド毎に独立してメモリーされます。
1. Multi Ch. STEREOのモード
2. CS Ⅱのモード
3. その他のモード

CHANNEL LEVEL

Front Height Left or Right:
ハイトスピーカーの補正量は－ 12dB から ＋
12dBで 0.5dB ステップで設定します。

• Speakers Sizeメニューでフロントハイトス
ピーカーを「None」に設定した場合は、この設
定は表示されません。

Center:
センタースピーカーの補正量は－ 12dB から ＋
12dBで 0.5dB ステップで設定します。

• Speakers Sizeメニューでセンタースピーカー
を「None」に設定した場合はこの設定は表示
されません。

Surround Left or Right:
サラウンドスピーカーの補正量は－ 12dB から ＋
12dBで 0.5dB ステップで設定します。

• Speakers Sizeメニューでサラウンドスピー
カーを「None」に設定した場合は、この設定は
表示されません。

Surround Back Left or Right:
サラウンドバックスピーカーの補正量は－ 12dB
から ＋ 12dBで 0.5dB ステップで設定します。

• Speakers Sizeメニューでサラウンドバックス
ピーカーを「None」に設定した場合は、この設
定は表示されません。

Subwoofer:
サブウーファーの補正量は－ 18dB から＋ 12dB
で 0.5dB ステップで設定します。

• Speakers Sizeメニューでサブウーファーを 
「No」に設定した場合は、この設定は表示され
ません。

ご注意

• Multi Ch. STEREO、CSII以外のモードでの設
定値はManual Setupの内のSpeakers Levelと
連動します。

各設定が終了したとき、カーソルボタン 3/4で
カーソルを「Return」に移動し、ENTERボタンを押
して、Surround Setup メニューに戻ります。
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3-2  PLⅡx（プロロジックⅡx）MUSIC 
PARAMETER

Pro Logic Ⅱx-Music モードはCDなどのステレオ
ソースで、豊かで包み込むようなサラウンド環境を
実現します。

 1. Ma in Menuからカーソルボタン 3 /4で
「Surround Setup」を選択し、ENTERボタンを
押します。

 2. カーソルボタン 3 /4で「P LⅡx  M u s i c 
Parameter」を選択します。

 3. ENTERボタンを押して確定します。
PL   x Music Parameter

ParameterCenter

Panorama

Dimension

Center Width

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: Default

: Off

: 0

: 3

Parameter:
カーソルボタン 1/2で「Default」または「Custom」
を選択します。
「Custom」を選択した場合、以下の 3つのパラメー
ターを設定することができます。

Panorama:
カーソルボタン 1/2でPanorama モードを 「On」
または「Off」に設定します。
Panorama モードでは、フロント左右スピーカー
から出る音がリスナーを包み込み、3次元空間の表
現力が得られます。

Dimension: -3 ⇒．．．⇒ 3
フロントとリアのレベル差を調整する機能です。入
力ソースによってはフロントが強くでるもの、リア
が強くでるもの、と多様異なりますので、この機
能で好みのバランスを得ることができます。-3 か
ら 3までの 7段階の調整が可能です。

Center Width: 0 ⇒．．．⇒ 7
センターチャンネル成分を、徐々にフロント L/R
のスピーカーに振り分ける機能です。
センター成分を振り分けることで、スピーカー間の
音色の不一致を緩和させることが可能になります。

システムセットアップ

0 から 7までの 8段階の調整が可能です。
センタースピーカーの設定が「None」に選択されて
いる場合は、この設定は選択できません。

 4. 各設定が終了したとき、カーソルボタン3/4 
でカーソルを「Return」に移動し、ENTERボタ
ンを押します。

3-3  CSⅡ PARAMETER

 1. Ma in Menuからカーソルボタン 3 /4で
「Surround Setup」を選択し、ENTERボタンを
押します。

 2. カーソルボタン3/4で「CSⅡ Parameter」を
選択します。

 3. ENTERボタンを押して確定します。
CS   Parameter

TrubassCenter

SRS Dialog

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: 0

: 0

Trubass: 0 ⇒．．．⇒ 6
• Trubassは、パイプオルガンの低音再生技法を
電気的に応用したもので、使用するスピーカー
の f0（最低再生可能周波数）以下の低音を再生で
きます。

• 0から6まで7段階で設定できます。数値が上が
る程、効果が大きくなります。

• サブウーファーを使用している場合、本機能は
サブウーファー出力にはたらきます。

• サブウーファーを使用していない場合、本機能
はフロントL/R出力にはたらきます。

SRS Dialog: 0 ⇒．．．⇒ 6
• SRS Dialogはダイアログ（台詞）を明瞭にすると
共に、床置きのセンタースピーカーから出る音
の音像定位を画面の高さから聴こえるように、
上方向に移動（仮想配置）します。

• 0から6まで7段階で設定できます。数値が上が
る程、効果が大きくなります。

• Speaker Size（スピーカーのサイズ）セットアッ
プでセンタースピーカーを「None」と選択して
いる場合、この設定をおこなうことはできませ
ん。

 4. 各設定が終了したとき、カーソルボタン3/4 
でカーソルを「Return」に移動し、ENTERボタ
ンを押します。

3-4  NEO:6 PARAMETER

DTS NEO:6 は 2チャンネル入力時、最大 6.1 チャ
ンネル出力を可能にしたモードです。（5.1 チャン
ネル入力も対応。）
このモードでは、センタースピーカーの音声イメー
ジが拡大されます。

 1. Ma in Menuからカーソルボタン 3 /4で
「Surround Setup」を選択し、ENTERボタンを
押します。

 2. カーソルボタン3/4で「NEO:6 Parameter」を
選択します。

 3. ENTERボタンを押して確定します。
NEO: 6 Parameter

Center Gain

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: 0.3

 4. カーソルボタン 1/2で Center Gainレベルを 
0.0 から 1.0の範囲で 0.1単位で選択できます。

ご注意

• この設定はNEO:6 Musicモードのときのみ
有効です。

• センタースピーカーの設定が「None」に選択さ
れている場合は、この設定は選択できません。

 5. 各設定が終了したとき、カーソルボタン3/4
でカーソルを「Return」に移動し、ENTERボタ
ンを押します。
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4  VIDEO SETUP

ビデオに関する各種設定をします。

 1. Ma in Menuからカーソルボタン 3 /4で
「Video Setup」を選択し、ENTERボタンを押
します。

Video Setup

Video Convert

OSD Information

HDMI Output

HDMI Output Resolution

Component Output

Component I / P Convert

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

 

: Enable

: Output1

: Auto

: Main Zone

: Disable

 2. カーソルボタン 3 /4で設定したいメニュー
を選択し、ENTERボタンを押します。

• Video Convert
本機のモニター出力には映像信号のコンバート機
能を装備しています。
Video Convert メニューでは、各映像入力ファン
クションごとに、コンバートの設定がおこなえま
す。

 1. Ma in Menuからカーソルボタン 3 /4で
「Video Setup」を選択し、ENTERボタンを押
します。

 2. カーソルボタン3/4で「Video Convert」を選
択しENTERボタンを押します。

Video Convert

BLU-RAY

DVD

VCR

DSS

TV

CD/CDR

AUX

M-XPort

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

: Analog & HDMI

: Analog & HDMI

: Analog & HDMI

: Analog & HDMI

: Analog & HDMI

: Analog & HDMI

: Analog & HDMI

: Analog & HDMI

 3. カーソルボタン 3 /4でファンクションを選
択してカーソルボタン1/2でビデオコンバー
トの設定をおこないます。

Analog&HDMI:
アナログ映像信号（ビデオ、Sビデオ、コンポーネ
ントビデオ）の相互のアップコンバート、ダウンコ
ンバートをおこないます。
さらに、アナログ映像信号から、HDMI へのアップ
コンバートもおこないます。

ご注意

HDMI のデジタル映像信号からアナログ映像
信号のダウンコンバートはできません。

Analog Only:
アナログ映像信号（ビデオ、Sビデオ、コンポーネ
ントビデオ）の相互のアップコンバート、ダウンコ
ンバートをおこないます
アナログ映像信号から、HDMI へのアップコンバー
トはおこないません。

Off:
すべてのコンバート機能を停止します。

ビデオコンバート機能の詳細については 46ぺージ
を参照してください。

• OSD Information（OSDインフォメーション）
音量のアップ／ダウン操作や入力ファンクションの
切り替え操作をしたときに、モニターに操作の状態
を表示する機能です。
カーソルボタン 1/2で「OSD Information」機能を
有効にしたいときは「Enable」、無効にしたいとき
は「Disable」に設定します。
この機能が不要の場合は「Disable」を選択してくだ
さい。

ご注意

HDMI およびコンポーネントビデオ入力端子
から映像信号を入力しているときは、スー
パーインポーズ表示をすることはできません。

• HDMI Output
HDMI の出力を設定します。カーソルボタン 1/2
でOutput1 と Output2 を切り替えます。
リモコンの HDMIボタンを押しても切り替えるこ
とができます。

• HDMI Output Resolution
本機HDMI 端子から出力される映像信号の解像度
（画素数）を設定します。
カーソルボタン 1/2を使って下記の中から選択し
ます。
Auto ↔ Through ↔ 480/576p ↔ 720p ↔ 1080i 
↔1080p ↔ Auto
Auto:
HDMI 接続されているテレビに適切な解像度を自
動で設定します。

Through:
入力されたままの解像度で出力されます。

480p/576p:
480p で出力されます。

720p:
720p で出力されます。

1080i:
1080i で出力されます。

1080p:
1080p で出力されます。

• Component Output
コンポーネント端子にメインゾーン用の映像を出力
するかゾーンA用の映像を出力するか設定します。
カーソルボタン 1/2 を使って「Main Zone」と
「Zone A」を切り替えます。

• Component I/P Convert
480i で入力されたアナログビデオ信号を 480p に
変換してコンポーネント端子から出力する機能で
す。
カーソルボタン 1/2でこの機能を有効にしたいと
きは「Enable」、無効にしたいときは「Disable」に設
定します。
詳細は 33 ページのコンポーネント IP 機能の項を
参照してください。

ご注意

• この設定は「Video Convert」機能がoff以外の
ときのみ有効です。

• モニターが本機とHDMI接続されていて、
かつ「HDMI Output Resolution」設定が720p、
1080i、1080p、Autoのいずれかに設定されて
いるときはComponent I/P Convert機能はは
たらきません。
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5  PREFERENCE
   （便利機能の動作設定）

• Zone A Setup :

• Zone B Setup :
 「5-1 ZONE SETUP」（34ページ参照）

• DC Trigger Setup :
 「5-2 DC TRIGGER SETUP」（35ページ参照）

 1. カーソルボタン 3 /4で Main Menuから
「Preference」を選択して、ENTERボタンを押
します。

 2. カーソルボタン 3 /4で設定するメニューを
選択して、ENTERボタンを押します。

Optical Output:
光デジタル出力の機能を選択します。
 Rec:  CD レコーダーやMD デッキへ録

音するときに設定します。（11ペー
ジ参照）

 Zone B Out:  ゾーン B出力として使用するとき
に設定します。

  （20、34、53ページ参照）

Standby:
「Economy」に設定すると、待機電力を低減できま
すが、スタンバイ中、RS-232C の機能を使用でき
ません。これらの機能を使用する場合は「Normal」
に設定してください。また、リモコンで電源を入
れる場合、少し長めにボタンを押してください。

Audio:
AACまたは、Dolby Digital、DTSの音声が二ヵ国語
モードのとき、Main（主音声）Sub（副音声）のどち
らの音声を出すかを決めます。3/4で選択し 1/2
でMain ↔ Sub ↔ Main ＋ Sub を選択します。

HDMI Audio:
HDMI 端子から入力された音声信号を、本機に接
続されたスピーカーで再生するか、もしくは本機の
HDMI 出力端子に接続したテレビやプロジェクター
で再生するかを設定します。

 Enable:  HDMI 端子からの音声入力信号を本機
で再生します。この場合、TV やプロ
ジェクターからは音声信号は出力され
ません。

 Through:  HDMI に入力された音声は本機のス
ピーカー端子からは出力されません。
音声データは TVやプロジェクターに
そのまま出力されます。マルチチャン
ネル対応 TVなどで音声を聞きたいと
きに使用します。

HDMI Lip Sync
（オートリップシンクコレクション）:
接続する映像機器によっては映像信号の処理時間
が音声信号に対して長いものがあります。HDMI 
のオートリップシンクコレクション機能に対応した
TVやプロジェクターを本機に接続した場合、この
機能で自動的に映像と音声の同期を取ることがで
きます。

カーソルボタン 1/2で Enable/Disable を切り替
えます。
 Enable:  オートリップシンクコレクション機能

を使用して映像と音声の同期を取りま
す。

 Disable:  オートリップシンクコレクション機能
をオフにします。

ご注意

• HDMIのオートリップシンクコレクション機
能に対応していない機器を本機に接続した
場合、この機能は使用できません。詳しくは
接続する機器の取扱説明書をご確認くださ
い。

• この機能がご使用になれない場合は、Lipsync
（リップシンク）機能で映像と音声の同期を
手動で取ることができます。（41ページ参照）

各設定が終了したときは、カーソルボタン 3/4で
「Return」を選択し、ENTERボタンを押してサブメ
ニュー（Preference）に戻ります。

Preference

Zone A Setup

Zone B Setup

DC Trigger Setup

Optical

Standby Mode

Audio

HDMI Audio

HDMI Lip Sync

Return

: Up / Down : Enter : Select Exit : Exit

: Rec

: Normal

: Main

: Enable

: Disable

Zone A Setup

Audio Source

Sleep Timer

Stereo / Mono.

Zone Pre Out

 Volume Mode

 Level

Zone Speaker Out

 Volume Mode

 Level

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

: BLU-RAY

: Off

: Stereo

: Off

: Variable

: -90dB

: * * *

: * * *

: * * *

Zone B Setup

Audio Source

Sleep Timer

Zone Digital Out

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

: BLU-RAY (Dig.-)

: Off

: Off

DC Trigger Setup

TriggerSystem Error!!

BLU-RAY

DVD

VCR

DSS

TV

CD/CDR

7.1ch Input

M-XPort

Tuner

USB Audio

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: Disable

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

5-1  ZONE SETUP

ゾーンシステムを使用するときの各設定をこのメ
ニューでおこないます。
ゾーンシステムについての詳細は 20、53 ページを
参照してください。

 1. カーソルボタン 3 /4で Main Menuから
「Preference」を選択して、ENTERボタンを押
します。

 2. カーソルボタン3/4で「Zone A Setup」また
は「Zone B Setup」を選択します。

 3. ENTERボタンを押します。

• Zone A Setup
Zone A Setup

Audio Source

Sleep Timer

Stereo / Mono.

Zone Pre Out

 Volume Mode

 Level

Zone Speaker Out

 Volume Mode

 Level

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

: BLU-RAY

: Off

: Stereo

: Off

: Variable

: -90dB

: * * *

: * * *

: * * *

 4. カーソルボタン 3 /4で設定したい項目を選
択します。

Audio Source:
ゾーン出力の音声ソースはカーソルボタン 1/2で
選択します。

Sleep Timer:
スリープタイマーはゾーン出力が「On」のときに利
用できます。時間はカーソルボタン 1/2で設定で
き、10分単位で最長 120分まで設定できます。

Stereo / Mono（ステレオ／モノ）:
ゾーン音声出力をモノ出力にするときは「Mono」
を、ステレオ出力にするときは「Stereo」をカーソ
ルボタン 1/2で選択します。
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Zone Pre Out（ゾーンプリアウト）:
カーソルボタン 1/2でゾーン機能の「On」 「Off」
を設定します。

Volume Mode（音量設定）:
ゾーンの音量を可変するときは「Variable」に、固
定するときは「Fixed」にします。

Level（音量レベル）:
ゾーン出力レベルをカーソルボタン 1/2で調整
します。－ 90dB から 0dB まで 1dB 単位で設
定できます。

Zone Speaker Out（ゾーンスピーカーアウト）:
カーソルボタン 1/2でゾーンスピーカー機能の
「On」「Off」を設定します。

Volume Mode:
ゾーンスピーカーの音 量を可 変するときは
「Variable」に、固定するときは「Fixed」にします。

Level:
ゾーンスピーカーの出力レベルをカーソルボタン
1/2で調整します。－ 90dBから 0dBまで 1dB
単位で設定できます。

• Zone B Setup
Zone B Setup

Audio Source

Sleep Timer

Zone Digital Out

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

: BLU-RAY(Dig.-)

: Off

: Off

Audio Source:
ゾーン出力の音声ソースはカーソルボタン 1/2で
選択します。

Sleep Timer:
スリープタイマーはゾーン出力が「On」のときに利
用できます。時間はカーソルボタン 1/2で設定で
き、10分単位で最長 120分まで設定できます。

Zone Digital Out（ゾーンデジタルアウト）:
ゾーンデジタル出力をカーソルボタン 1/2で On
またはOff に設定します。:

システムセットアップ

ご注意

• ゾーンスピーカー機能の設定は、Speaker 
Sizeメニューで「Surround Back」が 「None」ま
たは「Zone SPKR」に設定され、かつリアパネ
ルで SPEAKER C が OFF 位置にあるときに
変更できます。この設定が利用できないと
きは、「✽ ✽ ✽」と表示されます。

• 「Volume Mode」が「Fixed」に設定されている
場合、ゾーンAからリモコンを使用してゾー
ンAの音量を調整することはできません。

• ゾーンBでは、デジタル入力1から5またはF
（フロント）に設定されていない入力ソース
を使用することはできません。（23ページ
参照）

• ゾーン Bには、「Stereo / Mono」「Volume 
Mode」「Level」および「Zone Speaker Out」の
機能はありません。

• 「Optical」が「Rec」に設定されている場合は
ゾーンB機能を使用できません。（34ページ
参照）

5-2  DC TRIGGER SETUP

本機は、メインゾーンまたはゾーンの入力ファンク
ションと連動してDCトリガー出力をコントロール
することができます。

 1. カーソルボタン 3 /4で Main Menuから
「Preference」を選択して、ENTERボタンを押
します。

 2. カーソルボタン3/4で、 DC Trigger Setupを
選択します。

 3. ENTERボタンを押して確定します。
DC Trigger Setup

TriggerSystem Error!!

BLU-RAY

DVD

VCR

DSS

TV

CD/CDR

7.1ch Input

M-XPort

Tuner

USB Audio

Return

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

 

: Disable

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

: * * *

 4. カーソルボタン1/2で、「Main Zone」、「Zone 
A」、「Zone B」、「Remote」、「Disable」のいずれ
かを選択します。

・ Main Zone
 メインゾーンのファンクションに連動して
DCトリガー出力をコントロールします。

・ Zone A
 ゾーンAのファンクションに連動してDC
トリガー出力をコントロールします。

・ Zone B
 ゾーンBのファンクションに連動してDC
トリガー出力をコントロールします。

・ Remote
 リモコンでDCトリガー出力をコントロー
ルします。付属リモコンRC007SRではこの
機能は使用できません。

・ Disable
 DCトリガー機能を停止します。

 5. 設定したい入力ファンクションをカーソル
ボタン3/4で選択します。

 6. カーソルボタン1/2で「On」か「Off」に設定し
ます。

 7. 各設定が終了したとき、カーソルボタン3/4
でカーソルを「Return」に移動し、ENTERボタ
ンを押します。

ご注意

設定したゾーンでOnに設定したファンクショ
ンが選択されたときにDC OUT に電圧が出力
されます。
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6  ACOUSTIC EQ 

ACOUSTIC EQ（アコースティック イコライザー）
の設定で使用するイコライザーの選択とイコライ
ザーカーブを設定することが出来ます。

 1. カーソルボタン 3 /4で Main Menuから
「Acoustic EQ」を選択し、ENTERボタンを押し
ます。

 2. カーソルボタン 3/4で「EQ Mode」を選択し
ます。

 3. カーソルボタン 1 /2で「Audyssey Front」、
「Audyssey Flat」、「Audyssey」、「User」、「Off」
のいずれかを選択します。

設定が終わったら、カーソルボタン 3/4でカーソ
ルを「Return」に移動して ENTERボタンを押して設
定を終了します。

EQ Mode:
本機にはユーザーが好みによって手動でグラ
フィックイコライザーを設定する「User」およ
び、AUTO SETUP の自動測定の演算処理で決め
られる「Audyssey Front」、「Audyssey Flat」、
「Audyssey」の 3 種類の MultEQ（マルチイー
キュー）が用意されています。

Audyssey Front:
フロントスピーカーは、特性の補正をおこないま
せん。その他のスピーカーは最適な特性になるよ
うに補正します。

Audyssey Flat:
すべてのスピーカーの周波数特性をフラットにな
るように補正します。

Audyssey:
リスニングルームの音響特性を最適な環境に補正
するようすべてのスピーカーの周波数特性を補正
します。

User:
ユーザーがAdjust User EQ 機能を使用してお好
みに合わせて調整することができるモードです。
（Adjust User EQ 機能については 37ページを参
照してください）

Off:
アコースティック イコライザーを使用しないと
きはOff を選択します。

ご注意

「Audyssey Front」、「Audyssey Flat」、「Audyssey」
のMultEQ の設定値は自動測定の演算処理で
決められるため、その値を変更（調整）するこ
とはできません。

リモコンを使って EQ Mode を切り替えるには、
AMPボタンを押したあとに EQボタンを押します。

このボタンを押すたびに EQ Mode は以下のように
切り替わります。

Off Audyssey Front Audyssey Flat

User Audyssey

ご注意

• 「Audys s ey F ron t」、「Audys s ey F l a t」、
「Audyssey」の各モードは、一度Auto Setup
（オートセットアップ）を実行したあとに選
択ができるようになります。
• Auto Setup（オートセットアップ）の測定
をおこなったときに「No」に設定されたス
ピーカーをManual Setupで使用できるよう
に設定し直した場合は、「Audyssey Front」、
「Audyssey Flat」、「Audyssey」の各モードの選
択はできなくなります。
• オートセットアップをおこなったあとに、
スピーカーの本数を増やさずに距離やレベ
ル、クロスオーバー周波数の設定を変更す
るとモード名の横に「*」が表示されます。
 例：「Audyssey Flat*」
• EQ Modeで選択した各イコライザーは、
ピュアダイレクト、ソースダイレクト、7.1ch 
INPUTおよびドルビーヘッドフォンおよび
ドルビーバーチャルスピーカーモードをご
使用の際は無効になります。
• EQ Modeで選択した各イコライザーは、
Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus、DTS-HD信
号を再生中は無効になります。
 この場合でもスピーカーオートセットアッ
プで設定された内容（スピーカーの有無／
距離／サイズ／チャンネルレベル／クロス
オーバー）は有効です。
• EQ Modeがはたらいているときはトーンコ
ントロールは無効になります。

• Adjust User EQ :
 「6-1 ADJUST USER EQ」（37ページ参照）

• Check Audyssey MultEQ® :
 「6-2 CHECK AUDYSSEY MULTEQ」
 （37ページ参照）

• Audyssey Dynamic EQTM :
Audyssey Dynamic EQ は、人間の聴覚や部屋の
音響特性を考慮し、ボリュームレベルを下げた際
に発生する音質の低下を防ぐ技術です。
Dynamic EQ は、Audyssey MultEQ 技術と連動す
ることにより、すべてのボリュームレベルに対して
最適なバランスの音質をすべてのリスナーに提供し
ます。

カーソルボタン 1/2で「On」と「Off」を選択します。

• Audyssey Dynamic EQ Adj :
Audyssey Dinamic EQ は一般的なフィルム（映画
など）のミキシングレベルをリファレンスとしてい
ます。ボリュームレベルが 0 dB から下げられた際
にミキシング特性・サラウンド効果を常にコンテン
ツが作成された本来の特性に自動的に維持します。
しかし、フィルムのリファレンスはミュージックや
テレビ番組などフィルム以外のコンテンツの作成に
は使用されていない場合もあります。Dynamic EQ
はフィルム作成時に使用される標準のリファレンス
レベルを使用せずに作成されたコンテンツに対して
オフセットレベルの設定（5 dB/10 dB/15 dB）が
可能です。以下が推奨の設定レベルになります。

0 dB：
初期の設定。映画などのコンテンツに最適。

5 dB：
クラッシック音楽のような非常に広いダイナミッ
クレンジを持ったコンテンツに適しています。

10 dB：
ジャズなどの広めのダイナミックレンジを持った
ミュージックコンテンツやテレビ番組に適してい
ます。

15 dB：
ポップやロックなどの非常に高いボリュームレベ
ルでリスニングしたり、圧縮されたダイナミック
レンジを持つコンテンツに適しています。

ご注意

Dynamic EQ の設定が「off」のときは、設定の
変更はできません。

• Audyssey Dynamic VolumeTM :
Audyssey Dynamic Volume は、テレビや映画な
ど再生されるコンテンツ内におけるボリュームレベ
ルの変化（静かな音のシーンと大きな音のシーンの
間など）をユーザーの好みのボリューム設定値に自
動的に調整する技術です。また、Dynamic Volume
は Audyssey Dynamic EQ の技術をアルゴリズム
の中に取り入れることによりボリュームレベルの調
整時やテレビチャンネルの切り替え時、ステレオコ
ンテンツからサラウンドコンテンツなどの切り替え
時でも低域特性や音質バランス、サラウンド効果、
ダイアログの明瞭さを保っています。

カーソルボタン 1/2 で「Light」、「Medium」、
「Heavy」、「off」のいずれかを選択します。

ご注意

Audyssey Dynamic EQ が Off の と き は、
Audyssey Dynamic Volume は使用できません。

リモコンを使って Audyssey Dynamic EQ と
Audyssey Dynamic Volume モードを変更するに
は、D.EQ/VOLボタンを押します。このボタンを押
すごとにそのモードは以下のように変化します。

Off → Audyssey Dynamic EQ: On、
  Audyssey Dynamic Volume: Off 
 → Audyssey Dynamic EQ: On、
  Audyssey Dynamic Volume: Light 
 → Audyssey Dynamic EQ: On、
  Audyssey Dynamic Volume: Medium 
 → Audyssey Dynamic EQ: On、
  Audyssey Dynamic Volume: Heavy 
 → Off

SR6004_F_01.indd   36SR6004_F_01.indd   36 09.9.14   11:14:43 AM09.9.14   11:14:43 AM



37

各
部
の
名
称

基
本
接
続

基
本
操
作

応
用
接
続

応
用
操
作

困
っ
た
と
き
は

そ
の
他

シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

システムセットアップ

6-1  ADJUST USER EQ

7 チャンネル（フロント L/R、センター、サラウ
ンド L/R、サラウンドバック L/R）毎に 9バンド
（63Hz ～ 16kHz の 9ポイント）のグラフィックイ
コライザーを設定できます。

 1. カーソルボタン 3 /4で Main Menuから
「Acoustic EQ」を選択して、ENTERボタンを押
します。

 2. 「Adjust User EQ」をカーソルボタン3/4で選
択します。

 3. ENTERボタンを押して確定します。

[dB]

[Hz]

Adjust User EQ

Reset

Channel

63Hz

125Hz

250Hz

500Hz

1kHz

2kHz

4kHz

8kHz

16kHz

Return

: Up / Down : Change Enter :  Exit : Exit

: Channel

: Front Left

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

63

+9dB

0dB

-9dB

-18dB

125250500 1k 2k 4k 8k 16k

Reset:
イコライザー設定をフラットに戻したいときに使用
します。カーソルボタンでリセットしたいチャンネ
ルを選択し、次に ENTERボタンを押して確定しま
す。
 「All-Channel」： すべてのチャンネル
 「Channel」：  現在表示されているチャンネル

のみ

Channel:
調整するサラウンドチャンネル（Front Left、Front 
Height Left、Center、Front Height Right、Front 
Right、Surround Right、Surround Back Right、
Surround Back Left、Surround Left）をカーソルボ
タン 1/2で選択します。次に 4ボタンで補正モー
ドに移行します。
Frequency:
補正したい周波数（グラフの上の）をカーソルボタ
ン 1/2で選択します。ENTERボタンを押して確定
します。カーソルボタン 3/4でレベルを調整しま
す。（レベルは、－20dB から＋9 dBの範囲で0.5 
dB 単位で調整できます。）ENTERボタンを押して確
定します。
1/2で次の周波数へ進み、レベル調整を再びおこ
ないます。

 4. 各設定が終了したとき、カーソルボタン3/4
でカーソルを「Return」に移動し、ENTERボタ
ンを押します。

6-2  CHECK AUDYSSEY 
MULTEQ®

オートセットアップの測定結果で設定された
MultEQ を確認できます。

 1. カーソルボタン 3 /4で Main Menuから
「Acoustic EQ」を選択して、ENTERボタンを押
します。

 2. 「Check Audyssey MultEQ」をカーソルボタン
3/4で選択します。

 3. ENTERボタンを押して確定します。

[dB]

[Hz]

Check Audyssey MultEQ

EQ Mode

Channel

63Hz

125Hz

250Hz

500Hz

1kHz

2kHz

4kHz

8kHz

16kHz

Return

: Up / Down : Change Enter :  Exit : Exit

: Audyssey

: Center

: -15.0dB

: -2.0dB

: -5.0dB

: +9.0dB

: +3.0dB

: -5.0dB

: -7.0dB

: -18.0dB

: -20.0dB

63

+9dB

0dB

-9dB

-18dB

125250500 1k 2k 4k 8k 16k

EQ Mode:
EQ Mode にカーソルを移動してカーソルボタン
1/2で確認したいMultEQ カーブ（Audyssey、 
Audyssey Front、Audyssey Flat）を選択します。

図は左から、グラフ、補正した周波数（Hz）、補正
量（dB）です。

Channel:
確認したいチャンネルをカーソルボタン 1/2で選
択します。

 4. カーソルボタン 3 /4で「Return」を選択し、
ENTERボタンを押して「Acoustic EQ」に戻り
ます。

ご注意

「Audyssey Front」モードではフロント L/R ス
ピーカーは表示されません。

: Up / Down : Change Enter : Exit : Exit

Adjust User EQ

Reset

Channel

63Hz

125Hz

250Hz

500Hz

1kHz

2kHz

4kHz

8kHz

16kHz

Return

: Up / Down : Change Enter :  Exit : Exit

: Channel

: Front Left

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

:  0.0dB

63

+9dB
[dB]

[Hz]

[dB]

[Hz]

0dB

-9dB

-18dB

125250500 1k 2k 4k 8k 16k

Check Audyssey MultEQ

EQ Mode

Channel

63Hz

125Hz

250Hz

500Hz

1kHz

2kHz

4kHz

8kHz

16kHz

Return

: Up / Down : Change Enter :  Exit : Exit

: Audyssey

: Front Left

: -15.0dB

: -2.0dB

: -5.0dB

: +9.0dB

: +3.0dB

: -5.0dB

: -7.0dB

: -18.0dB

: -20.0dB

63

+9dB

0dB

-9dB

-18dB

125250500 1k 2k 4k 8k 16k

Acoustic EQ.

EQ Mode

Adjust User EQ

Check Audyssey MultEQ

Audyssey Dynamic EQ

Audyssey Dynamic EQ Adj.

Audyssey Dynamic Volume

Return

: Off

: Off

: 0dB

: Off
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サラウンドモードの選択

SURR.
MODE

AUTO PURE
DIRECT

PURE
DIRECT
INDICATOR

AMP

SURR

P.DIRECT

AUTO

サラウンドモード

サラウンドモードについては 67ページを参照して
ください。

（本機で操作する場合）
お好みのサラウンドモードになるまでSURR. MODE
ボタンを何回か押します。

（リモコンで操作する場合）
AMPボタンを押したあとで、お好みのサラウンド
モードになるまで SURRボタンを何回か押します。

オートサラウンド

（本機で操作する場合）
オートサラウンドを選択するには、AUTOボタンを
押します。

（リモコンで操作する場合）
AMP ボタンを押したあとで、AUTOボタンを押し
ます。

• サラウンドモードについては、67ページを参照
してください。

ピュアダイレクト

（本機で操作する場合）
PURE DIRECTボタンを押します。
（リモコンで操作する場合）
AMPボタンを押したあとで、P.DIRECTボタンを押
します。

このボタンを押すと、ソースダイレクトになり、表
示部に「SOURCE DIRECT」と表示されます。
もう一度押すとピュアダイレクトになり、「PURE 
DIRECT」と表示されます。
PURE DIRECTインジケーターが点灯し、2秒後、
表示部が消えます。
ソースダイレクト／ピュアダイレクトモードでは、
トーンコントロール回路とバス・マネージメント機
能がバイパスされます。
ボタンを押すたびに、次のように切り替わります。

AUTO S-DIRECT PURE DIRECT

ご注意

• ソースダイレクト／ピュアダイレクトモー
ドにすると、サラウンドモードは自動的に
AUTOに切り替わります。

• 各スピーカーのサイズは自動的に以下のよ
うに設定されます。
 フロントスピーカー＝LARGE
 センタースピーカー＝LARGE
 サラウンドスピーカー＝LARGE
 サラウンドバックスピーカー＝LARGE
 サブウーファー＝YES
• この設定はソースダイレクト／ピュアダイレ
クトが機能しているときの一時的な処理な
ので、SPEAKER SETUP MENUには反映さ
れません。

ディスプレイモード

本機表示部の 表示動作モードを選択できます。
本機またはリモコンの DISPLAYボタンを押します。
これらのボタンを押すごとに、表示動作状態が順
番に切り替わります。
ノーマル→ボリューム→オートディスプレイオフ→
ディスプレイオフ→ノーマル

ノーマルモード：
以下の 3つのモードを表示します。

• 入力ソース :選択されているソースを上段左側
に表示します。ファンクションリネーム機能が
使用されているときは、設定されたソース名を
表示します。（24ページ参照）

• 入力モード :オート HDMI（AH）、オートデジタ
ル（AD）、HDMI（HD）、デジタル（DG）、アナログ
（ANA）を上段右側に表示します。（40ページ参
照）

• サラウンドモード :サラウンドモードを下段に
表示します。

ボリュームモード：
下段に音量が常に表示されるようになります。サラ
ウンドモードが変更されたときは一時的にサラウン
ドモードがここに表示されます。

オートディスプレイオフ：
基本的にディスプレイが消灯した状態となります
が、本機の操作をしたときに、一時的に表示状態
になります。

ディスプレイオフモード：
常に消灯した状態になります。

ご注意

ディスプレイ・オフ状態では、本機表示部の
DISP 表示だけはこの機能が動作状態であるこ
とを表すために点灯します。

ダイアログ・ノーマライゼーション・
メッセージについて

ダイアログ・ノーマライゼーション（Dial Norm）は
ドルビーデジタルの機能です。ドルビーデジタルで
エンコードされたソフトウェアを再生するとき、フ
ロントパネルに「D-NORM X dB」（Xは数値）とい
う短いメッセージが表示されることがあります。ダ
イアログ・ノーマライゼーション機能は、再生中
のソフトウェアが特定の出力基準レベルより高いレ
ベルで録音されているか、低いレベルで録音されて
いるかを表示し、基準レベルに自動的に合わせて
どのソフトウェアでも同一に感じる音量レベルで再
生する機能です。

ビデオオフ機能

各映像出力端子（ビデオ、コンポーネントビデオ、
HDMI）の出力を停止します。

 1. リモコンの AMPボタンを押してから V.OFF
ボタンを押します。V-OFFインジケーターが
点灯します。

 2. 再び V.OFFボタンを押すと、V-OFFインジ
ケーターが消灯しビデオオフ機能は解除さ
れます。

ご注意

ビデオオフモードでもセットアップメニュー
は表示されます。
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M-DAX
（Marantz Dynamic Audio eXpander）

再生中のMP3や AACファイルなどの非可逆圧縮
によって失われた音域成分を補う機能です。
お好みに合わせて効果のレベルを下記のように切り
替えることができます。
“HIGH”： 強めの効果
“LOW”： 弱めの効果
“OFF”： 機能しない

リモコンの AMPボタンを押します。M-DAXボタ
ンを押すたびにM-DAXの効果が変わります。

OFF LOW HIGH

M-DAX モードが LOW または HIGH のときは、
M-DAXインジケーターが点灯します。

ご注意

• M-DAXは48kHz以 下のPCM/MP3/WMA/
AACおよび2チャンネルアナログソースに
対応しています。

• M-DAXを使用中はトーンコントロールの設
定は無効になります。

• M-DAXは以下のモードでは使用できませ
ん。
• ドルビーバーチャルスピーカー
• ソースダイレクト
• ピュアダイレクト
• 7.1チャンネルインプット

ナイトモード

夜間などに再生音のダイナミックレンジを抑えて、
全体の音量を上げずに小さな音声を聞きやすくする
ことができます。
ナイトモードはドルビーデジタル音声に対してのみ
効果があります。

 1. リモコンのAMPボタンを押します。
 2. NIGHTボタンを押すたびにナイトモードが

変わります。

AUTO：

N I G H T  A U T O  

Dolby TrueHD ソフトに含まれている信号を検
出して、自動的にナイトモードを ON にするか
OFFにするか選択します。Dolby TrueHD以外
のドルビーデジタル音声ではナイトモードはオフ
になります。

ON：

N I G H T  O N  

ナイトモード機能をオンにします。

OFF：

N I G H T  O F F  

ナイトモード機能をオフにします。

• ナイトモード機能がはたらいているときは本機
表示部内のNIGHTが点灯します。

• ピュアダイレクト、ソースダイレクト、7.1CH 
INPUT機能を選択しているときはナイトモード
はオフになります。

スピーカーA/B

フロント L/R スピーカーに対してスピーカーシス
テム Aとスピーカーシステム Bを切り替えて使う
ことができます。
リモコンの SPKR A/Bボタンを押すたびにスピー
カーシステムが変わります。

A B A+B OFF

ヘッドホンで聞く

ヘッドホン（PHONES）端子は、本機の出力音声を
ヘッドホンで聴く場合に使用します。標準ステレオ
プラグヘッドホンをご使用ください。
ヘッドホン端子を使用しているときは、スピーカー
出力が自動的にオフになります。

ご注意

ヘッドホンを端子から外すと、サラウンド
モードは以前の設定に戻ります。

警 告
ヘッドホンの音量が大きすぎると、耳を痛める
傷めることがあります。音量が大きくなりすぎ
ないように注意してください。

ドルビーヘッドフォン・モード

ドルビーヘッドフォンモードは、スピーカーで再生
したときの波形を再現することにより、通常のヘッ
ドホンでマルチチャンネルサラウンド音声を楽しむ
ことができます。2ch ステレオ音声を再生時には
前方のスピーカーから聴こえるような効果がありま
す。ヘッドホンを使用すると、MENUボタンを押し
たときに表示されるOSDメニューは自動的にドル
ビーヘッドフォン・モードに切り替わります。

     HEAD PHONE 
 
DOLBY HP MODE :DH 
SURROUND      :PLII MV 
 
 
L LEVEL       :+10.0dB 
R LEVEL       :  0.0dB 
 
 
 

DOLBY HP（ヘッドフォン）モードは左右のカーソ
ルボタンで選択できます。
BYPASS → DH → BYPASS

 BYPASS:  ドルビーヘッドフォン・モードには
ならず、通常の 2ch ステレオ音声を
出力します。

 DH: ドルビーヘッドフォン・モード。

ピュアダイレクトおよびソースダイレクトモードを
選択したときはドルビーサラウンド処理が省略さ
れ、モード・表示には「✽✽✽」が表示されます。

ドルビーヘッドフォン・モードがオンのときは、サ
ラウンドモードを選択できます。
「L/R LEVEL」は± 12 dB の範囲で設定できます。

ご注意

• ヘッドホンを端子から外すと、サラウンド
モードは以前の設定に戻ります。

• ドルビーヘッドフォン・モードがオンのと
きは、トーンコントロールおよびACOUSTIC 
EQは設定することはできません。

応用操作
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入力モード切り替え

アナログ以外の入力を設定したソースを選んでいる
場合、以下の入力モードを一時的に切り替えるこ
とが可能です。
リモコンの A/Dボタンを押します。
ボタンを押すごとに、入力モードが順番に切り替わ
ります。
オート → HDMI → デジタル → アナログ → オート

 オートモード：  選 択した入力機器に対して
HDMI またはデジタル入力端子
に入力されているデジタル信号
の有無を自動的に検出します。

   （HDMI 入力とデジタル入力が
検出したとき、HDMI 入力が優
先されます）

   デジタル信号が入力されていな
い場合はアナログ入力が自動的
に選択されます。

 HDMI モード： HDMI 入力に固定されます。
 デジタルモード： デジタル入力に固定されます。
 アナログモード： アナログ入力に固定されます。

入力ソースを切り替えたり、スタンバイにしたあと
は、セットアップメニューで設定した入力設定に
戻ります。ここで選択した入力モードは一時的な
設定です。
入力モード切り替えの設定を保存するには、メイ
ンメニューのFUNCTION INPUT SETUP（24ペー
ジ）を参照してください。

録音・録画をする

本機を操作して、記録用機器へ録音／録画するこ
とができます。このため本機は VCR OUT、CD/
CDR OUT端子を装備しています。

1.

1.

 1. 本機の INPUT SELECTORつまみを回すかリモ
コンのソースボタンを 2回続けて押して視聴
したい入力ソースを選びます。

 2. VCR OUT、およびCD/CDR OUT端子から選択
した入力信号が録音／録画用として出力さ
れます。

 3. 接続した記録用機器を録音／録画モードに
し、録音／録画を開始します。

ご注意

• デジタル信号入力だけの接続の場合、VCR 
OUTおよびCD/CDR OUT端子への出力は得
られません。録音機能を利用する場合は、ア
ナログ信号入力の接続もおこなってくださ
い。

• HDMI入力端子に入力される信号は録画／
録音することはできません。

• AUXのS-ビデオまたはビデオ信号はVCRの
RECに出力されます。ただし、コピー制御信
号が含まれているときは、録画することはで
きません。

7.1 CH INPUT

マルチチャンネルスーパーオーディオ CD プレー
ヤーやDVD-Audio プレーヤーなどのマルチチャン
ネル信号に対応するための 7.1ch の外部入力端子
が搭載されています。これらの入力信号は内部サ
ラウンド処理をバイパスしてボリュームコントロー
ルを通過したあと、プリアウト端子へ出力および内
部アンプに入力されます。（SubW入力はプリアウ
トのみ）
この機能がはたらいているときは、入力ソースを切
り替えることができません。この機能に合わせて楽
しみたいビデオ系の入力ファンクションを選択して
からリモコンの 7.1 ボタンを押してください。

4. 1.
2.

4.

3.

 1. 本機またはリモコンでご希望のビデオソー
スを選択します。

 2. リモコンの 7.1を押して 7.1チャンネルイン
プット入力に切り替えます。

 3. 各チャンネルの出力レベルを調整する必要
がある場合は、リモコンのCH.SELボタンを押
します。

  視聴位置でそれぞれのスピーカーから聞こ
える音量が同じになるように 1または 2ボタ
ンでスピーカー出力レベルを調整します。
• フロントL/R、センター、サラウンドL/R、サラ
ウンドバックのスピーカー出力レベルは、－
12から＋12 dBの範囲で調整することがで
きます。

• サブウーファーについては、－18から＋12 
dBの範囲で調整できます。

• 調整結果は7.1 CH. INPUTメモリに保存さ
れます。

 4. 本機の VO LUMEつまみか、リモコンの
VOLUME＋/－ボタンで音量を調整します。

7.1 チャンネルインプット設定を解除するには、リ
モコンの 7.1を押します。

      
  7.1CH LEVEL ADJUST
 
FRONT.L LEVEL: 0.0 dB
CENTER  LEVEL: 0.0 dB
FRONT.R LEVEL: 0.0 dB
SURR.R  LEVEL: 0.0 dB
S.B R   LEVEL: 0.0 dB
S.B L   LEVEL: 0.0 dB
SURR.L  LEVEL: 0.0 dB
SUB W   LEVEL: 0.0 dB

ご注意

• 7.1チャンネルインプットモードの動作中は
内部サラウンド処理をバイパスするので、サ
ラウンドモードは選択できません。

• 7.1チャンネルインプットモード使用中は、信
号は録音用出力には送られません。

• 7.1チャンネルインプット使用中は以下の機
能は使用できません。
• テストトーン
• ナイトモード
• ソースダイレクト
• ピュアダイレクト
• HT-EQ
• M-DAX
• トーンコントロール
• Acoustic EQ

応用操作
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アッテネート機能

アナログ信号入力を本機にて再生しているとき、
前面表示部の PEAK 表示が点灯する場合がありま
す。これは、本機の内部処理に対して入力信号レ
ベルが大きすぎることを意味します。
この場合はリモコンの ATTボタンを押してくださ
い。

• この機能の動作中は、「ATT」表示が点灯します。

• 入力信号レベルはおよそ半分になります。

• CD/CDR OUT、VCR OUTからの出力信号には
アッテネート機能は動作しません。

• この機能は個々の入力ソースごとに記憶されま
す。

• このボタンは、HDMIまたはデジタル（光または
同軸）入力が選択されているときは機能しませ
ん。

LIP.SYNC（リップ・シンク）機能

接続する映像機器によっては、映像信号の処理が
オーディオ信号に対して時間差があるものがありま
す。
この差は、ほんのわずかですが映画や音楽を楽しむ
上ではとても重要です。
LIP.SYNC機能は、オーディオ信号を遅らせて映像
との時間差を調整します。初期値はOFF（0ms）で、
最大 200ms まで 10ms ステップで調整できます。
ディスプレイやプロジェクター等の映像機器で映
像を確認しながら調整してください。

ご注意

• この機能はソースダイレクトまたはピュア
ダイレクトモードまたは7.1チャンネルイン
プットではOFF（0ms）になります。ソースダ
イレクトまたはピュアダイレクトモードまた
は7.1チャンネルインプットが解除されると
設定した値に戻ります。

• HDMIのオートリップシンク機能に対応した
TVやプロジェクターを本機に接続した場合、
自動的に映像と音声を同期させることがで
きます。この機能の操作については34ペー
ジを参照してください。

スリープタイマーを使う

設定した時間になると自動的に電源がスタンバイ
状態になる機能です。リモコンのAMPボタンを押
してから SLEEPボタンを押します。
ボタンを押すたびに、スタンバイ状態になるまでの
時間が次のように変化します。

OFF 10 20 30 5040

100 90 80 70 60110120

フロントパネルの表示部にスリープ時間が数秒間
表示され、カウントが表示されます。この表示は
スリープ時間が終わるまで表示されます。
設定したスリープ時間が経過すると本機は自動的
にスタンバイ状態になります。
スリープタイマーが設定されると、表示部に
「SLEEP」表示が点灯します。
スリープモードをキャンセルするにはリモコンの
SLEEPボタンを「SLEEP OFF」が表示され、表示部
の「SLEEP」表示が消えるまで数回押します。

フロントキーロック機能
（チャイルドロック機能）

リモコン操作以外の本機の各種操作（POWER ON/
STANDBYを除く）を受け付けないようにロックす
ることが可能です。

フロントキーロックの方法

 1. フロントパネルの PURE DIRECTボタンと
EXITボタンを同時に3秒以上押し続けます。

 2. 表示部に“F-KEY LOCK!”と表示され、POWER 
ON/STANDBY以外のフロントパネルの操作
を受け付けなくなります。

フロントキーロックの解除方法

 1. 再度フロントパネルのPURE DIRECTボタンと
EXITボタンを同時に3秒以上押し続けます。

 2. 表示部に“F-KEY UNLOCK”と表示され、ロック
が解除されます。

PURE
DIRECT

EXIT

デュアルバックアップメモリー機能

本機は電源を切った状態でも設定した各種内容を
内部の不揮発メモリーに記憶しています。
デュアルバックアップメモリー機能は記憶した内容
をさらに別のメモリーエリアに書き込み、ユーザー
が残したい設定をバックアップし、いつでもその設
定を呼び出すことができます。

バックアップ

 1. 本機を記憶させたい状態にし設定し、
MEMORYと ENTERボタンを同時に 3秒以上
押し続けます。

M E M O R Y  S A V I N G  

と表示され、本機の設定が記憶されます。
この記憶された内容は、再度デュアルバックアップ
メモリー機能を使って設定の上書きがされるまで
残すことができます。

• 以下の設定値はバックアップされません。

• メインゾーンのボリューム

• ゾーンのボリューム

• ゾーンスピーカーのボリューム

メモリー呼出機能
バックアップした設定は次の操作で呼び出せます。

 1. MEMORYとMENUボタンを同時に3秒以上押
し続けます。

M E M O R Y  L O A D  

と表示されて記憶した設定状態に本機を再設定し
ます。
このとき本機は一度スタンバイ状態になります。
また、バックアップデータが存在しない場合は、

N O  B A C K U P  

と表示されてバックアップのリカバリーはおこなわ
れません。

• 以下の設定値はバックアップされないため、各
ボリュームの値は初期値の状態になります。

• メインゾーンのボリューム

• ゾーンのボリューム

• ゾーンスピーカーのボリューム

応用操作
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ビデオコンバート機能

アナログビデオコンバートについて
本機のモニター出力には映像信号のコンバート機
能を装備しています。
このため再生機器と本機の映像入力端子（VIDEO、
S-VIDEO、COMPONENT）との接続方法に関わら
ず、本機モニター出力端子とモニター間の接続方
法については、より高品位な接続方法のケーブル
を 1本つなぐだけで視聴できます。
（設定のしかたについては 33ページを参照）

アナログビデオ信号からHDMIへの

アップコンバート
本機のアップコンバート機能は入力されたアナログ
ビデオ信号（コンポーネントビデオ信号の解像度が
480i、480p、720p、1080i のとき、または Sビデ
オおよびビデオのビデオ信号のとき）をHDMI 出力
端子に出力することができます。
（設定のしかたについては 33ページを参照）

ご注意

• HDMI入力端子に入力された映像は、HDMI
モニター端子からのみ出力されます。本機
のHDMI入力端子にBlu-ray Discプレーヤー
などの機器を接続した場合は、モニターとも
HDMIによる接続をおこなってください。

• この機能は、録画用ビデオ出力端子にははた
らきません。

• この機能は、スチル、早送り、逆再生等では、
正常に再生されないことがあります。

• ビデオコンバート機能は、ご使用になるテレ
ビ、プロジェクター等によっては同期ずれ等
の不具合が発生する場合があります。

 このような場合はビデオコンバートの機能
をOFFにしてご使用ください。

• この機能は常にビデオ入力信号を監視して
おり、入力されている信号に合わせてコン
バートをするかしないかを決めています。し
かし、入力されるビデオ信号によっては正確
な検知ができないこともあります。

接続例
• モニターを本機の HDMIモニター端子に接続し
た場合

VIDEO

または S-VIDEO
または COMPONENT

HDMIまたは HDMI

ご注意

• 再生機器から入力されるコンポーネントビ
デオ信号の解像度が480i、480p、720p、1080i
以外のときは本機のHDMIモニター端子か
ら映像出力されません。

• 再生機器から入力されるビデオ信号またはS
ビデオ信号の解像度が480i以外のときは本
機のHDMIモニター端子から映像出力され
ません。

• モニターを本機のVIDEOモニター端子に接続し
た場合

VIDEO

または S-VIDEO

VIDEO

または COMPONENT

HDMI

ご注意

• 再生機器から入力されるHDMI ビデオ信号
は本機の VIDEO モニター端子から出力さ
れません。
• 再生機器から入力されるコンポーネント
ビデオ信号が 480i 以外のときは本機の
VIDEOモニター端子から出力されません。

• モニターを本機の COMPONENT V IDEO
モニター端子に接続した場合

VIDEO
または S-VIDEO COMPONENT

または COMPONENT

HDMI

ご注意

• 再生機器から入力されるHDMIビデオ信号
は本機のCOMPONENT VIDEOモニター端
子から出力されません。

GUIメニューシステムについて
• GUI メニューシステムはすべての映像端子
（ビデオ、コンポーネント、HDMI）に出力さ
れます。
• OSD インフォメーションは VIDEO モニ
ター端子にのみ出力されます。
 本機のビデオまたは S-VIDEO の入力端子
に入力された映像信号をビデオコンバート
し、COMPONENT VIDEO または HDMI の
出力端子から出力した場合は、OSD イン
フォメーションが出力されます。

ご注意

• HDMI OUT端子にモニターが接続されてい
る場合、モニターの機種によってはVIDEO
モニター端子から出力されないことがあり
ます。

コンポーネント I/P機能

本機のVIDEO回路には I/P コンバート機能が装備
されています。
この機能をオンすることで、再生機器から入力さ
れるアナログビデオ信号（ビデオ、S- ビデオ、コン
ポーネントビデオ）の 480i を 480p にコンバート
して本機のCOMPONENT VIDEO出力端子にプロ
グレッシブ出力することができます。
（設定のしかたについては 33 ページを参照してく
ださい）

ご注意

HDMI OUT 端子にモニターが接続されている
場合、HDMI 解像度が 720p、1080i、1080p また
は AUTOに設定されているとこの機能は無効
になります。

HDMI OUT切り替え

本機では、HDMI OUTPUT 1 または 2を選択して
使用することができます。
リモコンの HDMIボタンを押すたびに、OUTPUT1
と 2が交互に変わります。
HDMI OUT 1 と HDMI OUT 2 は同時に出力する
ことはできません。

H D M I - O  =  O U T 1

HDMI 解像度

ビデオコンバート機能によってアナログビデオ信号
を HDMI 端子へ出力するときの解像度を設定しま
す。

• 480i信号は 480p,720p,1080iまたは 1080p信
号に変換できます。

• 720p信号は 1080iまたは 1080p信号に変換で
きます。

• 1080i信号は1080p信号に変換できます。

ご注意

• 1080i、720pまたは1080p信 号に対応して
いないモニターと接続する場合は、1080i、
720pまたは1080pに設定しないでください。
SETUPMENUが表示されません。SETUP 
MENUが表示されない場合は、本体表示部を
見ながら設定を変更してください。

• コンポーネントビデオ出力の解像度は変更
できません。

応用操作
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チューナー操作（プリセットメモリ）

本機では FM／AMの放送局をお好きな順序で 60
局までプリセットできます。
それぞれの放送局について、必要に応じて周波数
と受信モードを記憶させることができます。

オートプリセットメモリ

この機能によって、FMバンドとAMバンドを自動
的にスキャンして、適切な電波強度のあるすべて
の放送局をメモリに記録します。

2.4. 1. 3. 5.2.

 1. FMを選択する場合は、本機のBANDボタンを
押します。

 2. MEMORYボタンを押しながらカーソルボタ
ン2を押します。

  表示部に「AUTO PRESET」と表示され、最も低
い周波数からスキャンが開始されます。

 3. チューナーが放送局を受信するたびに、ス
キャンが停止しその放送局を 5秒間受信しま
す。

  この間に以下の操作ができます。
  BANDボタンを押すと、バンドを変更できま

す。

 4. この間にボタンが押されない場合は、現在の
放送局がPreset 01に記憶されます。

  現在の放送局をスキップしたい場合は、この
間にカーソルボタン3を押します。この放送
局はスキップされ、オートプリセットが継続
されます。

 5. 60個すべてのプリセットメモリが設定され
たとき、またはオートスキャンがバンドの上
限に達したときは、スキャンは自動的に停止
されます。オートプリセットメモリを停止し
たい場合は、CLEARボタンを押してください。

マニュアルプリセットメモリ

2.

3.

3. 2. 4.

（本機で操作する場合）
 1. 設定したい放送局に周波数を合わせます。
（「マニュアルチューニング」または「オート
チューニング」の項参照）。

 2. 本機のMEMORYボタンを押します。インジ
ケーター部で「‒ ‒」（プリセット番号）が点滅
を始めます。

 3. 点滅している間（約5秒間）にカーソルボタン
1/2を押して、プリセット番号を選択します。

 4. もう 1度 MEMORYボタンを押して確定しま
す。インジケーター部の点滅が止まり、放送
局がご指定のプリセットメモリに保存され
ます。

（リモコンで操作する場合）
 1. 設定したい放送局に周波数を合わせます。
（「マニュアルチューニング」または「オート
チューニング」の項参照）。

 2. リモコンの MEMOボタンを押します。イン
ジケーター部で「‒ ‒」（プリセット番号）が点
滅を始めます。

 3. 数字ボタンを押して、設定したいプリセット
番号を入力します。

ご注意

一桁の数値（例えば、2）を入力するときは「02」
と入力するか「2」と入力して数秒間待ちます。

プリセット局の呼出

3. 1.

2.

2.

（本機で操作する場合）
 1. 本機のカーソルボタン 1/2を押して、呼び出

したいプリセット局を選択します。

（リモコンで操作する場合）
 1. リモコンのTUNEボタンを2回続けて押します。
 2. 1/2ボタンを何回か押して聴きたいプリセッ

ト局を選びます。または数字ボタンを押し
てプリセット局を呼び出します。

プリセット局のスキャン

1.

5.

4.

2.
5.

 1. リモコンのTUNEボタンを2回続けて押します。
 2. リモコンのP.SCANボタンを押します。
  表示部に「PRESET SCAN」と表示され、小さい番

号のプリセット局が最初に呼び出されます。

 3. プリセット局は順番に呼び出され（No. 1 → 
No. 2 → No. 3......）、1局ごとに5秒間表示され
ます。

  保存したプリセット番号がスキップされる
ことはありません。

 4. 2ボタンを押し続けると、プリセット局を早
送りできます。

 5. 聴きたいプリセット局が受信できたら、リモ
コンの CLRボタンまたは P.SCANボタンを押
してプリセット・スキャン操作をキャンセル
します。

プリセット局のリスト表示

本機にプリセットメモリーした放送局の一覧をモニ
ターテレビに表示させることができます。

1.

2.
4.

 1. リモコンのTUNEボタンを2回続けて押します。
 2. リモコンの INFOボタンを押すとプリセット

された放送局の一覧がモニターに表示され
ます。

      PRESET LIST
 
  NO. 1 FM 87.10 MHz
  NO. 2 FM 93.10 MHz
  NO. 3 FM 94.70 MHz
  NO.10 FM105.70 MHz

RETURN       NEXT EXIT

 3. プリセットされた放送局が 10局を超える場
合はもう一度 INFOボタンを押すと次のペー
ジが表示されます。

• 表示は操作の数秒後に自動的に消えます。

応用操作
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プリセット局の削除

プリセット局をメモリから削除します。

3.2.
2.

3.

 1. 削除したいプリセット番号を呼び出します。
（「プリセット局の呼出」参照）

 2. 本機の MEMORYボタンまたはリモコンの 
MEMOボタンを押します。

 3. 保存されているプリセット番号が表示部に 5 
秒間点滅します。点滅している間に、本機の 
CLEARボタンまたはリモコンのCLRボタンを
押します。

 4. 表示部に「xx CLEAR」と表示され、指定したプ
リセット番号が削除されたことが示されま
す。

アドバイス

保存されているプリセット局すべてを削除す
るには、T-MODEボタンと ENTERボタンを同
時に 2秒間押します。

応用操作

プリセット局の番号の並びかえ

記憶させた放送局番号が連続していない（例えば以
下のように放送局が保存されている）場合
 1） 78.0 MHz
 2） 80.0 MHz
 3） 82.5 MHz
 10） 84.7 MHz
（4から9にはプリセットされた放送局がないので、
プリセット 10を 4としてプリセットすることがで
きます。）
番号をソートするには、MEMORYボタンと 4ボタ
ンを同時に押します。
表示部に「PRESET SORT」と表示され、ソートが完
了します。

プリセット局名の入力

各プリセット局の名前を、英数字を使用して入力
できます。
名前を入力する前に、プリセットメモリ操作によっ
てプリセット局を保存してください。

2. 5. 6.5.4.

2.
5.
6.

5.4.

 1. 名前を付けたいプリセット番号を呼び出し
ます。（「プリセット局の呼出」参照）

 2. 本機の MEMORYボタンまたは、リモコンの
MEMOボタンを3秒以上押します。

 3. 放送局名インジケーターの左端が点滅して、
文字入力が可能なことを示します。

 4. 本機またはリモコンのカーソルボタン 3 /4
を押すと、アルファベットと数字が以下の順
序で表示されます。

  A ↔ B ↔ C ... Z ↔ 1 ↔ 2 ↔ 3 ..... 0 ↔ ‒ ↔ ＋ 
↔ / ↔（空白）↔ A

   UP → 

                           ← DOWN
  文字を消去するには、本機のCLEARボタンを

押すか、リモコンのCLRボタンを押します。

アドバイス

リモコンの数字ボタンを使用して文字入力を
おこなうこともできます。
この場合は次の表を参照してください。

数字キー 画面表示
1 A → B → C → 1 → A

2 D → E → F → 2 → D

3 G → H → I → 3 → G

4 J → K → L → 4 → J

5 M → N → O → 5 → M

6 P → Q → R → 6 → P

7 S → T → U → 7 → S

8 V → W → X → 8 → V

9 Y → Z → space → 9 → Y

0 ‒ → ＋ → / → 0 → ‒

 5. 入力する最初の文字を選択したら、本機の
MEMORY、ENTERボタン、またはリモコンの
MEMOボタンを押します。

  入力が確定したら、次のカラムが点滅を開始
します。次のカラムも同じ方法で入力しま
す。

  設定する文字を変更するには、本機またはリ
モコンの1または2を押してください。

アドバイス

空白部分にはスペースを入力してください。

 6. 名前を保存するときは、本機のMEMORYボタ
ン、またはリモコンのMEMOボタンを2秒以
上押します。
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応用操作

USB操作

本機はUSB接続端子を搭載しており、USB Mass 
Storage Class 規格に対応しているUSBメディア
を使用することができます。

本機に対応するUSBメディアのファイルシステム、
音楽ファイルについては 51、52ページを参照して
ください。

USB操作の準備をする

ご注意

操作をおこなう前に、本機とモニターが正し
く接続されていることを確認してください。

（本機で操作する場合）

1.

 1. INPUT SELECTORつまみを回してUSBを選択
します。

（リモコンで操作する場合）

1.

 1. USBボタンを2回続けて押します。
 2. トップメニュー画面が表示されます。

メインインフォメーション表示

U S B :

   N O  D E V I C E

q→

w→

q ファンクション表示：
 ファンクション名を表示します。

w ステータス表示：
 USB機能の状態を表示します。また、エラーメッ
セージも表示します。（51ページ参照）

モニター画面表示（トップメニュー）

USB Audio

Enter : Exit : 

No device-30dB

:

q

r

w

e

q ファンクション表示：
 ファンクション名を表示します。

w ステータス表示：
 USB機能の状態を表示します。（51ページ参照）

e ボリューム表示：
 ボリュームレベルを表示します。

r ガイダンス表示：
 操作キーの説明を表示します。

ご注意

• 本機のモニター画面、本機表示部に表示する
る文字はASCII文字のみです。それ以外の
文字は“＊”に変換して表示します。

• 10分間操作がない場合、モニター画面はスク
リーンセーバー表示に変わります。

• トップメニューを表示しているとき、本機の
ENTERボタンを3秒以上押し続けると、スク
リーンセーバーを有効または無効に切り替
えることができます。

リモコン

USB操作
3/4
（リモコン、本機） カーソルの移動

2
（リモコン、本機） 下位フォルダに移動

1
（リモコン、本機） 上位フォルダに移動

ENTER
（リモコン、本機）

カーソル位置がフォルダの
場合、選択したフォルダに
移動
カーソル位置がファイルの
場合、選択したファイルを
再生

EXIT（本機）
停止9（STOP）

（リモコン）
TOP
（リモコン）

最上位フォルダ、階層に
移動

PAGE + / ‒ 
（リモコン）

（+）次ページ
（‒）前ページ

2（PLAY）
（リモコン） 再生

; (PAUSE）
（リモコン） 一時停止／解除

∞ / §（SKIP）
（リモコン）

（§）次のファイルを再生
（∞）前のファイルを再生
（ファイルの先頭から1秒以
上経過の場合は頭出し）

5 / 6（SEARCH）
（リモコン）

（6）早送り
（5）早戻し
（押すたびに速度可変）

INFO
（リモコン）

リスト画面/ステータス画
面切り替え

REPEAT
（リモコン） リピート（繰り返し）

RANDOM
（リモコン） ランダム

MENU
（リモコン）

−

SETUP/MODE
（リモコン）

−

本機

• リモコンで操作をおこなうときは、USBボタン
を 1回押して、リモコンをUSBモードに切り替
えてください。
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USBメディアを接続する

 1. 本機のフロントパネルのUSB端子に音楽ファ
イルが入ったUSBメディアを接続します。

 2. USBメディア内のフォルダや音楽ファイルが
リスト表示されます。

メインインフォメーション表示

U S B : F o l d e r 1

   A l b u m  n a m e

q→

w→

q ファンクション表示／親フォルダ名：
 ファンクション名と親フォルダ名を表示しま
す。

w カーソル情報：
 現在選択されているファイルやフォルダ名を表
示します。

応用操作

モニター画面表示（リスト）

../Folder1

Album name1

Album name2

Title name1.mp3

Title name2.wav

Title name3.m4a

Title name4.wma

Title name5.mp3

Title name6.wav

Title name7.m4a

Title name8.wma

USB Audio

[ 01/18 ]

: Browse Enter : Select Exit :  

Stop-30dB

q
w e

u

t

r

y
i

q ファンクション表示：
 ファンクション名を表示します。

w 親フォルダ名：
 現在リスト表示している親フォルダ名を表示し
ます。

e リスト番号／総数：
 [カーソル位置のリスト番号／ファイルと子
フォルダを合わせた総数]を表示します。

r 子フォルダ、ファイルリスト：
 子フォルダと、ファイルをUSB ストレージに保
存した順序で表示します。ファイルとフォルダ
が混在する場合は、フォルダを先頭に表示しま
す。

t 選択カーソル：
 ファイルやフォルダを選択します。

y 再生ステータス：
 再生中ファイルの再生ステータスを表示しま
す。

u ページインジケーター：
 リストのページアップ／ダウンが可能なときに
表示します。

i ガイダンス表示：
 操作ボタンの説明を表示します。

アイコン表示

：フォルダ（親フォルダ、子フォルダ）
：再生しているファイル

USBメディアのファイルを再生する

1.
2.2.

3.

4.

1.
2.

 1. 再生したい曲を選び、ENTERまたは 2ボタン
を押します。

  ステータス表示画面が表示され、ファイルリ
ストの順に曲の再生を開始します。

 2. 再生中に別のファイルを再生したい場合
は、1ボタンを押し、ファイルリストを表示
します。3 /4ボタンで任意の曲まで移動し、
ENTERまたは2（PLAY）ボタンを押します。

 3. 再生を停止したい場合は、9ボタンを押します。
 4. リスト画面表示中にステータス画面に戻り

たい場合は、INFOボタンを押します。

メインインフォメーション表示

U S B : A r t i s t  n a m

    T i t l e  n a m e

q→

w→

q ファンクション表示／アーティスト名：
 ファンクション名とアーティスト名を表示しま
す。アーティスト名がない場合は、「Unknown 
Artist」と表示します。

w 再生ステータス／タイトル名：
 再生ステータスと、タイトル名を表示します。
 タイトル名がない場合はファイル名を表示しま
す。

モニター画面表示（ステータス）

../Folder1

Track

Title:

Artist:

Album:

08/18

Title name

Artist name

Album name

Elapsed

Duration

03:26

09:19

USB Audio

: Browse Enter :  Exit : Stop 

Now  Playing-30dB

q
w

r
t
y

u
i

!2
o

e

!0
!1

q ファンクション表示：
 ファンクション名を表示します。

w 親フォルダ名：
 現在再生している親フォルダ名を表示します。

e 現在のファイル番号／総数：
 [現在再生しているファイルのファイル番号／
親フォルダに含まれるファイル総数 ]を表示し
ます。

r タイトル名表示：
 再生ファイルのタイトル名を表示します。タグ
情報がない場合は、ファイル名を表示します。

t アーティスト名表示：
 再生ファイルのアーティスト名を表示します。
 アーティスト名がない場合は、「Unknown 
Artist」と表示します。

y アルバム名表示：
 再生ファイルのアルバム名を表示します。アルバ
ム名がない場合は、「Unknown Album」と表示し
ます。

u 経過時間：
 再生ファイルの経過時間表示。

i コンテンツ時間：
 再生ファイルの総時間表示。

o リピート／ランダムステータス：
 リピート、ランダムの状態表示。OFFのときは
表示しません。

!0 再生ステータス：
 現在選択されているファイルの再生ステータス
を表示します。

!1 ボリューム表示：
 ボリュームレベルを表示します。
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応用操作

!2 ガイダンス表示：
 操作ボタンの説明を表示します。

アイコン表示
画面に表示されるアイコンは次のとおりです。
：フォルダ（親フォルダ）
：ファイル
：アーティスト
：アルバム
：経過時間
：コンテンツ時間
：全ファイルリピート再生中

：フォルダ内の全ファイルリピート

：1ファイルのみリピート再生中

：ランダム再生中

繰り返し聴く（リピート再生）

USBメディアに入っている曲を1曲リピート、フォ
ルダ内リピート、または全曲リピートで再生するこ
とができます。

リモコンの REPEATボタンを押すごとに、下記の
順で切り替わります。

ALL 1OFF Folder

：全ファイルリピート

：フォルダ内リピート

：1ファイルリピート

ご注意

フォルダ内リピートで再生するときは、選択
された親フォルダ内のファイルをリピート再
生します。（子フォルダ内のファイルを除きま
す。）

順不同で曲を再生する（ランダム再生）

USB メディアに入っている曲をランダムに再生す
ることができます。

リモコンの RANDOMボタンを押すごとに ON →
OFF の順に切り替えます。
ランダム再生は、リピート再生の設定によってラン
ダム再生範囲が変わります。

リピートなし：  USB デバイス内のすべてのオー
ディオファイルをランダム再生し
ます。

リピートあり：  リピート設定の再生範囲で、ラン
ダムリピート再生します。

ONを選択したときに 2ボタンを押すと、ランダム
再生を開始します。

聴きたい部分を再生する（サーチ）

再生中にリモコンの5、6ボタンを押すと、サーチを開始します。
その後、リモコンの5、6ボタンを押すとサーチスピードを変更することができます。

• Search +／Search -
6（Search +）／5（Search -）ボタンを押すごとに、下記の順に切り替わります。

SEARCH 1 + → SEARCH 2 + → SEARCH 3 + → PLAY → SEARCH 1 + 

→ SEARCH 1 ‒ → SEARCH 2 ‒ → SEARCH 3 ‒ → PLAY → SEARCH 1 ‒ →

サーチモード モニター画面表示 FL DISPLAY表示 動作

SEARCH 1 +/‒
（+）1 Search + （+）1 6 2倍速で早送り
（‒）1 Search ‒ （‒）1 5 2倍速で早戻し

SEARCH 2 +/‒
（+）2 Search + （+）2 6 4倍速で早送り
（‒）2 Search ‒ （‒）2 5 4倍速で早戻し

SEARCH 3 +/‒
（+）3 Search + （+）3 6 10倍速で早送り
（‒）3 Search ‒ （‒）3 5 10倍速で早戻し
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iPod 操作

本機は第 5世代以降の iPod および iPod nano、
iPod classic、iPod touch、iPhone と接続すると、
iPod から音声がデジタル（LPCM）伝送され、より
高音質で再生することができます。

対応する音楽ファイル、対応する iPod/iPhone に
ついては 52ページをご覧ください。

iPod 操作の準備をする

（本機で操作する場合）

1.

 1. INPUT SELECTORつまみを回してUSBを選択
します。

（リモコンで操作する場合）

1.

 1. USBボタンを2回続けて押します。
 2. トップメニュー画面が表示されます。

メインインフォメーション表示

U S B :

   N O  D E V I C E

q→

w→

q ファンクション表示：
 ファンクション名を表示します。

w ステータス表示：
 USB機能の状態を表示します。また、エラーメッ
セージも表示します。（51ページ参照）

モニター画面表示（トップメニュー）

USB Audio

Enter : Exit : 

No device-30dB

:

q

r

w

e

q ファンクション表示：
 ファンクション名を表示します。

w ステータス表示：
 USB機能の状態を表示します。（51ページ参照）

e ボリューム表示：
 ボリュームレベルを表示します。

r ガイダンス表示：
 操作キーの説明を表示します。

ご注意

• 本機のモニター画面、FL DISPLAYに表示す
る文字はASCII文字のみです。それ以外の
文字は“＊”に変換して表示します。

• 10分間操作がない場合、モニター画面はスク
リーンセーバー表示に変わります。

• トップメニューを表示しているとき、本機の
ENTERボタンを3秒以上押し続けると、スク
リーンセーバーを有効または無効に切り替
えることができます。

iPod操作
3/4
（リモコン、本機） カーソルの移動

2
（リモコン、本機） 下位アイテムに移動

1
（リモコン、本機） 上位アイテムに移動

ENTER
（リモコン、本機）

カーソル位置がアイテムの
場合、選択したアイテム内に
移動
カーソル位置が曲の場合、選
択した曲を再生

EXIT
（リモコン、本機） 停止

9（STOP）
（リモコン） 停止

TOP
（リモコン） 最上位

PAGE + / ‒ 
（リモコン）

（+）次ページ
（‒）前ページ

2（PLAY）
（リモコン） 再生

; (PAUSE）
（リモコン） 一時停止

∞ / §（SKIP）
（リモコン）

（§）次の曲を再生
（∞）前の曲を再生

∞ / §（SKIP）
（リモコン）

（6）早送り
（5）早戻し
（押し続け）

INFO
（リモコン）

リモートモードの場合リス
ト画面／ステータス画面を
切り替え
ダイレクトモードの場合
AUX VIDEO入力画面／ス
テータス画面を切り替え

 REPEAT
（リモコン） リピート（繰り返し）

 RANDOM
（リモコン） シャッフル

MENU
（リモコン） 上位アイテムに移動

SETUP/MODE
（リモコン）

ダイレクト／
リモートモードの切り替え

• リモコンで操作をおこなうときは、USBボタン
を 1回押して、リモコンをUSBモードに切り替
えてください。

応用操作

リモコン

本機

SR6004_F_02.indd   48SR6004_F_02.indd   48 09.9.11   4:26:53 PM09.9.11   4:26:53 PM



49

各
部
の
名
称

基
本
接
続

基
本
操
作

応
用
接
続

応
用
操
作

困
っ
た
と
き
は

そ
の
他

シ
ス
テ
ム
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

応
用
操
作

応用操作

iPodを接続する

本機は iPod を操作するためにダイレクトモード、
リモートモードの 2 つの操作モードがあります。
本機の電源投入後はダイレクトモードになります。

 1. 本機のフロントパネルの USB端子に iPodを
接続します。

  iPodを検出すると、ファンクション表示が
USBからiPodに変わります。

 2. 本機のメインインフォメーションに現在再生
中、および一時停止中の曲情報を表示します。

なお、モニターには、フロントパネル内のAUXの
ビデオ入力端子に接続されたビデオ機器の映像を
出力することが可能です。（ダイレクトモードのみ）

ご注意

• 対応するiPodについては、52ページを参照し
てください。

• ダイレクトモードはiPod第5世代およびiPod 
nano第１世代には対応しておりません。こ
れらのiPodを接続したときは”Press MODE 
key”が表示されます。MODEボタンを押し
てリモートモードに変更してご使用くださ
い。（モード切り替えは50ページ参照）

• HDMIでTVを接続している場合にはINFO
ボタンを押してから表示が切り替わるまで時
間を要する場合があります。

• AUX INPUTに接続されたVIDEO再生機器
によっては再生開始時に頭切れを起こす場
合があります。

メインインフォメーション表示

i P o d : A r t i s t  n a

 ;    T i t l e  n a m

q→

w→

q ファンクション表示/アーティスト名：
 ファンクション名とアーティスト名を表示します。

w ステータス表示/タイトル：
 再生の状態とタイトルを表示します。

iPod 内の曲を再生する（ダイレクトモード）

このモードは iPod 本体で操作するモードです。

iPod の基本操作は本機のリモコンでも可能です。

3.

4.

1.2.

 1. 再生したい場合は2ボタンを押します。

 2. 一時停止したい場合は;ボタンを押します。

  再生中に次の曲に移りたい場合は § ボタン
再生中に頭出し、または前の曲に移りたい場
合は ∞ ボタンを押します。

 3. 停止したい場合は7ボタンを押します。

 4. 3/4、ENTER、MENUボタンで操作することが
できます。

ステータス画面を見る

ダイレクトモード中は、通常AUX入力端子からの
映像をモニターへ出力しますが、このときに現在
再生している曲の情報（ステータス画面）を見るこ
とができます。

1.

 1. INFOボタンを押すたびに、ステータス画面と
AUX入力端子からの映像が切り替わります。

モニター画面表示（ステータス画面）

iPod

Track

Title:

Artist:

Album:

08/26

Title name

Artist name

Album name

Elapsed

Duration

00:00

03:26

iPod

Enter :  Exit :  

Pause-30dB

 :  

q

e
r
t

y
u

!1
i

w

o
!0

q ファンクション表示：
 ファンクション名を表示します。

w 現在の曲番号/総数：
 現在再生している曲番号、現在のアイテム内の
総局数を表示します。

e タイトル名表示：
 再生ファイルのタイトル名を表示します。タグ
情報がない場合は、ファイル名を表示します。

r アーティスト名表示：
 再生ファイルのアーティスト名を表示します。
 アーティスト名がない場合は、「Unknown 
Artist」と表示します。

t アルバム名表示：
 再生ファイルのアルバム名を表示します。アルバ
ム名がない場合は、「Unknown Album」と表示し
ます。

y 経過時間：
 再生ファイルの経過時間表示。

u 総時間:
 再生ファイルの総時間表示。

i リピート／シャッフルステータス：
 リピート、シャッフルの状態表示。OFFのとき
は表示しません。

o 再生ステータス：
 現在選択されているファイルの再生ステータス
を表示します。

!0 ボリューム表示：
 ボリュームレベルを表示します。

!1 ガイダンス表示：
 操作ボタンの説明を表示します。

アイコン表示

：曲

：アーティスト

：アルバム

：経過時間

：総時間

：全曲リピート

：1曲リピート

：曲をシャッフル

：アルバムをシャッフル

ご注意

リピート／シャッフルアイコンは正しく表示
されない場合があります。
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iPod 内の曲を再生する（リモートモード）

モニター画面を見ながら曲を選択したい場合はリ
モートモードに変更してください。（50 ページ参
照）尚、この時 iPod 本体での操作ができなくなり
ます。

3.

4.

5.
1.
3.

1.
3.

2.

 1. 再生したい曲を選び、ENTERまたは 2ボタン
を押します。

  ステータス表示画面が表示され、タイトル、
リストの順に曲の再生を開始します。

 2. 一時停止したい場合は;ボタンを押します。

 3. 再生中に別のファイルを再生したい場合は、
MENUボタンまたは 1ボタンを押し、アイテ
ム表示します。

  3/4ボタンで任意の曲まで移動し、ENTERま
たは2ボタンを押します。

 4. 再生を停止したい場合は、7ボタンを押しま
す。

 5. リスト画面表示中にステータス画面に戻り
たい場合は、INFOボタンを押します。

メインインフォメーション表示

i P o d : T O P  M E N U

 9    P l a y l i s t s

q→

w→

q ファンクション表示／上位アイテム名：
 ファンクション名と上位のアイテム名を表示し
ます。

w カーソル情報：
 現在選択されている曲やアイテム名を表示しま
す。

モニター画面表示 (アイテムリスト)
iPodiPod

[ 1/8 ]

: Browse Enter : Select Exit :  

Stop-30dB

Top Menu

Playlist

Artists

Albums

Genres

Songs

Composers

Audiobooks

Podcasts

q
w e

u

t

r

y
i

q ファンクション表示：
 ファンクション名を表示します。

w 上位アイテム名：
 上位のアイテム名を表示します。

e リスト番号／総数：
 ［カーソル位置のリスト番号／アイテムまたは
曲の総数］を表示します。

r アイテム、曲リスト：
 アイテムまたは曲のリストを表示します。

t 選択カーソル：
 アイテムまたは曲を選択します。

y 再生ステータス：
 再生中ファイルの再生ステータスを表示しま
す。

u ページインジケーター：
 リストのページアップ／ダウンが可能な時に表
示がでます。

i ガイダンス表示：
 操作ボタンの説明を表示します。

アイコン表示

：アイテムアイコン

繰り返し聴く（リピート再生）

iPod 本体のリピート設定を変更します。

リモコンの REPEATボタンを押すごとに、下記の
順で切り替わります。

1OFF ALL

曲をシャッフルして聴く（シャッフル再生）

iPod 本体のシャッフル設定を変更します。

リモコンの RANDOMボタンを押すごとに、下記の
順で切り替わります。

SongsOFF Albums

聴きたい部分を再生する（サーチ）

再生中にリモコンの5、6ボタンを押し続けると、
サーチを開始します。

iPod の操作モードを変更する

1.

 1. SETUP/MODEボタンを押します。
  iPod操作モードが変わります。
  （ダイレクトモード⇔リモートモード）

リモートモード中に iPodを本機から取り外したり、
本機の電源を切った場合はダイレクトモードに戻り
ます。

モニター画面表示（リモートモード切り替え時）

iPodiPod

[ 1/8 ]

: Browse Enter : Select Exit :  

Stop-30dB

Top Menu

Playlist

Artists

Albums

Genres

Songs

Composers

Audiobooks

Podcasts

モニター画面表示（ダイレクトモード切り替え時）

iPodiPod

[ 01/18 ]

: Browse Enter : Select 

(AUX input - video)

Exit :  

Stop-30dB

Top menu

Playlist

Artist

Albums

Genres

Songs

Composers

Audiobooks

Podcasts

ダイレクトモード中は、本機前面のAUX端子に入
力されている映像を出力します。

応用操作
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その他 (USB / iPod)

ステータス表示

FL ディスプレイに下表のような表示をした場合は本機は以下の様な状況になっています。

FLディスプレイ表示 モニター画面表示 状況

N O  D E V I C E No device
USBメディアまたはiPodが正し
く接続されていません。

C H E C K  D E V I C E Check device
認識できないデバイスが接続さ
れています。

C H E C K  F S Check FS

対応していないファイルシステ
ムのUSBメディアが接続されま
した。

! O V E R  C U R R E N T ! !Over current!
本機のUSB端子の過電流保護が
はたらきました。

N O  A U D I O  F I L E No audio fi le

再生できるファイルが記録され
ていないUSBメディアが接続さ
れました。

C H E C K  F I L E Check fi le
本機が、再生できないファイルを
再生しようとしました。

P R E S S  T O P  K E Y Press top key
ファイルの読み込みを失敗しま
した。

P R E S S  M O D E  K E Y Press mode key
ダイレクトモードで正しく動作
しないiPodが接続されました。

C H E C K  i P o d Check iPod iPodを正しく検出できません。

対応メディア (USB)

• 本機の USB端子とパソコンを接続しないでください。本機のUSB端子にパソコンから音楽を入力で
きません。

• USBカードリーダーに挿したメディアは、ご使用できない場合があります。

• ご使用になるUSBメディアによっては、読み込みに時間がかかる場合があります。

• ご使用になるUSBメディアによっては、正しく内容を読み込めない場合や、電源が正しく供給されない
場合があります。

• USBメディアの使用に際して、データの損失や変更、メディアの故障などが発生した場合、弊社は一切
責任を負うことが出来ませんので、あらかじめご了承ください。USBメディアに保存されているデー
タは、本機でご使用になる前にバックアップを取っておくことをお勧めします。

規格 USB 2.0 Full - Speed準拠

接続対象

USBマス・ストレージ・クラス対応機器
－ USB Flash メモリ（256MB以上に対応）
－ USB 接続 HDD
－ 携帯Audio PlayerをUSBメモリとして使用した場合

サブクラス SCSI

対応ファイルシステム

• USBメディアが複数のパーティションで区切られている場合、本機では最初のパーティションだけを読
み込むことができます。また、パーティションの構成によっては、正しく読み込めない場合があります。

フォーマット FAT16 / FAT32
階層 再生できるフォルダ階層は、ルートを除く8階層まで
パーティション 先頭のパーティションで255GByte以内の基本領域
最大フォルダ数 700
最大ファイル数 65535
最大フォルダ文字数 64 Byte（VFAT ロング・ネーム対応）
最大ファイル文字数 640Byte（VFAT ロング・ネーム対応）拡張子（.xxx）含む
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再生可能なファイルフォーマット

• 著作権保護された音声ファイルは本機では再生できません。

• プレイリストには対応していません。

• 選択した音楽ファイルが、本機に対応しているフォーマットで記録されていても再生できない場合や
ノイズを出力する場合があります。

対応規格 拡張子 文字情報対応 規格 対応範囲

MP3

mp3 ID3V1/ID3V2 MPEG-1 Layer-III
サンプリング周波数 32kHz ‒ 48kHz

ビットレート 32kbps ‒ 320kbps
(CBR/VBR)

mp3 ID3V1/ID3V2 MPEG-2 LSF Layer-III

サンプリング周波数 16kHz ‒ 24kHz

ビットレート 8kbps ‒ 160kbps
(CBR/VBR)

WMA wma WMA Tag
Microsoft Windows
Media Audio 9.2準
拠

サンプリング周波数 32kHz ‒ 48kHz

ビットレート 8kbps ‒ 160kbps (CBR)
Peak 384kbps (VBR)

AAC m4a
AAC ヘッダ
（iTunes コン
テンツ情報）

MPEG-2/4 AAC LC
サンプリング周波数 8kHz ‒ 48kHz

ビットレート 8kbps ‒ 320kbps
(CBR/VBR)

WAV wav None RIFF Waveform 
Audio　Format

サンプリング周波数 32kHz ‒ 48kHz

ビット数 16bit

iPod の再生について

• 対応iPod
 Made for
• iPod touch (2nd generation)
• iPod touch (1st generation)
• iPod classic
• iPod with video
• iPod nano (4th generation)
• iPod nano (3rd generation)
• iPod nano (2nd generation)
• iPod nano (1st generation)

 Works with
• iPhone
• iPhone 3G

• 接続する iPodの機種によっては、一部動作が異
なる場合があります。

• iPodのソフトウェアが古いと正常に動作しない
ことがあります。必ず最新のiPodソフトウェア
でお使いください。

• iPodは、著作権のないマテリアル、または法的に
複製・再生を許諾されたマテリアルを個人が私
的に複製・再生するために使用許諾されるもの
です。著作権の侵害は法律上禁止されています。

• 本機からiPodのイコライザーを操作することは
できません。本機にiPodを接続する前に、iPod
のイコライザーを「オフ」に設定することをお勧
めします。

• iPodのクリック音の設定は「Off」または「スピー
カー」をお勧めします。

• 本機とiPodを組み合わせてご使用の際、iPodの
データに不具合が生じても、データの補償はい
たしかねますので、あらかじめご了承ください。

• iPodで再生可能なファイル（AAC、MP3、Apple
ロスレス、WAV、AIFF）であれば本機で再生可能
です。
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ゾーンシステム

ゾーンシステム機能は、本機の設置場所（メイン
ゾーン）以外の部屋でメインゾーンと同じ、もしく
は異なるソースを聴くことができます。
ゾーンシステム機能をお使いになるには、本機の
ゾーンA出力端子またはゾーンB出力端子をゾー
ン用アンプと接続してください。

メインゾーンでサラウンドバックスピーカーまた
は、スピーカーC（詳細は 18ページを参照）をご使
用になられない場合は、サラウンドバック用のアン
プを使用した、ゾーンスピーカーシステムを使用す
ることができます。

本機はソース・セレクター、スリープ・タイマー、
リモートコントロールなどのゾーンシステム機能に
対応しています。

ゾーン出力端子を使用したゾーン再生

3. 4.

1.
5.
3.
5.

4.

 1. リモコンのZONE Aボタンを押します。
 2. 本機は ZONE設定モードに入り、以下のよう

な表示が10秒間表示されます。

→ Z A  D V D  - 1 8 d B

　 Z B  D V D ( D 2 )

 3. 本機またはリモコン（アンプモードに設定）
のカーソルボタン3/4を押してZA（ゾーンA）
またはZB（ゾーンB）を選択します。

 4. 本機の INPUT SELECTORつまみまたはリモコ
ンのソースボタンで入力ソースを選択します。

 5. ゾーン Aの場合はさらに本機の VOLUMEつ
まみまたはリモコンの VOLUME +/‒ボタン
で音量を調節します。

ご注意

• ゾーンAではHDMIまたはデジタル入力（光
または同軸接続されたソースは使用できま
せん。）ゾーンBではデジタル入力（光または
同軸接続されたソースのみ使用できます。）

• スリープタイマーやモノラル出力などの機
能はメインメニューで設定してください。
（34ページ参照）

• ゾーンBの音量は本機で調整することはで
きません。ゾーンBに接続したアンプで調
整してください。

• コンポーネントビデオ出力をメインゾーンで
使用しない場合には、ゾーンA用として使用
することができます。33ページを参照して
ください。

 6. ゾーン機能を解除するには、手順 4.で入力
ソースにOFFを設定します。

ゾーンスピーカーA端子を使用した
ゾーン再生

サラウンドバックスピーカーおよびスピーカーCを
使用しない場合、ゾーンスピーカーA端子に別室の
スピーカーを接続して音楽を聴くことができます。

3. 4.

1.
5.

3.
5.

4.

 1. リモコンの Z.SPKR（ゾーンスピーカー）ボタ
ンを押します。

 2. ゾーンスピーカーA設定モードに入り下記の
ような表示が10秒間あらわれます。

  ゾーンスピーカーAを選択したときの表示

Z S A  D V D  - 1 8 d B

 3. 本機の INPUT SELECTORつまみまたはリモコ
ンのソースボタンで聴きたいソースを選択
します。

 4. 本機の VOLUMEつまみまたはリモコンの
VOLUME＋ /－ボタンを押して音量を調整し
ます。

 5. ゾーンスピーカーA機能を解除するにはもう
一度Z.SPKRボタンを押します。

  MULTIインジケーターが消灯します。

ご注意

• ゾーンスピーカーAは、HDMIまたはデジタ
ル入力（光または同軸）接続されたソースは
使用できません。

• スリープタイマーやモノラル出力などの機
能はメインメニューで設定してください。
（34ページ参照）

ゾーンスピーカーAについて

• ゾーンスピーカー Aとゾーン Aを別々のソース
で同時に使用することはできません。

• ゾーンスピーカーAを使用するには、スピーカー
セットアップメニューで「Surround Back」（サ
ラウンドバックスピーカー）を「Zone SPKR」に
設定してください。（29ページ参照）

• ゾーンスピーカーAは、スピーカーCと同時には
使用できません。リアパネルのSPEAKER Cス
イッチをOFFにしてください。（18ページ参照）

• ゾーンスピーカー Aが使用できない場合に
Z.SPKRボタンを押すと「Check! Height or 
Surr. Back Speakers」（ハイトスピーカーまた
はサラウンドバックスピーカーをチェックして
ください）と表示されます。
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リモコンでマランツ製AV機器を操作する

付属リモコンを使って、マランツ製品の基本操作をおこなうことができます。

 1. ソースボタンを押してリモコンを操作したいソース機器のモードに切り替えます。
 2. 以下の表を参照し、各操作ボタンを押してソース機器を操作します。

• 各ソース機器の詳細な操作については各ソース機器の取扱説明書を参照してください。
• 一部のソース機器は本リモコンから操作できないことがあります。

応用操作

DVDモード

(*)  これらのボタンには、他社製品のプリセット
コードライブラリーはありません。

SOURCE ON/OFF プレーヤーの電源オン／スタンバイ
STANDBY プレーヤーの電源スタンバイ(*)
POWER ON プレーヤーの電源オン(*)
HDMI アンプモードの機能が有効
ZONE A/B アンプモードの機能が有効
Z.SPKR アンプモードの機能が有効
A/D アンプモードの機能が有効
ATT アンプモードの機能が有効
SPKR A/B アンプモードの機能が有効
7.1 アンプモードの機能が有効
SOURCE アンプモードの機能が有効
AMP アンプモードの機能が有効
INPUT 3/4 アンプモードの機能が有効

SETUP プレーヤーの設定メニュー
を呼び出し(*)

DISPLAY アンプモードの機能が有効
MUTE アンプモードの機能が有効
SURR アンプモードの機能が有効
VOLUME+/‒ アンプモードの機能が有効
TOP トップメニューを呼び出し(*)
INFO ディスク情報を表示(*)
カーソル カーソルを移動
ENTER 選択した項目を決定

MENU プレーヤーのディスクメニュー
を呼び出し

EXIT プレーヤーの設定メニューを終了(*)
MACRO マクロモードを選択
8 一時停止
2 再生
7 停止
∞/§ チャプターまたはトラックの移動
5/6 早戻し／早送り
0-9,+10 数字を入力(*)
T.TONE（CLR） 入力を取り消し(*)
REPEAT リピート再生(*)
RANDOM ランダム再生(*)
TV POWER テレビの電源オン／オフ
TV INPUT テレビの入力切り替え
TREBLE-/+ アンプモードの機能が有効
BASS-/+ アンプモードの機能が有効

DSS（衛星放送チューナー）モード

(*)  これらのボタンには、他社製品のプリセット
コードライブラリーはありません。　

SOURCE ON/OFF 衛星チューナーの電源オン／スタンバイ
HDMI アンプモードの機能が有効
ZONE A/B アンプモードの機能が有効
Z.SPKR アンプモードの機能が有効
A/D アンプモードの機能が有効
ATT アンプモードの機能が有効
SPKR A/B アンプモードの機能が有効
7.1 アンプモードの機能が有効
SOURCE アンプモードの機能が有効
AMP アンプモードの機能が有効
INPUT 3/4 アンプモードの機能が有効
DISPLAY アンプモードの機能が有効
MUTE アンプモードの機能が有効
SURR アンプモードの機能が有効
VOLUME+/‒ アンプモードの機能が有効

INFO 衛星放送チューナーの情報
を表示(*)

カーソル カーソルを移動
ENTER 選択した項目を決定
MENU メニューを呼び出し
EXIT メニューを終了(*)
MACRO マクロモードを選択
0-9 数字を入力
T.TONE（CLR） 入力を取り消し(*)
TV POWER テレビの電源オン／オフ
TV INPUT テレビの入力切り替え

BASS/CH 衛星放送チューナ－チャン
ネルアップ／ダウン

BDモード

(*)  これらのボタンには、他社製品のプリセット
コードライブラリーはありません。

SOURCE ON/OFF プレーヤーの電源オン／スタンバイ
STANDBY プレーヤーの電源スタンバイ(*)
POWER ON プレーヤーの電源オン(*)
HDMI アンプモードの機能が有効
ZONE A/B アンプモードの機能が有効
Z.SPKR アンプモードの機能が有効
A/D アンプモードの機能が有効
ATT アンプモードの機能が有効
SPKR A/B アンプモードの機能が有効
7.1 アンプモードの機能が有効
SOURCE アンプモードの機能が有効
AMP アンプモードの機能が有効
INPUT 3/4 アンプモードの機能が有効

SETUP プレーヤーの設定メニュー
を呼び出し(*)

DISPLAY アンプモードの機能が有効
MUTE アンプモードの機能が有効
SURR アンプモードの機能が有効
VOLUME+/‒ アンプモードの機能が有効
TOP トップメニューを呼び出し(*)
INFO ディスク情報を表示(*)
カーソル カーソルを移動
ENTER 選択した項目を決定

MENU プレーヤーのディスクメニュー
を呼び出し

EXIT プレーヤーの設定メニューを終了(*)
MACRO マクロモードを選択
8 一時停止
2 再生
7 停止
∞/§ チャプターまたはトラックの移動
5/6 早戻し／早送り
0-9,+10 数字を入力(*)
T.TONE（CLR） 入力を取り消し(*)
REPEAT リピート再生(*)
RANDOM ランダム再生(*)
TV POWER テレビの電源オン／オフ
TV INPUT テレビの入力切り替え
TREBLE-/+ アンプモードの機能が有効
BASS-/+ アンプモードの機能が有効
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TV（テレビ）モード

(*)  これらのボタンには、他社製品のプリセット
コードライブラリーはありません。

SOURCE ON/OFF テレビの電源オン／スタンバイ切り替え
STANDBY テレビの電源をスタンバイ(*)
POWER ON テレビの電源オン(*)
HDMI アンプモードの機能が有効
ZONE A/B アンプモードの機能が有効
Z.SPKR アンプモードの機能が有効
A/D アンプモードの機能が有効
ATT アンプモードの機能が有効
SPKR A/B アンプモードの機能が有効
7.1 アンプモードの機能が有効
SOURCE アンプモードの機能が有効
AMP アンプモードの機能が有効
INPUT 3/4 アンプモードの機能が有効
DISPLAY アンプモードの機能が有効
MUTE アンプモードの機能が有効
SURR アンプモードの機能が有効
VOLUME+/‒ アンプモードの機能が有効
INFO テレビの情報表示(*)
カーソル カーソルを移動(*)
ENTER 選択した項目を決定(*)

MENU テレビの設定メニューを呼
び出し(*)

EXIT テレビの設定メニューを終
了(*)

MACRO マクロモードを選択
0-9,+10 数字を入力(*)
T.TONE（CLR） 入力を取り消し(*)
TV POWER テレビの電源オン／オフ
TV INPUT テレビの入力切り替え

BASS/CH テレビのチャンネルアップ
／ダウン

CDモード

(*)  これらのボタンには、他社製品のプリセット
コードライブラリーはありません。

SOURCE ON/OFF CDの電源オン／スタンバイ
STANDBY CDの電源スタンバイ(*)
POWER ON CDの電源オン(*)
HDMI アンプモードの機能が有効
ZONE A/B アンプモードの機能が有効
Z.SPKR アンプモードの機能が有効
A/D アンプモードの機能が有効
ATT アンプモードの機能が有効
SPKR A/B アンプモードの機能が有効
7.1 アンプモードの機能が有効
SOURCE アンプモードの機能が有効
AMP アンプモードの機能が有効
INPUT 3/4 アンプモードの機能が有効
DISPLAY アンプモードの機能が有効
MUTE アンプモードの機能が有効
SURR アンプモードの機能が有効
VOLUME+/- アンプモードの機能が有効
INFO アンプモードの機能が有効
ENTER 選択した項目を決定(*)
MENU メニューを呼び出し(*)
MACRO マクロモードを選択
8 一時停止
2 再生
7 停止
∞/§ トラックの移動
5/6 早戻し／早送り
0-9,+10 数字を入力(*)
T.TONE(CLR) 入力を取り消し(*)
REPEAT リピート再生(*)
RANDOM ランダム再生(*)
TV POWER テレビの電源オン／オフ
TV INPUT テレビの入力切り替え
TREBLE-/+ アンプモードの機能が有効
BASS-/+ アンプモードの機能が有効

M-XPモード
HDMI アンプモードの機能が有効
ZONE A/B アンプモードの機能が有効
Z.SPKR アンプモードの機能が有効
A/D アンプモードの機能が有効
ATT アンプモードの機能が有効
SPKR A/B アンプモードの機能が有効
7.1 アンプモードの機能が有効
SOURCE アンプモードの機能が有効
AMP アンプモードの機能が有効
INPUT 3/4 アンプモードの機能が有効
DISPLAY アンプモードの機能が有効
MUTE アンプモードの機能が有効
SURR アンプモードの機能が有効
VOLUME+/- アンプモードの機能が有効
INFO アンプモードの機能が有効
MACRO マクロモードを選択
8 一時停止
2 再生
7 停止
∞/§ トラックの移動
5/6 早戻し／早送り
TV POWER テレビの電源オン／オフ
TV INPUT テレビの入力切り替え
TREBLE-/+ アンプモードの機能が有効
BASS-/+ アンプモードの機能が有効
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リモコンの基本操作

通常モード

（マランツ製のAV機器を操作するとき）
このリモコンには、マランツ製のBD、DVD、VCR
（ビデオデッキ）、DSS（衛星放送チューナー）、CD、
CD-R、AUX、TUNER、USB、M-XP、AMP（アンプ）
の計 11種類のリモートコードがプリセットされて
います。
マランツ製品をご使用の場合、学習は不要です。
そのままご使用いただけます。

 1. ソースボタンを押します。
  ここでは例としてDVDを押します。
  ソースボタンを 1回押すことでリモコンが押

されたソース用の設定（DVDモード）に変わ
ります。

  アンプの入力ソースを変えるときは、ソース
ボタンを 2回押し（ダブルクリック）します。
コードが送信されてアンプのソースが DVD
に変わります。

バックライト設定

リモコンの側面にあるライトボタンを押すと、リモ
コンのバックライトが点灯します。点灯中に再度
ボタンを押すと、バックライトがさらに 2秒間点
灯します。
バックライトを点灯させないようにするには、SET
ボタンと STANDBYボタンを  表示が 2回点滅す
るまで同時に長押しします。
バックライトを点灯させるようにするには、SETボ
タンと ONボタンを  表示が 2回点滅するまで同
時に長押しします。初期設定ではバックライトは
点灯します。

プリセットモード

（マランツ製以外のAV機器を操作するとき）
このリモコンにはマランツ製以外のAV機器のリモ
コンコードがプリセットされています。
プリセットされているコードは、TV、CD、DVD、
DSS、BDです。設定は 2つの方法でおこなうこと
ができます。
プリセットコードは、リモコンの各ソースボタンに
次のように設定されます。

プリセットされているメーカー、機器、セットアッ
プコードなどの設定については、巻末のセットアッ
プコードリストをご覧ください。
リモコンのソー
ス名

プリセットコー
ド 機器名

TV TV テレビ

DVD DVD DVDプレー
ヤー

CD CD CDプレーヤー

DSS 衛星放送チュー
ナー

衛星放送
チューナー機器

BD BD Blu-ray Disc
プレーヤー

重要

• 一部の機器では付属リモコンのセットアッ
プコードでは対応できない場合があります。
その場合は学習モードを使用してリモート
コードを学習させてください。

• プリセットコードはすべての機能を網羅し
ているわけではありません。機能の追加が
必要な場合は、学習モードを使用して追加機
能を記憶させてください。

• 電池の残量が少ない状態ではプリセット
コードの設定ができない場合があります。

4桁のコードの入力による設定

1.

1.

2.

 1. プリセットコードを設定したいソースボタ
ンとSETボタンを  表示が2回点滅するまで
同時に長押しします。バックライトが点滅
し続けます。

 2. 巻末に記載されているコード表を参照し、ご
使用の機器に対応した 4桁のコードを数字ボ
タンで入力します。

  表示部に4桁のコードが表示されます。

  設定が完了すると、表示部に“OK”と表示され
ます。

ご注意

表示部に“NG”と表示された場合は、手順 1
と 2 を繰り返し、同じコードをもう 1度入力
してください。

コード表をスキャンして設定する

2.
3.

2.

3.

5.

 1. プリセットコードを設定したい機器の電源
をオンにします。

 2. 設定したい機器と対応したソースボタンと
SETボタンを  表示が 2回点滅するまで同時
に長押しします。

  バックライトが点滅し続けます。

 3. リモコンを設定したい機器のリモコン受光
部へ向け、INPUT 3ボタンと SOURCE ON/
OFFボタンを交互にゆっくりと押します。

  表示部にプリセットコードが表示されます。

 4. 操作したい機器の電源がオフになったらボ
タンを押すのをやめます。

 5. ENTERボタンを押すとコードの設定が完了
します。
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設定したプリセットコードを確認する

1. 2.

3.
4.1.

 1. 操作したい機器のソースボタンとSETボタン
を  表示が2回点滅するまで同時に長押しし
ます。バックライトが点滅し続けます。

 2. INFOボタンを押します。
    表示が2回点滅します。

 3. 設定したコードの全桁が表示部に 3秒間表示
されます。

設定したコードをリセットする

1.

1.

2.

 1. 操作したい機器のソースボタンとSETボタン
を  表示が2回点滅するまで同時に長押しし
ます。

  バックライトが点滅し続けます。

 2. 以下の 4桁のコードを押してリセットしま
す。

  TV : 1000
  DVD : 2000
  CD : 3000
  DSS : 4000
  BD : 5000

ご注意

リセットが完了すると、選択したソースボタ
ンは初期設定に戻ります。

学習モード

このリモコンには他のリモコンのリモートコードを
学習・記憶させることができます。
リモートコードを学習・記憶していない場合、リ
モコンは初期設定のマランツ・プリセットコード、
またはお客様が設定された別メーカーのAV機器の
リモートコードのいずれかを送信します。
リモコン信号の受光部はリモコンの上部にありま
す。

ご注意

• このリモコンは約160のリモートコードを学
習することができます。

• 電池の残量が少ない状態では学習手順を正
しく操作できないことがあります。

学習手順

 1. 約 5cm離して他のリモコンの赤外線送信部
が付属リモコンの受光部に向くようにリモ
コンを置きます。

5 cm

 2. LEARN表示が点滅するまで SETボタンと
SETUPボタンを同時に長押しします。

 3. ソースボタンを押して入力ソースを選択し
ます。ソース名が表示部に表示されます。

 4. 付属リモコンに学習させたいボタンを押し
ます。

• LEARN表示が点滅しなくなります。

ご注意

• ソースボタン、マクロボタン、HDMIボタンに
はリモートコードを学習させることはできま
せん。

• チューナーモード、アンプモード、USBモー
ド、M-XPモード時にはリモートコードを学
習させることはできません。

 5. 表示部に“OK”と表示されるまで送信側リモ
コンのボタンを押し続けて学習させます。

• 表示部に“NG”と表示された場合はこの手順
をもう一度実行してください。

• リモコンのメモリーがいっぱいの場合は、
表示部に“FULL”と表示されます。さらに
コードを学習させたい場合は既に学習済み
の他のボタンを削除してください。

 6. 手順 4と 5を繰り返して同じ入力ソースの他
のボタンを学習させます。

 7. 手順 3から 6を繰り返して他の入力ソースを
学習させます。

 8. リモコンのプログラムが終わったらSETボタ
ンを押します。LEARN表示が消え、学習モー
ドが終了します。

ご注意

• 表示部に再度“NG”と表示された場合は、付属
リモコンでは利用できない転送コードである
か、転送信号がノイズで妨げられています。

• 学習モードで約1分間どのボタンも押さない
と、自動的に学習モードが終了します。
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プログラムされたコードの削除
（初期設定に戻す）

リモートコードは、「ボタンごと」、「ソースごと」、
「すべての記憶内容」の 3つの方法で削除すること
ができます。

ボタンごとのコードを削除する

 1. LEARN表示が点滅するまで SETボタンと
SETUPボタンを同時に長押しします。

 2. ソースボタンを押し、削除するソースを選択
します。

• ソース名が表示部に表示されます。

 3. HDMIボタンを押したままの状態で、削除す
る学習済みのボタンを2回押します。

• 表示部に“ERASE”と表示され、学習モードに
戻ります。

 4. 通常モードに戻るには SETボタンを押しま
す。

ソースごとのコードを削除する

 1. LEARN表示が点滅するまで SETボタンと
SETUPボタンを同時に長押しします。

 2. HDMIボタンを押したままの状態で、削除す
る学習済みのソースボタンを2回押します。

• 表示部に“ERASE”と表示されます。

 3. 削除を続けるにはENTERボタンを押します。
•  表示が2回点滅して学習モードに戻りま
す。

• 削除操作をキャンセルする場合は、ENTER
ボタンを押さず他のボタンを押してくださ
い。

 4. 通常モードに戻るには SETボタンを押しま
す。

すべてのソースを削除する

 1. LEARN表示が点滅するまで SETボタンと
SETUPボタンを同時に長押しします。

 2. HDMIボタンを押したままの状態で、POWER 
ONボタンとSTANDBYボタンを押します。

• 学習表示が点灯します。

 3. 削除を続けるにはENTERボタンを押します。
• 表示部に“ERASE”と表示され、学習モードに
戻ります。

• 削除操作をキャンセルする場合は、ENTER
ボタンを押さず他のボタンを押してくださ
い。

 4. 通常モードに戻るには SETボタンを押しま
す。

ご注意

リモートコードを削除すると、初期設定に戻
ります。

応用操作
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マクロモード

マクロのプログラム

マクロを使用すると、通常は複数回のボタン操作
を必要とする複雑な一連の操作を１つのファンク
ションボタンでおこなうことができます。
1つのマクロには最大 10ステップの操作をプログ
ラムできます。
例えば次のように連続動作させることができます。

• 本機の電源をオンにする
↓

• 入力ソースをDVDに切り替える
↓

• TVの電源をオンにする
↓

• DVDプレーヤーを再生する

• マクロのプログラム中は信号は送信されません。

• マクロを構成する各ステップは、初期設定では、
1秒間隔に順次送信されるよう設定されていま
す。この間隔は、セットアップモードを使用し
て0.5秒から5秒に設定できます｡

• マクロモードでは、マクロのリスト番号とス
テップ番号が表示されます。

• マクロは6リスト分プログラムできます。
 MACROボタン ＋ 数字ボタン
 （例：マクロリスト番号1の場合
 　　　　　　　　　　→ MACROボタン ＋ 1）

マクロのプログラム方法

1.

3.

1.
3.

4.

2.

 1. LEARN・MACRO表示と“MACRO”が表示部に
点滅表示されるまで、SETボタンとMACROボ
タンを同時に長押しします。

 2. 一連の操作をプログラムしたい番号の数字
ボタンを押します。

  1ボタンを押します。

• 表示部に“M1-01”と表示されます。

• 選択したマクロ番号が既にプログラムされ
ている場合は、表示部が点滅します。

 3. マクロとして連続してプログラムしたい操
作のファンクションボタンとコマンドボタ
ンを押します。

  例えば、DVDボタンと PLAYボタンを押しま
す。

  DVDボタンを押します（DVDファンクショ
ン）。

↓
  PLAYボタンを押します（最初のステップを

調整）。

• 表示部にマクロのステップ番号が表示されま
す。この番号はボタンを押すたびに 1つずつ大
きくなります。

• 1つのマクロあたり、順番に最大 10ステップま
でプログラムできます。

ご注意

マクロプログラムでアンプの入力ソースをプ
ログラムする場合は、最初に AMPボタンを
押してからソースボタンを押してください。
（DVD入力の場合：AMP → DVD）

 4. マクロのプログラムが終了したら、表示が通
常モードに戻るまで（LEARN表示とMACRO
表示が消えるまで）、ENTERボタンを長押し
します。

• マクロモードでは、メモリーをプログラム
して最大10ステップまでのマクロを実行す
ることができます。

• MEMOボタン、カーソル、ENTERボタン、
VOLUME+/‒ボタン、CLRボタンにはマクロ
をプログラムできません。

ご注意

プログラム中約 1 分間どのボタンも押さない
と、リモコンは自動的に通常モードに戻りま
す。この場合、メモリーにマクロはプログラ
ムされません。

マクロを確認する

次の手順でマクロを確認します。

3.

1.

1.

5.

2.

 1. LEARN表示・MACRO表示と“MACRO”が表示
部に点滅表示されるまで、MACROボタンと
MENUボタンを同時に長押しします。

 2. 確認する番号の数字ボタンを押します。
  例として、1ボタンを押してマクロ番号1を確

認します。

• LEARN表示・MACRO表示と“M1-01”が点
滅表示されます。

 3. VOLUMEボタンを押します。
• “M1-01”が表示され、LEARN表示が消えま
す。

• プログラムされた操作が送信されます。
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 4. マクロの最後の番号が表示されるまで手順 3
を繰り返します。

• 手順1の表示に戻ります。

• マクロの番号を表示すると、対応するプロ
グラム済みの操作が送信されます。

 5. 通常モードに戻るには、表示部のMACRO表
示が消えるまで ENTERボタンを長押ししま
す。

マクロを編集する

次の手順でマクロを編集します。

4.

2.

1.
3.

3.

 1. LEARN表示・MACRO表示と“MACRO”が表示
部に点滅表示されるまで、MACROボタンと
MENUボタンを同時に長押しします。

 2. 変更する番号の数字ボタンを押します。
  例として、1ボタンを押してマクロ番号1を変

更します。

• LEARN表示・MACRO表示と“M1-01”が点
滅表示されます。

 3. カーソルボタン（3または4）を押して編集す
るマクロの番号を選択します。
• マクロの番号が表示されてから、プログラ
ム済みの操作が表示されます。

• マクロの番号はカーソルボタンで変更でき
ます。

• マクロの設定済みのステップを更新する
には、ソースボタンを押してから新しいス
テップのボタンを押します。元のステップ
は削除され、新しいステップで更新されま
す。

• マクロ内の設定済みのステップの間に新し
いステップを挿入するには、手順3のあと
に、MEMOボタンを押してから、新しいス
テップのボタンを押します。新しいステッ
プを挿入するために、その他のステップの
番号は適宜調整されます。1つのマクロに
は10ステップまでしか記憶できないため、
ステップの合計数が既に10である場合は、
新しいステップを挿入すると10番目のス
テップが削除されます。

• マクロ内のステップを削除するには、手順3
のあとに、削除するステップの番号を呼び
出してCLRボタンを押します。

 4. 手順1に戻るにはENTERボタンを押します。

 5. 通常モードに戻るには、表示部のMACRO表
示が消えるまで ENTERボタンを長押ししま
す。

マクロを使用する

プログラムしたマクロを使うときは、次の手順でお
こないます。

1.

2.

 1. MACROボタンを押します。 
• MACRO表示と“MACRO”が表示部に表示さ
れます。

 2. プログラム済みの番号の数字ボタンを押し
ます。プログラムしたコードが 1つずつ送信
されます。

↓

• マクロがプログラムされていない場合は、
コードは送信されません。

 マクロステップが順次実行されます。
 表示部に表示されるステップ番号は、その
ステップが実行されるときに消えます。

 3. すべてのマクロコマンドが送信されると、リ
モコンは通常のアンプモードに戻ります。

マクロプログラムの例

例1
本機の入力ソースをCDに変更し、CDプレイヤー
内のCDの 3番目のトラックを再生します。

7.
1.
4.
7.
2.

6.

5.

2.

3.

3.
4.
5.

 1. LEARN表示・MACRO表示と“MACRO”が表示
部に点滅表示されるまで、MACROボタンと
SETボタンを同時に長押しします。

 2. “1”ボタンを押します。表示部に“M1-01”と
表示されます。

応用操作
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 3. AMPボタンと CDボタンを押します。表示部
に“M1-02”と表示されます。

  AMPボタンを押します。

↓
  CDボタンを押します。

 4. CDボタンと 3ボタンを押します。表示部に
“M1-03”と表示されます。

  CDボタンを押します。

↓
  3ボタンを押します。

 5. CDボタンと2ボタンを押します。

↓

 6. マクロのプログラムが終了したら、MACRO
表示が消えて通常モードに戻るまで ENTER
ボタンを長押しします。

  ここで、プログラムしたマクロを実行してみ
ます。

 7. MACROボタンと1ボタンを押します。
• マクロコマンドが順次機器に送信されま
す。また、操作の各ステップが表示部に順
次表示されます。

ご注意

マクロプログラムでアンプの入力ソースをプ
ログラムする場合は、最初に AMPボタンを
押してからソースボタンを押してください。
（DVD入力の場合：AMP → DVD）

例2
本機の電源をオンにする

↓
DVDプレーヤーの電源をオンにする

↓
本機の入力ソースをDVDに変更する

↓
DVDプレーヤーを再生する

3.

3.

3.1.

2.
5.

3.1.
5.

4.

 1. LEARN表示・MACRO表示と“MACRO”が表示
部に点滅表示されるまで、MACROボタンと
SETボタンを同時に長押しします。

 2. 2ボタンを押します。表示部に“M2-01”と表
示されます。

 3. 次のボタンを順番に押して、マクロの各ス
テップを設定します。

  （1）AMP → POWER ON.

↓

  （2）DVD → POWER ON.

↓

  （3）AMP → DVD.

↓

  （4）DVD → PLAY.

↓

 4. マクロのプログラムが終了したら、表示部の
MACRO表示が消えて通常モードに戻るまで
ENTERボタンを押します。

  ここで、プログラムしたマクロを実行してみ
ます。

 5. MACROボタンと2ボタンを押します。
• マクロコマンドが順次機器に送信されま
す。また、操作の各ステップが表示部に順
次表示されます。

応用操作
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マクロプログラムを消去する

リモコンのメモリーにプログラムしたマクロを削除
するときは、次の手順でおこないます。

3.

2.

2.

1.

 1. LEARN表示・MACRO表示と“MACRO”が表示
部に点滅表示されるまで、MACROボタンと
MENUボタンを同時に長押しします。

 2. CLRボタンを長押しし、消去する番号の数字
ボタン（この例では2）を3秒間押します。

• 表示部に“M2-CL”が点滅表示されます。

 3. ENTERボタンを押して消去し、手順 1に戻り
ます。

• メモリー消去操作をキャンセルする場合
は、ENTERボタンを押さず他のボタンを押
してください。

 4. 通常モードに戻るには、表示部のMACRO表
示が消えるまで ENTERボタンを長押ししま
す。

マクロ操作の送信間隔を調節する

1.

1.

4.

3.

 1. 表示部に“SETUP”と表示されるまで、MACRO
ボタンと SETUPボタンを同時に長押ししま
す。

• “SETUP”は3秒間表示されます。

 2. 表示が“SETUP”から“MCRxx”に変わることを
確認します（“xx”はマクロ操作の送信間隔を
表します）。

 3. カーソルボタン（1または 2）を押して送信間
隔を変更します。

• 送信間隔は、0.5秒から5秒まで、0.5秒間隔
にて設定できます。

 4. 通常モードに戻るには、表示部のMACRO表
示が消えるまで ENTERボタンを長押ししま
す。

応用操作
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現象 原因 処置 参照ページ

電源が入らない。 電源コードが正しく接続されていな
い。

電源コードの接続をご確認くださ
い。

14電源コードを本体にしっかり差し込
んでください。
電源プラグをコンセントへしっかり
差し込んでください。

音が出ない。

入力ケーブルの接続が不完全であ
る。

本機とソース機器（CD プレーヤー等）
を接続する入力ケーブルの接続を接続
図を参照して点検してください。

11

インプットセレクターの位置が不
適当である。

ご使用のソース機器（CD プレーヤー
等）を接続した入力端子にインプッ
トセレクターを合わせてください。 15

ボリュームが絞ってある。 ボリュームを調節してください。
ミュート機能が動作している。 ミュート機能を解除してください。
ヘッドホンが接続されている。 ヘッドホンを取り外してください。 39

特定のスピーカー
から音がでない。

スピーカーが正しく接続されてい
ない。

接続図を参照して、スピーカーを
正しく接続してください。 10

音像が正しく定位
しないで不自然。

• 一部のスピーカーケーブルの極
性 (+/-) が違っている。

• スピーカーの配置とスピーカー
ケーブルの接続が間違っている。

電源コードを抜き、スピーカーケー
ブルの接続を確認してください。 10

スタンバイインジ
ケーターがゆっく
り点滅している。
(1 秒間に 2回 )

• スピーカーケーブルがショート
している。

• 本機の性能を上回る大音量で再
生した。

• 規定より小さいインピーダンス
のスピーカーを使用している。

• 本機を狭いラックなどに入れて
使用したため異常に内部温度が
上昇した。

• 電源コードを抜き、スピーカー
ケーブルの接続を確認してくだ
さい。

• 音量を少し小さくしてください。

• 必ず規定のインピーダンスのス
ピーカーを使用してください。

• 安全のために本機の周囲に適切
な隙間を空けてください。

• 電源を入れるにはリモコンを使
用してください。

• 再度同じ症状になる場合には、
電源コードを抜き最寄りのサー
ビスステーションに修理を依頼
してください。

10

15

ー

3

6

ー

スタンバイインジ
ケーターが速く点
滅している。(1 秒
間に 8回 )

本機が故障している可能性があり
ます。

直ちに電源コードを抜き、最寄り
のサービスステーションに修理を
依頼してください。

ー

現象 原因 処置 参照ページ

表示部が異常な表
示をしている。

本機はコンピューターを使用して
いるため、静電気や落雷などによ
りまれに誤動作することがありま
す。

電源コードを抜き、再度差し込ん
でください。 14

リモコンで本機の
操作ができない。

電池が消耗している。 新しい電池に交換してください。

3

リモコンの動作範囲から外れてい
る。 動作範囲でご使用ください。

本機とリモコンの間に障害物があ
る。 障害物を取り除いてください。

本機の受光部に強い光が当たって
いる。

受光部に強い光が当たらないよう
にしてください。

リモコンのモードが正しく設定さ
れていない。

リモコンのAMPボタンを押してか
ら操作してください。 15

IR=DISABLE に設定されている。 IR=ENABLE に設定してください。 21
本機のボリューム
やボタン操作がで
きない。

フロントキーロックが設定されて
いる。

フロントキーロックを解除してく
ださい。 41

入力信号がないと
きに、シャーとい
うノイズ（残留ノ
イズ）が出る。

サラウンド用のDSP を搭載してお
りますので、多少目立つことがあ
ります。

2ch ソースをお聞きのときノイズ
が気になる場合は、ソースダイレ
クトモードでお聞きください。

38

困ったときは
本機が正しく動作しない場合は、下記の表に示す項目をご確認ください。
下記の項目を確認しても直らない場合は、直ちに電源コードをコンセントから抜き、お買い上げいただい
た販売店、当社のお客様ご相談センター、またはサービスセンターにご相談ください。

全般

サラウンド

現象 原因 処置 参照ページ
特定のスピーカー
から音が出ない。

そのチャンネルに録音が存在しな
い。

プログラムチャンネルインジケー
ターをご確認ください。 5

フロントスピー
カーから音が出な
い。

AM放送やテレビ音声などモノラル
ソースをSTEREO以外のサラウン
ドモードで再生している。

センタースピーカーから音が出ま
す。故障ではありません。 ー

スピーカーセレクターが正しく設定
されていない。(OFF またはBに
なっている )

スピーカーセレクターを正しく設定
してください。 6

センタースピー
カーから音が出な
い。

サラウンドモードがSTEREOに
なっている。

サラウンドモードで STEREO が選
択されていると、センタースピー
カーから音声は出力されません。他
のサラウンドモードを設定してくだ
さい。

38

SPEAKERS SIZE メニューで、
CENTER = NONE が選択されている。

CENTERを SMALL か LARGE に
設定してください。 29

サラウンドスピー
カーから音が出な
い。

サラウンドモードがSTEREOに
なっている。

サラウンドモードに STEREO が選
択されていると、サラウンドスピー
カーから音声は出力されません。別
のサラウンドモードを設定してくだ
さい。

38

SPEAKERS SIZE メニューで、
SURROUND = NONE が選択され
ている。

SURROUNDを SMALL か
LARGE に設定してください。 29
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現象 原因 処置 参照ページ

サラウンドバック
スピーカーから音
が出ない。

サラウンドモードが EX/ES、PLⅡx
モードなど 6.1 または 7.1 チャンネ
ルのサラウンドに設定されていない。

サラウンドモード表をご覧ください。 67

SPEAKERS SIZE メニューで
SURROUND BACK = NONE また
はゾーンスピーカーが選択されてい
る。

SURROUND BACKを 1CHまた
は 2CHに設定してください。 29

サラウンドバックスピーカーを 1CH
で使用しているのにSURROUND 
BACK R に接続されている

SURROUND BACK を 1CH に設
定したときはSURROUND BACK 
L にスピーカーを接続してくださ
い。

10

サブウーファーか
ら音が出ない。

• サブウーファーの電源が入って
いない。

• サブウーファーのレベルが小さく
なっている。

• SPEAKER SIZE メニューで
SUBWOOFER = NO が選択され
ている。

• サブウーファーの電源を入れて
ください。

• サブウーファーのレベルを上げて
ください。

• SUBWOOFER = YES を選択し
てください。

ー

ー

29

• SPEAKERS SIZE メニュー
で FRONT=LARGE、BASS 
MIX=MIX に設定し、アナログま
たはPCMソースを再生してい
る。

• BASS MIX=BOTHに設定する
とフロントおよびサブウーファー
から低域成分が再生されますが、
干渉により不自然な音になるこ
とがあります。

29

再生しているソースに LFE または
低域成分が入っていない。 ー

EX/ES モードが選
択できない。

SPEAKER SIZE メニューで
SURROUND BACK = 1CHまたは
2CH が選択されていない。

SURROUND BACKを 1CHか
2CH に設定してください。 29

入力信号に互換性がない。 5.1ch ソースを使用してください。 ー

Neo:6 モードが選
択できない。 入力信号に互換性がない。

2ch DTS 入力信号、PCM 入力信
号、アナログ入力信号のいずれかを
使用してください。

ー

CSⅡモードが選択
できない。 入力信号に互換性がない。

2ch Dolby Digital 入力信号、PCM 
入力信号、アナログ入力信号のい
ずれかを使用してください。

ー

ナイトモードが機
能しない。

Dolby Digital 以外のソースを再生
している。

Dolby Digital のソースを使用して
ください。 ー

希望するサラウン
ドモード選択でき
ない。

入力信号およびスピーカーの設定に
より、選択できるサラウンドモード
に限りがあります。

サラウンドモード表をご覧くださ
い。 67

DTSエンコードさ
れたCDなどの再
生中にノイズが発
生する。

• アナログ接続をしている。

• サーチ再生をしている。

• プレーヤーで不適切なデジタル
処理 (レベル調整、サンプリング
周波数変換など )をしている。

• デジタル ( 光または同軸 )または
HDMI 接続をしてください。

• 機器によりサーチ再生中にノイ
ズがでることがありますが、故
障ではありません。

• プレーヤーの取扱説明書をご覧
ください。

ー

ー

ー

現象 原因 処置 参照ページ
AAC信号が再生で
きない。(インジ
ケーターが点灯し
ない )

• チューナーなどのデジタル信号
出力がPCMに設定されている。

• アナログ接続をしている。

• チューナーなどの取扱説明書を
ご覧ください。

• デジタルまたはHDMI 接続をし
てください。

ー

11、13

Dolby Digital、DTS
などの音声が再生
できない。
(インジケーターが
点灯しない )

• プレーヤーなどのデジタル信号
出力がPCMに設定されている。

• アナログ接続をしている。

• プレーヤーなどの取扱説明書を
ご覧ください。

• デジタルまたはHDMI 接続をし
てください。

ー

11、13

Dolby TrueHD、
dts-HD などの音
声が再生できない。
（インジケーターが
点灯しない）

• プレーヤーなどのソース機器がこ
れらの音声モード出力に対応し
ていない。

• プレーヤーの音声出力が正しく
設定されていない。

• HDMI 接続をしていない。

• Dolby TrueHD、dts-HD 出力に
対応した機器を接続してくださ
い。

• ソース機器がこれらの音声モー
ドを出力できるように出力設定
をしてください。

ー

ー

DVDプレーヤーで
CD再生時に、ト
ラックスキップな
どをおこなうと、
曲の頭が少し欠け
て再生される。

プレーヤーによってはトラックス
キップ時にデジタル信号が途切れる
ことがあります。サラウンドシステ
ムを判別するために、少しだけ曲の
頭が途切れることがあります。

このようなDVDプレーヤーを使用
する場合、アナログ接続すると問題
なく再生することができます。

ー

困ったときは

現象 原因 処置 参照ページ

モニターに映像が
でない。

• モニターの接続や入力切り替え
が正しくない。

• ソース機器とはHDMI 接続して
いるが、モニターとはHDMI 接
続をしていない。

• モニターの取扱説明書をご覧く
ださい。

• モニターとHDMI 接続をしてく
ださい。

ー

音声もしくは映像
が選択したソース
と一致しない。

入力ケーブルが正しく接続されて
いない。

接続図を参照して、ケーブルを正
しく接続してください。 12

VCRなどに録画で
きない。

• 録画機器とソース機器の接続端
子があっていない。

• コピープロテクト信号が入って
いる。

• 録画機器の接続端子とソース機
器の接続端子を合わせる。(ビデ
オまたはSビデオ )

• コピープロテクト信号が入って
いるビデオ信号は録画すること
はできません。

ー

ー

コンバートしたビ
デオ信号が乱れる。

ビデオデッキで特殊再生をおこな
うとコンバートが正常におこなわ
れず、ビデオ信号が乱れたり映ら
なくなることがあります。

ソース機器と同じフォーマット (ビ
デオ、Sビデオ、コンポーネント )
でモニターテレビを接続してくだ
さい。

12

ビデオ
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現象 原因 処置 参照ページ

HDMI 接続で画面
が映らない。

HDMIケーブルが正しく接続されて
いない。

HDMI ケーブルの接続をご確認く
ださい。 13

規格外のHDMI ケーブルで接続し
ている。

安定した動作や、画質劣化などの
防止のため、5 ｍ以下のケーブルの
使用を推奨いたします。

ー

HDMI で接続している機器間の接
続認証がされない。

HDMI で接続しているすべての機
器の電源を入れ直してください。 ー

HDMI の設定が正しく設定されて
いない。

本機のHDMI 設定を正しくおこ
なってください。 33

映像機器 (TV、プロジェクター等 )
の取扱説明書を参照の上、HDMI 入
力を設定してください。

ー

ソース機器 (Blu-ray Disc プレー
ヤー、STB等 ) の取扱説明書を参
照の上、HDMI 出力を有効になるよ
う設定してください。

ー

HDMI で接続している機器の取扱
説明書を参照の上、両機器に合致
する解像度に設定してください。

33

映像機器 (TV、プロジェクター等 )
に DVI コネクターで接続している。

HDCPに対応した映像機器を接続
してください。 13

本機の電源が切られている。（本機
がスタンバイ状態ではHDMI 接続
は有効になりません。）

本機の電源を入れてください。 15

HDMI 接続で映像
が映るまで時間が
かかる。

HDMI で接続している機器間で接
続認証をおこなっています。

接続される機器には接続認証に時
間がかかる場合があります、故障
ではありません。

ー

HDMI 接続で音声
が再生されない。

HDMI の設定が正しく設定されて
いない。

ソース機器 (Blu-ray Disc プレー
ヤー、STB等 ) の取扱説明書を参
照の上、HDMI 音声出力を有効にな
るよう設定してください。

ー

ソース機器 (Blu-ray Disc プレー
ヤー、STB等 ) の取扱説明書を参
照の上、HDMI 音声出力設定を本機
の対応信号に合致するよう設定し
てください。

ー

HDMI AUDIO THROUGH モード
になっている。

THROUGH モードの時は本機から
は音が出ません。ENABLE に設定
してください。

34

HDMI 接続したモ
ニターTVより音
がでない。

HDMI AUDIO ENABLE モードに
なっている。

ENABLE モードのときはモニター
テレビからは音が出ません。
THROUGHに設定してください。

34

HDMI 接続で画面、
音声が安定しな
い。(ノイズが出
る、途切れる等 )

長いケーブルで接続している。

短いケーブルをご使用ください。5 
ｍ以下のケーブルのご使用を推奨
いたします。

ー

カテゴリー2( ハイスピード対応 )
のケーブルをご使用ください。 ー

現象 原因 処置 参照ページ

AM や FM が受信
できない。 アンテナの接続が不完全。

AM アンテナと FM アンテナを、
AM アンテナ端子と FMアンテナ
端子に正しく接続してください。

14

AM受信中にノイ
ズが聞こえる。 他の機器の影響を受けている。 AMアンテナの設置場所を変えて

ください。 ー

FM 受信中にノイ
ズが聞こえる。 放送局からの電波が微弱。 FM 屋外アンテナを設置してくだ

さい。 14

HDMI チューナー

困ったときは

USB操作

現象 原因 処置 参照ページ

USBストレージを
接続してもステー
タス表示が、“NO 
DEVICE”表示のま
まで認識しない。

• 接続不良などで、本機がUSB
ストレージを認識できない。

• USBストレージやUSB ケーブ
ルが本機のUSB端子にしっか
りと差し込まれているか確認し
てください。

• USBストレージを一旦本機から
外し、再度接続してみてください。

• 本機の電源を入れなおし、再度
接続してみてください。

18

18

15

USBストレー
ジを接続する
とステータス表
示に“CHECK 
DEVICE”が表示さ
れる。

• 本機が認識できないデバイスを
接続している。

• USB ハブ経由で接続している。

• USBマスストレージクラスに対
応したUSBデバイスであって
も、本機で再生できないものが
あります。（故障ではありません）

• USBハブを経由した接続はでき
ません。

ー

ー

USBストレージ
を接続するとス
テータス表示に
“CHECK FS”が表
示される。

• USBストレージのフォーマット
が、FAT16 または FAT32 以外
のフォーマットになっている。

• 本機で非対応のファイルシステ
ムでフォーマットされたUSB
ストレージを使用している。

• フォーマットを FAT16 または 
FAT32 に設定し、ファイルを
記録してください。

• 本機で対応しているファイル
システムでフォーマットされた
USBストレージを使用してくだ
さい。

51

USBストレー
ジを接続する
とステータス
表示に“!OVER 
CURRENT!”が表
示される。

• 本機の USB端子の過電流保護
がはたらいた。

• 本機の USB端子から電源供給
を受けるタイプのハードディス
クの動作は保証できません。

 接続したUSBストレージを取
り外し、本機の電源を入れなお
してください。

15

USBストレージを
接続するとステー
タス表示に“NO 
AUDIO FILE”が表
示される。

• USBストレージに再生できる
ファイルが記録されていない。

• 対応しているファイルをUSB 
ストレージに記録してください。

52
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困ったときは

現象 原因 処置 参照ページ
USBストレージの
ファイルを再生する
とステータス表示に
“CHECK FILE”が
表示される。

• 著作権保護のかかったファイル
を再生しようとしている。

• ファイルが破損している。また
は、拡張子とファイルの構造が
異なっている。

• 本機は著作権保護のかかった
ファイルを再生することはでき
ません。

• ファイルを確認してください。

ー

ー

USBストレージに
記録したファイル
が表示されない。

• USBストレージが複数のパー
ティションに分かれている。

• フォルダ数が 700、ファイル数
が 65535 を超えている。

• 複数のパーティションに分かれ
ている場合は、第 1パーティ
ション以外は表示されません。

• フォルダ数が 700、ファイル数が
65535 以下でご使用ください。

51

ステータス表示
に“PRESS TOP 
KEY”が表示される。

ファイルが正常に読み込めない。 TOPボタンを押して、再度読み込
みを試行してください。 7

ステータス表示に
“PRESS MODE 
KEY”が表示され
る。

本機のダイレクトモードでサポー
トされない iPod が接続されまし
た。

MODEボタンを押して、リモート
モードで使用してください。 7

ステータス表示に
“CHECK iPod”が
表示される。

iPod を正常に検出できませんでし
た。

本機の電源を入れなおしてくださ
い。 15

フロントキーロックについて

PURE DIRECT EXIT

リモコン操作以外の本機の各種操作（POWER ON/
STANDBYを除く）を受け付けないようにロックす
ることが可能です。

フロントキーロックの方法

 1. フロントパネルの PURE DIRECTボタンと
EXITボタンを同時に3秒以上押し続けます。

 2. 表示部に“F-KEY LOCK!”と表示され、POWER 
ON/STANDBY以外のフロントパネルの操作
を受け付けなくなります。

フロントキーロックの解除方法

 1. 再度フロントパネルのPURE DIRECTボタンと
EXITボタンを同時に3秒以上押し続けます。

 2. 表示部に“F-KEY UNLOCK”と表示され、ロック
が解除されます。

異常動作のときは

本機表示部に異常な表示や誤動作表示などをして
いる場合、すぐに主電源を切ってください。
再度電源を入れても症状が変わらない場合、電源
コードを抜いてください。
その後、お買い上げになった販売店もしくはお近く
の弊社営業所、または弊社サービスセンターにご
相談ください。

メモリバックアップについて

本機の主電源を切った状態でも、設定した各種内
容を内部不揮発性メモリーに記憶しております。

初期状態に戻すには（リセット）

「困ったときは」を参考にされても、不具合が解決
しない場合は、本機のリセットを試してみてくださ
い。
ただしリセットおこなうと、セットアップメニュー
にて設定した内容、サラウンドモードの設定の情
報が消去されますことをご了承ください。

SURR. MODE CLEAR

 1. 電源が入っていることを確認します。
 2. 本機の SURR. MODEボタンを押しながら、

CLEARボタンを3秒以上押します。
本機は一度スタンバイ状態になったあと、再度
POWER－ ON状態となり、各種設定された内
容が初期化され、工場出荷時の状態に戻ります。
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サラウンドモード

本機には多くのサラウンドモードが搭載されています。これは再生するソースの内容に応じて、多様な音
声効果を再現するためです。
利用可能なサラウンドモードは、入力信号とスピーカーの設定に応じて制限される場合があります。

使用するサラウンドモードと入力信号について
サラウンドモードは本機のサラウンドモード切り替えボタンか、リモコンを使って選択します。また、再
生される音声は、選択したサラウンドモードと入力信号との関係に応じて変化します。
関係は次の表のとおりです。

その他

サラウンドモード 入力信号 デコーディング
出力チャンネル 表示部

L/R C SL
SR

HL
HR

SBL
SBR SubW 信号形式インジケーター チャンネルステータス・インジケーター

AUTO Dolby Surr.EX Dolby Digital EX ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL EX L, C, R, SL, SR, S, LFE
Dolby D (5.1ch) Dolby Digital 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby D (2ch) Dolby Digital 2.0 ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) Pro Logic IIx movie ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R, S
Dolby Digital Plus (2ch) DolbyDigital + ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, R
Dolby Digital Plus (5.1ch) DolbyDigital + ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby Digital Plus (6.1ch) DolbyDigital + ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1)
Dolby Digital Plus (7.1ch) DolbyDigital + ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE
Dolby TrueHD (2ch) DolbyTrueHD ‡ – – – – ‡ 2 TrueHD L, R
Dolby TrueHD (5.1ch) DolbyTrueHD ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD (6.1ch) DolbyTrueHD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD (7.1ch) DolbyTrueHD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD 192kHz (5.1ch) DolbyTrueHD ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-ES DTS-ES ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts, ES L, C, R, SL, SR, S, LFE
DTS 96/24 DTS-96/24 ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts 96/24 L, C, R, SL, SR, LFE
DTS (5.1ch) DTS 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-HD (2ch) DTS-HD ‡ – – – – ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, R
DTS-HD (5.1ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (6.1ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (7.1ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE (,ex1,ex2)
DTS Express DTS EXPRESS ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts express L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (5.1ch) AAC 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ AAC L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (2ch) AAC 2.0 ‡ – – – – ‡ AAC L, R
Multi Ch-PCM (5.1ch) Multi Ch-PCM ‡ ‡ ‡ – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
Multi Ch-PCM 96kHz (5.1ch) Multi Ch-PCM 96kHz ‡ ‡ ‡ – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
Multi Ch-PCM 192kHz (5.1ch) Multi Ch-PCM 192kHz ‡ ‡ ‡ – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (5.1ch) SA-CD (5.1ch) ‡ ‡ ‡ – – ‡ DSD L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (2ch) SA-CD (Stereo) ‡ – – – – ‡ DSD L, R
PCM (Audio) PCM (Stereo) ‡ – – – – ‡ PCM L, R
PCM 96kHz PCM (Stereo 96kHz) ‡ – – – – ‡ PCM L, R
HDCD HDCD ‡ – – – – ‡ PCM, HDCD L, R
Analog Stereo ‡ – – – – ‡ ANALOG -

SOURCE 
DIRECT
PURE DIRECT

Dolby Surr.EX Dolby Digital EX ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL EX L, C, R, SL, SR, S, LFE
Dolby D (5.1ch) Dolby Digital 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby D (2ch) Dolby Digital 2.0 ‡ – – – – – 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) Pro Logic IIx movie ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL  L, R, S
Dolby Digital Plus (2ch) DolbyDigital + ‡ – – – – – 2 DIGITAL PLUS L, R
Dolby Digital Plus (5.1ch) DolbyDigital + ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby Digital Plus (6.1ch) DolbyDigital + ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1)
Dolby Digital Plus (7.1ch) DolbyDigital + ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE
Dolby TrueHD (2ch) DolbyTrueHD ‡ – – – – – 2 TrueHD L, R
Dolby TrueHD (5.1ch) DolbyTrueHD ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD (6.1ch) DolbyTrueHD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD (7.1ch) DolbyTrueHD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD 192kHz (5.1ch) DolbyTrueHD ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-ES DTS-ES ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts, ES L, C, R, SL, SR, S, LFE
DTS 96/24 DTS-96/24 ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts 96/24 L, C, R, SL, SR, LFE
DTS (5.1ch) DTS 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-HD (2ch) DTS-HD ‡ – – – – – dts-HD MSTR/HIRES L, R
DTS-HD (5.1ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (6.1ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (7.1ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE (,ex1,ex2)
DTS Express DTS EXPRESS ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts express L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (5.1ch) AAC 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ AAC L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (2ch) AAC 2.0 ‡ – – – – – AAC L, R
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出力チャンネル 表示部

L/R C SL
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SOURCE 
DIRECT
PURE DIRECT

Multi Ch-PCM (5.1ch) Multi Ch-PCM ‡ ‡ ‡ – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
Multi Ch-PCM 96kHz (5.1ch) Multi Ch-PCM 96kHz ‡ ‡ ‡ – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
Multi Ch-PCM 192kHz (5.1ch) Multi Ch-PCM 192kHz ‡ ‡ ‡ – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (5.1ch) SA-CD (5.1ch) ‡ ‡ ‡ – – ‡ DSD L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (2ch) SA-CD (Stereo) ‡ – – – – – DSD L, R
PCM (Audio) PCM (Stereo) ‡ – – – – – PCM L, R
PCM 96kHz PCM (Stereo 96kHz) ‡ – – – – – PCM L, R
HDCD HDCD ‡ – – – – – PCM, HDCD L, R
Analog Stereo ‡ – – – – – ANALOG -
7.1ch input Multi Ch ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ ANALOG -

EX/ES Dolby Surr.EX Dolby Digital EX ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL EX L, C, R, SL, SR, S, LFE
Dolby D (5.1ch) Dolby Digital EX ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby Digital Plus (5.1ch) DolbyDigital + +EX ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby TrueHD (5.1ch) DolbyTrueHD +EX ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
DTS-ES DTS-ES ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts, ES L, C, R, SL, SR, S, LFE
DTS (5.1ch) DTS-ES ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-HD (5.1ch) DTS-HD + NEO6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
AAC (5.1ch) AAC + Dolby EX ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ AAC L, C, R, SL, SR, LFE

Multi-PCM (5.1ch) Multi Ch-PCM + 
Dolby Digital EX ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM L, C, R, SL, SR, SW

SA-CD (5.1ch) SA-CD (5.1ch) + 
Dolby Digital EX ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ DSD L, C, R, SL, SR, SW

DOLBY PLIIz Dolby Surr.EX Dolby Digital 5.1 + PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 DIGITAL EX L, C, R, SL, SR, S, LFE

Dolby D (5.1ch) Dolby Digital 5.1+  + 
PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE

Dolby D (2ch) PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 DIGITAL L, R, S
Dolby Digital Plus (2ch) PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, R
Dolby Digital Plus (5.1ch) DolbyDigital Plus + PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby Digital Plus (6.1ch) DolbyDigital Plus + PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, S,LFE
Dolby Digital Plus (7.1ch) DolbyDigital Plus + PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE
Dolby TrueHD (2ch) PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 TrueHD L, R
Dolby TrueHD (5.1ch) DolbyTrueHD + PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD (6.1ch) DolbyTrueHD + PLIIz ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD (7.1ch) DolbyTrueHD + PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (2ch) PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, R
AAC (5.1ch) AAC + PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ AAC L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (2ch) Pro Logic IIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ AAC L, R
Multi Ch-PCM (5.1ch) Multi Ch-PCM + PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (5.1ch) SA-CD (5.1ch) + PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ DSD L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (2ch) PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ DSD L, R
PCM (Audio) PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ PCM L, R
HDCD PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ PCM, HDCD L, R
Analog PLIIz ‡ ‡ ‡ ‡ – ‡ ANALOG –

DOLBY
(PLIIx movie)
(PLIIx music)
(PLIIx game)

Dolby Surr.EX Dolby Digital EX ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 DIGITAL EX L, C, R, SL, SR, S, LFE
Dolby D (5.1ch) Dolby Digital 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby D (5.1ch) Dolby Digital 5.1 + PLIIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby D (2ch) Pro Logic IIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) Pro Logic IIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R, S
Dolby Digital Plus (2ch) Pro Logic IIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL PLUS L, R
Dolby Digital Plus (5.1ch) DolbyDigital + ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby Digital Plus (5.1ch) Dolby Digital Plus + PLIIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby TrueHD (2ch) Pro Logic IIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 TrueHD L, R
Dolby TrueHD (5.1ch) DolbyTrueHD + PLIIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD (5.1ch) DolbyTrueHD ‡ ‡ ‡ – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (2ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 TrueHD L, R
AAC (5.1ch) AAC + PLIIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ AAC L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (2ch) Pro Logic IIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ AAC L, R
Multi Ch-PCM (5.1ch) Multi Ch-PCM + PLIIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (5.1ch) SA-CD (5.1ch) + PLIIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ DSD L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (2ch) Pro Logic IIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ DSD L, R
PCM (Audio) Pro Logic IIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM L, R
HDCD Pro Logic IIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM, HDCD L, R
Analog Pro Logic IIx ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ ANALOG -
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DTS
(Neo:6 
Cinema)
(Neo:6 Music)

DTS-ES DTS 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts, ES L, C, R, SL, SR, S, LFE
DTS 96/24 DTS-96/24 ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts 96/24 L, C, R, SL, SR, LFE
DTS (5.1ch) DTS 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-HD (2ch) Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, R
DTS-HD (5.1ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – – ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (6.1ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1,ex2)

DTS-HD (7.1ch) DTS-HD ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE 
(,ex1,ex2)

Dolby D (2ch) Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R, S
Dolby Digital Plus (2ch) Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL PLUS L, R
Dolby TrueHD (2ch) Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 TrueHD L, R
AAC (2ch) Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ AAC L, R
SA-CD (2ch) Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ DSD L, R
PCM (Audio) Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM L, R
HDCD Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM, HDCD L, R
Analog Neo:6 ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ ANALOG -

CSII 
(Cinema
/Music
/ Mono)

Dolby D (2ch) CSII ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) CSII ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R, S
AAC (2ch) CSII ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ AAC L, R
SA-CD (2ch) CSII ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ DSD L, R
PCM (Audio) CSII ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM L, R
HDCD CSII ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM, HDCD L, R
Analog CSII ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ ANALOG -

NEURAL Dolby D (2ch) NEURAL ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) NEURAL ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R, S
AAC (2ch) NEURAL ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ AAC L, R
SA-CD (2ch) NEURAL ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ DSD L, R
PCM (Audio) NEURAL ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM L, R
HDCD NEURAL ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ PCM, HDCD L, R
Analog NEURAL ‡ ‡ ‡ – ‡ ‡ ANALOG -

STEREO Dolby Surr.EX Stereo ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL EX L, C, R, SL, SR, S, LFE
Dolby D (5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby D (2ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL L, R, S
Dolby Digital Plus (2ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, R
Dolby Digital Plus (5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby Digital Plus (6.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1)
Dolby Digital Plus (7.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE
Dolby TrueHD (2ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 TrueHD L, R
Dolby TrueHD (5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
Dolby TrueHD (6.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby TrueHD (7.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby TrueHD 192kHz(5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-ES Stereo ‡ – – – – ‡ dts, ES L, C, R, SL, SR, S, LFE
DTS 96/24 Stereo ‡ – – – – ‡ dts 96/24 L, C, R, SL, SR, LFE
DTS (5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ dts L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-HD (2ch) Stereo ‡ – – – – ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, R
DTS-HD (5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (6.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (7.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE (,ex1,ex2)
DTS Express Stereo ‡ – – – – ‡ dts express L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ AAC L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (2ch) Stereo ‡ – – – – ‡ AAC L, R
Multi Ch-PCM Stereo ‡ – – – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
Multi Ch-PCM 96kHz (5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
Multi Ch-PCM 192kHz (5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (5.1ch) Stereo ‡ – – – – ‡ DSD L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (2ch) Stereo ‡ – – – – ‡ DSD L, R
PCM (Audio) Stereo ‡ – – – – ‡ PCM L, R
PCM 96kHz Stereo ‡ – – – – ‡ PCM L, R
HDCD Stereo ‡ – – – – ‡ PCM, HDCD L, R
Analog Stereo ‡ – – – – ‡ ANALOG -

Dolby Virtual 
Speaker

Dolby Surr.EX Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 DIGITAL EX L, C, R, SL, SR, S, LFE
Dolby D (5.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby D (2ch) PLII+ Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) PLII+ Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 DIGITAL L, R, S
Dolby Digital Plus (2ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 DIGITAL PLUS L, R
Dolby Digital Plus (5.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby Digital Plus (6.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1)
Dolby Digital Plus (7.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE
Dolby TrueHD (2ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 TrueHD L, R
Dolby TrueHD (5.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE 

サラウンドモード 入力信号 デコーディング
出力チャンネル 表示部

L/R C SL
SR
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Dolby Virtual 
Speaker

Dolby TrueHD (6.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE 
Dolby TrueHD (7.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE 
DTS-ES Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – dts, ES L, C, R, SL, SR, S, LFE
DTS 96/24 Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – dts 96/24 L, C, R, SL, SR, LFE
DTS (5.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – dts L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-HD (2ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – dts-HD MSTR/HIRES L, R
DTS-HD (5.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (6.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (7.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE (,ex1,ex2)
AAC (5.1ch) Virtual ‡ – – – – – AAC L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (2ch) Virtual ‡ – – – – – AAC L, R
Multi Ch-PCM (5.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – PCM L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (5.1ch) Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – DSD L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (2ch) PLII+ Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – DSD L, R
PCM (Audio) PLII+ Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – PCM L, R
HDCD PLII+ Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – PCM, HDCD L, R
Analog PLII+ Dolby Virtual Speaker ‡ – – – – – ANALOG -

Multi Ch.
Movie
Music

(‡): Movie mode 
only.

Dolby Surr.EX Dolby Digital EX ‡ (‡) ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL EX L, C, R, SL, SR, S, LFE
Dolby D (5.1ch) Dolby Digital 5.1 ‡ (‡) ‡ – – ‡ 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby D (2ch) Multi Channel ‡ (‡) ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) Multi Channel ‡ (‡) ‡ – ‡ ‡ 2 DIGITAL L, R, S
DTS-ES DTS-ES ‡ (‡) ‡ – ‡ ‡ dts, ES L, C, R, SL, SR, S, LFE
DTS 96/24 DTS-96/24 ‡ (‡) ‡ – – ‡ dts 96/24 L, C, R, SL, SR, LFE
DTS (5.1ch) DTS 5.1 ‡ (‡) ‡ – – ‡ dts L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (5.1ch) AAC 5.1 ‡ ‡ ‡ – – ‡ AAC L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (2ch) Multi Channel Stereo ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ ‡ AAC L, R
Multi Ch-PCM Multi Ch-PCM ‡ (‡) ‡ – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
Multi Ch-PCM 96kHz Multi Ch-PCM 96kHz ‡ (‡) ‡ – – ‡ PCM L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (5.1ch) SA-CD (5.1ch) ‡ (‡) ‡ – – ‡ DSD L, C, R, SL, SR, LFE
SA-CD (2ch) Multi Channel ‡ (‡) ‡ – ‡ ‡ DSD L, R
PCM (Audio) Multi Channel ‡ (‡) ‡ – ‡ ‡ PCM L, R
HDCD Multi Channel ‡ (‡) ‡ – ‡ ‡ PCM, HDCD L, R
Analog Multi Channel ‡ (‡) ‡ – ‡ ‡ ANALOG -

Headphone
(DolbyHP 
or Normal 
Headphone)

Dolby Surr.EX Dolby H.P ‡ – – – – – 2 DIGITAL EX L, C, R, SL, SR, S, LFE
Dolby D (5.1ch) Dolby H.P ‡ – – – – – 2 DIGITAL L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby D (2ch) Dolby H.P ‡ – – – – – 2 DIGITAL L, R
Dolby D (2ch Surr) Dolby H.P ‡ – – – – – 2 DIGITAL L, R, S
Dolby Digital Plus (5.1ch) Stereo ‡ – – – – – 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, LFE
Dolby Digital Plus (6.1ch) Stereo ‡ – – – – – 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1)
Dolby Digital Plus (7.1ch) Stereo ‡ – – – – – 2 DIGITAL PLUS L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE
Dolby TrueHD (5.1ch) Stereo ‡ – – – – – 2 TrueHD L, R
Dolby TrueHD (6.1ch) Stereo ‡ – – – – – 2 TrueHD L, R
Dolby TrueHD (7.1ch) Stereo ‡ – – – – – 2 TrueHD L, R
Dolby TrueHD 192kHz(5.1ch) Stereo ‡ – – – – – 2 TrueHD L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-ES Dolby H.P ‡ – – – – – dts, ES L, C, R, SL, SR, S, LFE
DTS 96/24 Dolby H.P ‡ – – – – – dts 96/24 L, C, R, SL, SR, LFE
DTS (5.1ch) Dolby H.P ‡ – – – – – dts L, C, R, SL, SR, LFE
DTS-HD (5.1ch) Stereo ‡ – – – – – dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (6.1ch) Stereo ‡ – – – – – dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, S, LFE (,ex1,ex2)
DTS-HD (7.1ch) Stereo ‡ – – – – – dts-HD MSTR/HIRES L, C, R, SL, SR, SBL, SBR, LFE (,ex1,ex2)
DTS Express Stereo ‡ – – – – – dts express L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (5.1ch) Dolby H.P ‡ – – – – – AAC L, C, R, SL, SR, LFE
AAC (2ch) Dolby H.P ‡ – – – – – AAC L, R
Multi Ch-PCM (5.1ch) Dolby H.P ‡ – – – – – PCM L, C, R, SL, SR, LFE
PCM Dolby H.P ‡ – – – – – PCM L, R
HDCD Dolby H.P ‡ – – – – – PCM, HDCD L, R
ANALOG Dolby H.P ‡ – – – – – ANALOG L, R

ご注意

Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus、DTS-HD 信
号を再生中は対応した再生モードと STEREO
以外の SURROUND MODE を選択することは
できません。
また、STEREO 以外の SURROUND MODE
が選択されていても、Dolby TrueHD、Dolby 
Digital Plus、DTS-HD 信号を再生した場合はそ
の SURROUND MODE は無効となり、対応し
た再生モードの処理になります。

略語
 L/R: フロント左 /右スピーカー
 C: センタースピーカー
 SL/SR: サラウンド左 /右スピーカー
 HL/HR: ハイト左 /右スピーカー
 SBL/SBR: サラウンドバック左 /右スピーカー
 SubW: サブウーファー
 EX: エクステンション

その他
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AUTO

このモードでは、Dolby Digital、Dolby TrueHD、
Dolby Digital Plus、Dolby Digital EX、Dolby 
Surround、DTS、DTS-HD、DTS-ES、AAC、PCM、
96kPCMなどの入力されるデジタル信号の種類を
検出し、自動的にそれぞれに対応した再生モード
に切り替えます。
入力信号がPCM信号の場合はステレオ再生をおこな
います。ドルビーデジタルやDTS、AACの場合はそ
れぞれのチャンネル数に応じた再生をおこないます。

SOURCE DIRECT（ソースダイレクト）

このモードでは、スピーカー設定等による周波数
フィルターやディレイ、トーンコントロールなどの
付加処理をバイパスし、入力信号を最短処理にて
出力します。また、アナログ信号入力時にはデジ
タル部の処理を停止して、高周波クロックなどの
影響を最小限にします。

ご注意

• スピーカーサイズは Front L/R = LARGE、
Center = LARGE、Surround L/R = LARGE、
Subwoofer = YES に自動的に設定されます。

• トーンコントロール、イコライザーその他の
追加の処理は停止します。

PURE DIRECT（ピュア ダイレクト）

このモードはソースダイレクトモードの動作に加
え、ビデオ端子（ビデオ、コンポーネントビデオ、
HDMI）への出力を停止し、表示部も消灯してさら
にノイズ源を低減させます。

EX/ES

このモードでは、Dolby Digital EX およびDTS-ES 
エンコードされた入力ソースに対して、6.1ch サラ
ウンドが提供されます。
アナログ入力を選択したときは、このモードは利用
できません。

Dolby Digital EX
このモードでは、映画館で再生される Dolby 
Digital Surround EX テクノロジーでエンコードさ
れた映画のサウンドトラックは、プログラムのミキ
シングの際に追加されたチャンネルを再生すること
ができます。

サラウンドバックと呼ばれるこのチャンネルによ
り、現在利用可能なフロント左、フロントセン
ター、フロント右、サラウンド右、サラウンド左、
サブウーファーチャンネルに加えて、リスナーの背
後に音声が配置されます。
この追加のチャンネルによって、より繊細な後方
音声イメージをリスナーに与えることができ、それ
によってこれまでにない奥行きや広がりのある音像
がもたらされます。
システムにサラウンドバックスピーカーがない場合
は、Dolby Digital EX は利用できません。

DTS-ES（Discrete 6.1, Matrix 6.1）
このモードでは、DTS 5.1ch 形式にサラウンドセ
ンターチャンネル音声を追加して音像定位を改善
し、6.1ch 再生時の音像移動をより自然なものにし
ます。
本機には DTS-ES デコーダーが組み込まれてお
り、DVD などの DTS-ES Discrete エンコードと 
DTS-ES Matrix エンコードのソースを処理するこ
とができます。
DTS-ES Discrete 6.1 の特徴は、サラウンドバッ
クチャンネルを含むすべてのチャンネルの独立した
デジタル録音と、より質の高いオーディオ再生で
す。
システムにサラウンドバックスピーカーがない場合
は、DTS-ES は利用できません。

Dolby MODE

（Dolby Digital、Pro LogicⅡx MOVIE、
Pro LogicⅡx MUSIC、Pro LogicⅡx GAME、
Pro LogicⅡz）
このモードは、Dolby Digital と Dolby Surround 
でエンコードされた入力ソースに使用します。

DOLBY DIGITAL
このモードは、Dolby Digital でエンコードされた入
力ソースを再生するときに使用できます。
マルチチャンネルエンコードされた 5.1ch Dolby 
Digital ソースを再生すると、5つのメイン音声チャ
ンネル（左、センター、右、サラウンド左、サラウ
ンド右）と、LFE チャンネルからの音声が得られま
す。このモードでは Dolby Digital EX のオーディ
オはデコードできません。
Dolby Pro Logic Ⅱ x には次の 5つのモードがあ
ります。

Pro LogicⅡx MOVIE
このモードでは、Dolby Surround エンコードされ
たステレオ映画のサウンドトラックから、6.1ch も
しくは 7.1ch のサラウンド音声が得られます。

Pro LogicⅡx MUSIC
このモードではCD、テープ、FM、テレビ、ステレ
オビデオなど従来型の（アナログもしくはデジタル
の）ステレオソースから、6.1ch もしくは 7.1ch の
サラウンド音声が得られます。

Pro LogicⅡx GAME
このモードでは、サラウンド低域をシステムのサブ
ウーファーに割り振ることによって、強い低域サラ
ウンド効果を再現します。

5.1ch ＋ Pro LogicⅡx Movie
このモードでは、映画サウンドトラックの 5.1ch 
ソースから、7.1ch のサラウンド音声が得られま
す。

5.1ch ＋ Pro LogicⅡx Music
このモードでは、5.1ch のサウンドトラック・ソー
スから、6.1ch もしくは 7.1ch のサラウンド音声が
得られます。

Pro LogicⅡz
Dolby Pro Logic Ⅱz は、ソースに収録されている
高い所で鳴っている「空間的な手がかり」を持った
音響成分から、フロント・ハイトチャンネル信号
を生成し出力するデコード技術です。2チャンネル
ソースや7.1/5.1 マルチチャンネルソースなどのあ
らゆるソースに対応します。
リスニング空間の前方上の左右にハイトスピーカー
を加えることで、映画 / 音楽 / ゲームなどの再生
により一層の空間の広がり感や奥行き感をお楽しみ
いただけます。
フロントハイトスピーカーは本棚などに設置できま
すので、サラウンドバックスピーカーのようにフロ
アスペースを使わずに、より簡単に理想的なサラウ
ンド環境を作ることができます。

ご注意

SPEAKER SETUP メニューで SURR. B を
“NONE”に設定したときは、Pro LogicⅡxモー
ドは Pro Logic Ⅱ モードとしてデコードしま
す。（29 ページ参照）

dts

dts, Neo:6 Cinema, Neo:6 Music
このモードはDVD、CDのような DTS エンコード
されたソースの視聴用です。Neo:6 は 2ch ソース
の視聴用です。

dts
このモードは dts マルチチャンネルエンコードさ
れたソースを再生するときに使用できます。
マルチチャンネルエンコードされた5.1ch dts ソー
スを再生すると、5つのメイン音声チャンネル（左、
センター、右、サラウンド左、サラウンド右）と、
LFE チャンネルからの音声が得られます。
このモードでは DTS-ES でのデコードは利用でき
ません。
またアナログ入力を選択したときは、DTS モードは
利用できません。

Neo:6 Cinema, Neo:6 Music
このモードでは高精度デジタルマトリックステクノ
ロジーを使用して、2ch 信号を 6ch 信号にデコー
ドします。
DTS Neo:6 デコーダーには、チャンネルの周波数
特性ばかりでなくチャンネルセパレーションにおい
てもほぼディスクリートであるという特性がありま
す。
再生する信号に応じて、DTS Neo:6 は映画再生用
に最適化された Neo:6 Cinema モードか、音楽再
生用に最適化された Neo:6 Music モードのいずれ
かを使用します。

CIRCLE SURROUNDⅡ
（CSⅡ -CINEMA、CSⅡ -MUSIC、
CSⅡ -MONO）

Circle Surround は、エンコードなしの素材とマル
チチャンネルエンコードされた素材を、マルチチャ
ンネルサラウンド再生できるように設計されていま
す。
放送、ビデオテープ、ステレオレコード音楽を含
む、すべての音楽と映画の再生において、下位互
換性による6.1 チャンネルまでのサラウンド性能が
リスナーに提供されます。
ソースに応じて CS Ⅱ -Cinema モード、CS Ⅱ
-Music モード、CSⅡ -Mono モードのいずれかを
選択できます。
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STEREO

このモードでは、すべてのサラウンド処理が省略さ
れます。
ステレオソースで、PCM オーディオやアナログス
テレオが入力されたときは、左チャンネルと右チャ
ンネルが通常の再生をおこないます。
Dolby Digital と DTS ソースの場合は、5.1ch が 
2ch ステレオに変換されます。

Dolby Virtual Speaker

ドルビーバーチャルスピーカーはドルビーラボラト
リーズにより承認された技術であり、マルチチャン
ネルドルビーデジタルソースを 2本のスピーカー
から出力し、バーチャル化されたサラウンド音声
体験を作り出します。さらにドルビーバーチャル
スピーカーはドルビープロロジックやドルビープロ
ロジックⅡにより作り出されたサラウンド音響効果
をシミュレートします。ドルビーバーチャルスピー
カーは元のマルチチャンネルオーディオ情報をすべ
て保持してリスナーにスピーカーに囲まれているか
のような感覚を提供します。

MULTI CH（MOVIE, MUSIC）

このモードは、2ch ソースからより広く、より奥行
きがあり、より自然な音場を作成する場合に使用
します。
そのような音場は、左チャンネル信号を左フロント
スピーカーと左サラウンドスピーカーの両方に、右
チャンネル信号を右フロントスピーカーと右サラウ
ンドスピーカーの両方に振り分けることによって実
現されます。さらにセンターチャンネルでは、右
チャンネルと左チャンネルを融合した音声が再生さ
れます。

Neural Surround

Neural Surround は音楽再生のために開発された
最新のサラウンド技術です。音響心理学に基づい
た周波数領域処理をおこなうことにより、優れた
チャンネルセパレーションと定位を実現し、より精
細なサウンドステージを再現します。

MPEG-2 AAC

BSデジタル放送および地上波デジタル放送が採用
している音声方式で、MPEG2 規格のひとつです。
高圧縮率と高音質が特長で、2ch ステレオ音声に加
え、5.1ch サラウンド音声や多言語放送を可能にし
ています。

ご注意

DTSについて

• DTS信号の再生はデジタル入力時のみ可能で
す。

 DTS-CDやDTS-LDを再生する場合、プレーヤー
のアナログ音声出力からノイズが出力されてい
ることがあります。必ずプレーヤーのデジタル
出力端子と本機のデジタル入力端子を接続して
ご使用ください。

 上記ノイズ出力の理由により、本機でDTS-CD
やDTS-LDを再生中は、デジタル、アナログ入力
の切り替え動作などを禁止している場合があり
ます。一度プレーヤー側をSTOP状態にしてか
らおこなってください。

• お手持ちのプレーヤーによっては、DTS再生を
すると短いノイズが発生する場合があります。
これは動作不良ではありません。

• DTSレーザーディスクや DTS CDの信号がほ
かのサラウンドモードで再生されている間は、
Main MenuのInput SetupやA/Dボタンを使っ
て、デジタル入力からアナログ入力へ切り替え
ることはできません。

• DTSエンコードされたソフトウェアをゾーンで
聴くことはできません。

• VCR OUT、CD/CDR OUT端子からは、アナログ
音声信号だけが出力されます。これらの端子を
使用して DTS 対応の CD や LD から録音しな
いでください。DTS エンコードされた信号は、
ノイズとして録音されてしまいます。

Dolby Digital Surround EXについて

• Dolby Digital Surround EX エンコードされた
ソフトウェアを 6.1チャンネルで再生するとき
は、EX/ES モードに設定してください。

• Dolby Digital Surround EX エンコードされた
ソースの中には、識別信号が含まれないものが
あります。この場合は手動で EX/ES モードを
設定してください。

96 kHz/192 kHz PCM オーディオについて

• お手持ちのDVDプレーヤーによっては、デジタ
ル出力が制限されることがあります。詳細につ
いては、お手持ちのプレーヤーの取扱説明書を
参照してください。

• DVDディスクの中にはコピープロテクト機能を
持つものがあります。このようなディスクを使
用したときは、96 kHzの PCM 信号は DVDプ
レーヤーから出力されません。詳細については、
お手持ちのプレーヤーの取扱説明書を参照して
ください。

HDCDについて

• HDCD はデジタル入力の場合にのみ有効です。

• お手持ちの CDプレーヤーによっては、プレー
ヤーを本機にデジタル接続しても特定の HDCD 
ソース信号を再生できない場合があります。

その他
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サウンドについて

DTS Neural Surround は楽器やボーカル、残響な
どマスキングされてしまいがちな音のディティール
を再現し、今までのCDやデジタルメディアプレー
ヤーなどの通常のステレオ信号やサラウンド処理さ
れた信号では得ることのできなかった素晴らしい体
験をリスナーに届けます。DTS Neural Surround
はサラウンドをさらなる高いレベルに引き上げる技
術です。

DTS Manufactured under l i cense f rom 
DTS Licensing Limited. DTS is a registered 
trademark & the DTS Logos and Symbol are 
trademarks of DTS, Inc. © 1996-2008 DTS, 
Inc. All Rights Reserved.

“DTS”“DTS-HD マスターオーディオ”および
“DTS-HD ハイレゾリューションオーディオ”は、
Digital Theater System, Inc. の登録商標または商
標です。

• DTS-HD マスターオーディオ
DTS-HD マスターオーディオは、プロフェッショ
ナルスタジオで作られるマスター音源を、その品
質のまま、データの損失なしにリスナーまで届け
ることのできる技術です。DTS-HD マスターオー
ディオは、96 KHz/24 bit では 7.1 チャンネル、
192kHz/24bit では 6 チャンネル音声をオリジナ
ル音源のデータを欠損させることなく伝送すること
を可能にしています。DTS-HD マスターオーディ
オは、音楽や映画の音声の作り手であるアーティス
トの意図したとおりの音声を受け手に届けるための
貴重な技術であるといえましょう。

• DTS-HD ハイレゾリューションオーディオ
DTS-HD ハイレゾリューション・オーディオは、
最大7.1 チャンネルまでの音声をほぼオリジナルと
区別できないハイクォリティで伝送することが可能
なフォーマットです。DTS-HDハイレゾリューショ
ン・オーディオは 96 KHz/24 bit の 7.1 チャンネ
ルの音声を伝送可能にしています。

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造
されています。
Dolby、ドルビー、Pro Logic、およびダブルD記
号および“AAC”ロゴは、ドルビーラボラトリーズ
の商標です。

• Dolby TrueHD
Dolby TrueHDは、次世代光ディスクメディアに
採用されているロスレス（可逆型）オーディオテク
ノロジーです。Dolby TrueHDはスタジオマスター
の高品質な音声データをビット単位の精度まで完
全に再現します。HD 映像と組み合わせることに
より、Dolby TrueHDはこれまで想像できなかった
ほどハイクオリティなホームシアター体験を提供
します。96 kHz/24 bit では最大 8 チャンネル、
192kHz/24bit では最大 6チャンネルの音声の記
録が可能です。

• Dolby Digital Plus
Dolby Digital を高音質・高機能に進化させたDolby 
Digital Plus は、HDクオリティのデジタルTV放送
や光ディスクメディア、オンラインコンテンツなど
のA/Vエンタテインメントにさらにリッチなサラウ
ンドサウンドを提供するための柔軟性と効率性を備
えています。Dolby Digital Plus の優れたコーディ
ング効率により、映像やその他のサービスのために
割り当てるビットレートに影響を与えることなく、
最大 7.1 チャンネルの高品質なサラウンド音声を実
現することが可能になります。

A
エーエーシー

AC（A
アドバンスド

dvanced A
オーディオ

udio C
コーディング

oding）
BSデジタル放送および地上波デジタル放送が採用
している音声方式で、MPEG2 規格のひとつです。
高圧縮率と高音質が特長で、2CHステレオ音声に
加え、5.1CHサラウンド音声や多言語放送を可能に
しています。以下はパテントナンバーです。

5848391 5,291,557 5,451,954
5,357,594 5 752 225 5,394,473
5,633,981 5 297 236 4,914,701
5,579,430 08/678,666 98/03037
98/03036 5,227,788 5,285,498
5,781,888 08/039,478 08/211,547
08/894,844 5,299,238 5,299,239
5,490,170 5,264,846 5,268,685
5,548,574 5,717,821 08/937,950
08/576,495 08/392,756

5 400 433 5,222,189 
5,583,962 5,274,740 
5,235,671 07/640,550
97/02875 97/02874 
5,481,614 5,592,584　
5,703,999 08/557,046 
5,299,240 5,197,087 
5,375,189 5,581,654 
05-183,988 08/506,729
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Circle Surround II、SRSと 記号は SRS Labs, 
Inc. の商標です。
Circle Surround II 技術は、SRS Labs, Inc. からの
ライセンスに基づき製品化されています。

®
, HDCD®, High Defi nition Compatible 

Digital® およびMicrosoft® は、米国内や他の国に
おけるマイクロソフト社の登録商標または商標で
す。HDCD システムはマイクロソフト社からのラ
イセンスに基づき製造されています。この製品は下
記の 1つ以上の特許によって保護されています。
米 国 内：5,479,168、5,638,074、5,640,161、
5,808,574、5,838,274、5,854,600、5,864,311、
5,872,531。
オーストラリア国内：669114。
その他の特許は出願中。

“HDMI” “ ” および “High-Definition 
Multimedia Interface” は HDMI Licensing LLC の
商標または登録商標です。

著作権保護について
本機はHDCP（High-band width Digital Content 
Protection）に対応しています。HDCP はデータ
の暗号化と相手機器の認証からなるコピープロテ
クション（著作権保護）技術です。デジタル映像コ
ンテンツの保護を目的にしており、本機と接続す
る機器も HDCP に対応している必要があります。
HDCP に対応しているテレビ／モニターなどと接
続してください。また接続する機器の取扱説明書
をご確認の上ご使用ください。

MultEQ®
性能の優れたスピーカーを導入しても、一般的な
リスニングルームには、その音質を劣化させるよ
うな幾つかの要因があります。音質を劣化させる
要因のひとつは、スピーカーからのオーディオ出力
と、部屋の壁、床、天井といった大きな平面との
相互作用です。入念なスピーカー配置および音響
処理をおこなった場合でも、部屋の音響特性によっ
て発生する重大な問題があります。例えば、スピー
カーの近くの壁等の表面からの反射や、室内の大
きな平行面の間に発生する定在波などです。ホー
ムシアター環境では、複数リスナーのリスニング
ポイントが存在するため、状況はさらに複雑です。
各リスナーのリスニングポイントにおいて生じる音
質への、部屋の音響特性による影響は大きく異な
ります。その結果、室内において、それぞれのリ
スナーごとに異なる度合いでシアター体験の劣化が
生じます。
特に 250 H ｚ以下の周波数域では、隣り合った 2
つの座席で 10 dB もの音量の違いを呈する場合も
あります。この問題に対する解決策は、各スピー
カーが部屋の音響特性とどのように相互作用する
のかを精密に測定した後で、音響特性の補正をお
こなうことです。部屋の音響特性によって生じる、
スピーカーの周波数特性の変動の程度は座席ごと
に大きく異なりますので、リスニングルームの複
数箇所で音質を測定することが重要です。この複
数箇所での測定は、リスナーが 1人だけであって
も必要です。これは、1ポイントだけの測定結果で
は、リスニングルームの音響特性上の問題を正確
に捉えることができず、多くの場合、結果として全
体のパフォーマンスを損ねる場合があるためです。
Audyssey MultEQ は、大きなリスニングエリア内
の複数のリスナーを対象に、最適なリスニング環
境を提供することを目的とした技術であり、複数
のリスニングポイントで収集された各スピーカーか
らのテストデータを総合的に分析し、部屋の音響
特性を最小化するための補正をおこなって、音響
心理学で知られる人間の聴覚の周波数分解能と一
致させます。
さらに、MultEQ による補正は、周波数領域と時間
領域に関して適用され、部屋の音響特性の従来の
イコライゼーション方式では発生する場合があっ
た、不鮮明さや過剰な共鳴といったアーチファク
トを除去します。

広いリスニングエリア内での周波数特性の問題の
補正に加えて、Audyssey MultEQ では、完全自動
化されたサウンドシステムのセットアップが提供さ
れます。これにより、アンプに接続されたスピー
カーの数と、それらがサテライトスピーカーまたは
サブウーファーであるかどうかが自動認識されま
す。少なくとも 1つのサブウーファーが接続され
ている場合、Audyssey MultEQ では、各サテライ
トスピーカーとサブウーファー間の最適なクロス
オーバー周波数が決定されます。スピーカーの極
性が自動的にチェックされ、他のスピーカーに対
して逆位相に接続されたスピーカーがある場合には
警告されます。メインリスニングポイントから各ス
ピーカーまでの距離が測定され、各スピーカーか
らサウンドが聴こえてくるタイミングが合うように
ディレイが調整されます。そして最終的には、各
スピーカーの再生音量が測定され、すべて同じレ
ベルになるように音量トリムが調整されます。

Dynamic EQTM

Audyssey Dynamic EQ は、人間の聴覚や部屋の
音響特性を考慮し、ボリュームレベルを下げた際
に発生する音質の低下を防ぐ技術です。
Dynamic EQ は、Audyssey MultEQ® 技術と連動
することにより、すべてのボリュームレベルに対し
て最適なバランスの音質をすべてのリスナーに提供
します。

Dynamic VolumeTM

Audyssey Dynamic Volume は、テレビや映画な
ど再生されるコンテンツ内におけるボリュームレベ
ルの変化（静かな音のシーンと大きな音のシーンの
間など）をユーザーの好みのボリューム設定値に自
動的に調整する技術です。また、Dynamic Volume
は Audyssey DynamicEQ の技術をアルゴリズム
の中に取り込むことによりボリュームレベルの調整
時やテレビチャンネルの切り替え時、ステレオコ
ンテンツからサラウンドコンテンツなどの切り替え
時でも低域特性や音質バランス、サラウンド効果、
ダイアログの明瞭さを保っています。

本機は、Audyssey ラボラトリーズ社からのライセ
ンスに基づき製造されています。米国および外国
特許出願中です。Audyssey MultEQ、Audyssey 
Dynamic EQ およびAudyssey Dynamic Volume
は Audyssey ラボラトリーズ社の登録商標です。

Windows およびWindows Media Audio は、米
国Microsoft Corporation の米国およびその他の
国における登録商標または商標です。

iTunes は、米国Apple Inc. の米国およびその他
の国における登録商標または商標です。

• “Made for iPod”とは、特にiPodとの接続用に
設計され、Appleの性能基準を満たすことをその
開発者が保証している電子機器であることを示
します。この機器の操作、および安全・規制基準
の順守については、Appleは責任を負いません。

• “Works with iPhone”とは、特にiPhoneとの接
続用に設計され、Appleの性能基準を満たすこと
をその開発者が保証している電子機器であるこ
とを示します。この機器の操作、および安全・規
制基準の順守については、Appleは責任を負いま
せん。

iPod および iPhone は、米国およびその他の
国々で登録されたApple Inc. の商標です。

Macrovision
This product incorporates copyright protection 
technology that is protected by method claims 
of certain U.S. patents and other intellectual 
property r ights owned by Macrov is ion 
Corporation and other rights owners. Use of 
this copyright protection technology must be 
authorized by Macrovision Corporation, and 
is intended for home and other limited viewing 
uses only unless otherwise authorized by 
Macrovision Corporation. Reverse engineering 
or disassembly is prohibited.

その他
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FMチューナー部

周波数範囲 ...................................... 76.0ー90.0 MHz
実用感度 .................................. IHF 1.8 µV/16.4 dBf
S/N比 ....................モノラル／ステレオ 75/70 dB
歪み  ........................モノラル／ステレオ 0.2/0.3 ％
ステレオセパレーション .....................1 kHz 45 dB
実効選択度 ......................................±300 kHz 60dB
イメージ妨害比...................................83 MHz 50dB
チューナー出力レベル
   ............................1kHz，±75 kHz Dev 800mV

AMチューナー部

周波数範囲 ....................................... 531ー1602 kHz
実用感度 ...........................................Loop 400 µV/m
S/N比 .................................................................. 50 dB
歪み  ................................... 400Hz，30％ Mod. 0.5％
実効選択度 ........................................±18 kHz 70dB

オーディオ部

定格出力（20 Hz ‒ 20 kHz/THD=0.08%）
フロントL/R ..................................... 8Ω 110 W/Ch
センター ............................................. 8Ω 110 W/Ch
サラウンドL/R ................................. 8Ω 110 W/Ch
サラウンドバックL/R ..................... 8Ω 110 W/Ch

実用最大出力（JEITA）
フロントL/R ..................................... 6Ω 160 W/Ch
センター ............................................. 6Ω 160 W/Ch
サラウンドL/R ................................. 6Ω 160 W/Ch
サラウンドバックL/R ..................... 6Ω 160 W/Ch

ヘッドホン定格出力
   ........................370 mW（1 kHz、0.08％、32Ω）

入力感度／インピーダンス ...........180 mV/47 kΩ
S/N比（アナログ入力／ピュアダイレクト）
   ....................................................................105 dB
周波数特性 
 （アナログ入力／ピュアダイレクト）
   .................................8 Hz ‒ 100 kHz（± 3 dB）
 （デジタル入力／96 kHz PCM）
   ................................... 8 Hz ‒ 45 kHz（± 3 dB）

ビデオ部

信号方式 ...............................................................NTSC
入力・出力インピーダンス .................................75 Ω
入出力レベル .....................................................1 Vp-p
S/N比 .................................................................. 60 dB
周波数特性（ビデオ） ...........5 Hzー8 MHz（－1dB）
周波数特性（コンポーネントビデオ）
   ....................................  5 Hzー80 MHz（－3dB）

HDMI

入出力端子： 19ピンHDMI端子
   HDMI Ver.1.3a
    （ディープカラー、Dolby TrueHD、

DTS-HD Master Audio、
   スーパーオーディオCD、
   DVDオーディオ対応）

付属品

リモコン（RC007SR） ................................................1
単4形乾電池 .................................................................2
マイク ............................................................................1
AMループアンテナ .....................................................1
FMアンテナ ..................................................................1
電源コード ....................................................................1
ワイヤレスレシーバーRX101 .................................1
取扱説明書 ....................................................................1
保証書 ............................................................................1

総合

電源電圧 .................................. AC 100 V 50/60 Hz
消費電力（電気用品安全法による） ............... 650 W
待機電力
 （ノーマル） ....................................................0.7 W
 （エコノミー） ................................................0.4 W
重量  ................................................................... 12.7 kg

仕様・外観寸法図

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変
更することがありますのでご了承ください。
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お手入れ

• 本機が汚れたときはやわらかい布でからぶきし
てください。汚れがひどいときはやわらかい布
に食器用洗剤を5～6倍にうすめた液を浸し、固
く絞ってから汚れをふきとってください。その
後、乾いた布でからぶきしてください。

• アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など揮
発性のものが付着すると塗装がはげたり、光沢
が失われることがありますから絶対にご使用に
ならないでください。

 また、化学ぞうきんでこすったり、長時間接触さ
せたままにしておきますと変質したり、塗料がは
げたりすることがありますのでご注意ください。

ステレオ音のエチケット

楽しい音楽も時と場所によっては気になるもので
す。隣近所への配慮（思いやり）を十分にいたしま
しょう。
ステレオの音量はあなたの心がけ次第で大きくも小
さくもなります。特に静かな夜間には小さな音でも
通りやすいものです。夜間の音楽観賞には特に気
を配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンをご使
用になるのも一つの方法です。お互いに心を配り、
快い生活環境を守りましょう。

ヘッドホンのご使用について

ヘッドホン使用時は音量を上げすぎないようご注意
ください。大きな音量で長時間続けて聞くと、聴
力に悪い影響を与えることがあります。

保証・アフターサービスについて

1. この商品には保証書を別途添付してあります。
 保証書は「販売店印・保証期間」をご確認の上、販
売店からお受け取りいただき、よくお読みの上、
大切に保存してください。

2. 本体の保証期間はお買い上げ日より１年間です。
 お買い上げ販売店または弊社営業所で保証記載
事項に基づき「無料修理」致します。

3. 保証期間経過後の修理について。
 修理によって機能が維持できる場合は、お客様
のご要望により有料修理致します。

4. 当社はこの製品の補修用性能部品を製造打切後
最低8年間保有しています。

5. 補修用部品の詳細・ご贈答・ご転居等アフター
サービスについての不明な点は、お買い上げ販
売店または当社サービスセンターに遠慮なくご
相談ください。

6. 修理を依頼される際には、お手数ですがもう一
度“困ったときは”をご参照の上よくお調べく
ださい。それでも直らない時は、必ず電源プラ
グを抜いてから、お買い上げ販売店または当社
サービスセンターにご連絡ください。

ご連絡いただきたい内容
1） 品名 AV サラウンドレシーバー
2） 品番 SR6004
3） シリアルナンバー（製造番号）

4） お買い上げ日 年  月  日

5） 故障の状況（できるだけ具体的に）

6） ご住所

7） お名前

8） 電話番号
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セットアップコード

Blu-ray Disc プレーヤー

ソースボタン名：BD

Denon ........................................................... 5034, 5035, 5036
Hitachi .......................................................... 5031, 5032, 5033
Integra.............................................................................. 5013
JVC ................................. 5014, 5015, 5017, 5018, 5019, 5020
LG ............................................................................ 5010, 5011 
Marantz........................................................ 5000, 5026, 5027
Mitsubishi .............................................................. 5024, 5025
Onkyo ............................................................................... 5013
Panasonic.................................................... 5001, 5002, 5003
Philips............................................................................... 5004
Pioneer............................................................................. 5005
RCA ................................................................................... 5012
Samsung .......................................................................... 5005
Sharp ............................................................ 5028, 5029, 5030
Sony.................................................... 5007, 5008, 5009, 5016
Toshiba ............................................................................. 5012 
Yamaha ........................................................ 5021, 5022, 5023

DVDプレーヤー

ソースボタン名：DVD

Aiwa ....................................................................... 2036, 2037
Apex ............................... 2012, 2017, 2018, 2019, 2021, 2034
BOSE ............................................................ 2038, 2039, 2063
Denon ..................................................................... 2047, 2048
Funai ................................................................................. 2049
GE........................................................ 2009, 2020, 2029, 2033
Harman Kardon .............................................................. 2061
Hitachi .......................................................... 2008, 2012, 2031
JVC ................................. 2006, 2010, 2040, 2041, 2042, 2043
Kenwood................................................................ 2053, 2054
Koss .................................................................................. 2058
Magnavox.......................................... 2007, 2011, 2023, 2025
Marantz.................................................................. 2025, 2065
Marantz (Blu-ray) ........................................................... 2064
Mitsubishi .............................................................. 2011, 2015
Onkyo ............................................................................... 2062
Oritron .................................................................... 2009, 2030
Panasonic.......................................... 2003, 2015, 2016, 2055
Philips........................................................... 2007, 2011, 2058
Pioneer......................................................... 2002, 2014, 2056
Proscan........................................................ 2009, 2020, 2032
RCA ........................................... 2005, 2009, 2020, 2035, 2057
Sampo .............................................................................. 2041
Samsung .................................. 2008, 2012, 2022, 2024, 2027
Sanyo ..................................................................... 2050, 2052
Sharp ...................................................................... 2044, 2045
Sherwood ........................................................................ 2051
Sony.............................................................. 2001, 2013, 2059
Toshiba ............................................... 2004, 2008, 2026, 2028
Yamaha .................................................................. 2046, 2060
Zenith ............................................................................... 2010

衛星放送チューナー

ソースボタン名：DSS

Alphastar ......................................................................... 4027
Amstrad ....................................................... 4046, 4047, 4050
Atsky................................................................................. 4048
B Sky B......................................................... 4021, 4045, 4046
Chaparral ......................................................................... 4039
DIRECTV....................................................... 4001, 4016, 4044
DISH Network ................................................................. 4030
Drake ................................................................................ 4026
Echostar..... 4007, 4017, 4018, 4019, 4020, 4062, 4063, 4064
Eurosky .................................................................. 4047, 4056
Express Vu ....................................................................... 4017
Foxtel ................................................................................ 4051
Freesat ............................................................................. 4056
Fujitsu ............................................................................... 4025
GE.................................................................. 4002, 4008, 4009
General Instruments ............................................ 4036, 4037
Gradiente ............................................................... 4044, 4057
Hitachi .................................................................... 4001, 4015
Hughes ................................................................... 4001, 4016
Humax ...................................... 4049, 4050, 4051, 4052, 4053
Janeil................................................................................ 4025
JVC ................................................................................... 4017
Mitsubishi ........................................................................ 4001
Nokia .................................................. 4058, 4059, 4060, 4061
Optima .............................................................................. 4048
Panasonic.............................................................. 4004, 4010
Philips................................................. 4031, 4035, 4044, 4057
Proscan.............................................. 4002, 4008, 4009, 4011
Radio Shack .......................................................... 4036, 4037
RCA ..................................................... 4002, 4008, 4009, 4029
Realistic ........................................................................... 4040
Rural Cable ...................................................................... 4036
Samsung .............. 4022, 4027, 4042, 4043, 4050, 4054, 4055
Schneider .............................................................. 4041, 4043
SKY ............................................................... 4044, 4045, 4057
Skyplus............................................................................. 4048
Skysat........................................................... 4041, 4047, 4056
Sony................................ 4003, 4012, 4014, 4065, 4066, 4067
Star Choice...................................................................... 4032
Star Trak .......................................................................... 4024
STS ................................................................................... 4038
SuperDish ........................................................................ 4028
Teac .................................................................................. 4049

Thomson ................................................................ 4046, 4056
Toshiba ................................................................... 4001, 4034
Uniden .......................................................... 4005, 4006, 4013
Universum ....................................................................... 4056
Video Pall ......................................................................... 4025
Zenith ........................................................... 4023, 4025, 4033

テレビ

ソースボタン名：TV

Acer .................................................................................. 1141
Admiral......................................................... 1002, 1009, 1089
Aiko................................................................................... 1059
Aiwa ....................................................................... 1117, 1118
Akai................................................................................... 1001
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